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はじまりは政略結婚










突然の政略結婚!?




　きらめくシャンデリアと、床に敷き詰められた赤い絨じゅう毯たん。そして、二階に向かって伸びている螺ら旋せん階段の途中の踊り場には、眩まぶしいほど輝くゴールドの枠にはめられた姿見。

　ゆっくりと階段を上っていき、その鏡に映る自分が目に入って、思わず立ち止まる。

　さっきからすれ違う人のドレスアップした姿に比べると、ドレスこそ上質だけど〝着られている〟のがよく分かり、ため息が漏れた。

　街の中心部に位置するこのホテルは、部屋数が千室近くある大型なものと比べると規模は半分以下で、当然、宿泊ルームや広間の数もそれに比べると少ない。

　だけどその分、外観から内装、調度品に至るまでアンティークな雰囲気で統一されていて、国内外の要人も利用する高級ホテルとして名を馳はせていた。

「ねえ、お兄ちゃん。私、帰りたいな……。あまりに場違いな気がするもの」

　今日はこのホテル全体を貸し切って、昼過ぎから父と兄の会社関係の交流会が行われている。

　どうやら取引関係のある有名企業の社長や副社長、重役たちが集まっているらしい。見た限りでは、四十代から五十代くらいの人が全体の九割を占めていた。

　そして、さっきから私を落ち込ませる原因になっている女性たちは、彼らの身内。年配の奥様たちは着物が圧倒的に多く、どこの染めものかを褒め合っている会話も聞こえてくる。そして、彼らの恋人や婚約者だと思われる若い女性たちは、色とりどりのドレスを身にまとい、色っぽさや華やかさを演出していた。

　そんな中、私は二十七歳の独身ということもあり、薄いピンク色のマーメイドラインのドレスを着せられている。

　このドレスは海外の有名なデザイナーのもので、兄が選んでくれた。『かわいい』と褒めてくれたけど、身長が一五五センチで華きゃ奢しゃな体の私は、ドレスの放つ大人っぽさに完全に負けていた。

「なにを言ってるんだよ。今、来たばかりだろ？　そろそろオヤジも来る頃だから、一緒に待っていよう」

　ダークグレーのスーツをセクシーに着こなし、深い黄色のネクタイを締めた兄は、普段は自然に流している髪を今日はきちんと固めている。また口数が少なく、どこか緊張しているようにも見えた。

　それだけに、このパーティーが兄にとって大事なものだと感じて、逆らうことはできない。

「うん……。分かった」

　不本意ながらも、しぶしぶ歩みを再開させる。

　二階に上がってすぐの大広間では立食パーティーが開かれていて、近づくにつれて人の笑い声や話し声が大きくなってきた。

　思わず入り口で立ちすくんでしまい、兄に優しく背中を押され中へと促される。だけど、あと一歩が踏み出せないでいた。

「お兄ちゃんみたいに慣れてないから。こういう社交パーティーの場所って、本当に苦手」

　もう一度大広間を見渡しながら、小さくため息をついた。

　私たちは、大手出版社『百ひゃく輪りん廻ね出しゅっ版ぱん』の社長を父に持つ兄妹だ。

　三歳年上の兄・祐ゆう也やは副社長として、父の側で会社経営のノウハウを勉強しながら働いている。

　そして私は、いわゆる〝社長令嬢〟ではあるけれど、世間一般の人たちがイメージする華やかさとは無縁の人間だ。

　仕事は父の会社で事務をしていて、ほとんどが雑用に近いし、毎日が家と会社の往復だけ。年に一回ほど行っていた友達との海外旅行も、彼女の結婚で今年からなくなってしまった。

　社交パーティーも兄は頻繁に顔を出しているけど、特別同席する必要がない私は今日でまだ二回目。子供の頃から人見知りで、内気な部分があるところは大人になるにつれて多少は直せたけど、今でも人の多い場所や華やかな場所は苦手なのだ。

「今日はリラックスしてろよ。せっかく久しぶりにこうやって一緒に出かけられたんだから」

　確かに兄は仕事が忙しいのとひとり暮らしをしていることもあって、会う機会すらなかなかなかった。

　自他共に認めるブラコンの私にとっては、それはかなり寂しいもの。つまり今日こうして一緒にいられるのは、最高に嬉うれしかった。

　そう思えば、この華やかな場所も乗り切れる気がする。

「うん。お兄ちゃんの言う通りね。今日は楽しむわ」

　やっと一歩を踏み出し、広間の中へと入った。

「オレの側にいれば大丈夫だよ。由ゆ香かが困れば、助けてあげるから」

　私の不安は口に出さなくても兄には伝わっていて、それが本当に心地いい。

　いつまでも兄に頼りきりなのはいけないと思いつつ、パーティーのきらびやかさに圧倒されている私は素直に甘えることにした。

　なるべく距離が開かないように歩きながら、私は兄に小さな笑顔を向ける。

「うん、ありがとう。お兄ちゃん」

　兄も私に穏やかな笑みを返すと、ゆっくりと歩いていく。

　それも私の歩調に合わせてくれているのだと思うと、心がさらに温かくなってきた。

　いつも思うことだけど、恋人の涼りょう子こさんがうらやましい。私も妹じゃなかったら絶対に兄と付き合いたかったと、けっこう本気で思っている。

　そんなことを考えながら、兄に隠れるように歩いていると……。

「百もも瀬せ副社長！」

　背後から男性の声が聞こえてきた。

　振り向くと、四十代前半くらいの長身の人が愛想のいい笑みを浮かべてこちらに向かってくる。

　兄は笑顔を保ったまま私をそっと促し、男性のほうへ歩み寄った。

　私は少し警戒心を持ちながらも、その男性を控えめに見上げる。

「お久しぶりです、久く保ぼ田た社長。お元気でしたか？」

　どうやら、どこかの企業の社長らしい。見覚えがないということは、実家に来られたことはないみたい……。

　父と親密な社長や副社長たちは、一度や二度は我が家に訪れたことがある。その人数は決して多くはないのと、私も挨拶で姿を見せるため、彼らの顔は大体覚えていた。

「本当にお久しぶりですね。お元気そうでなにより。ところで、こちらの方は？」

　男性は私にニコリと笑顔を見せると、すぐに兄に向き合った。

「ああ、妹の由香です。三歳年下の大事な妹なんですよ」

　兄の紹介を受けて男性に小さく会釈をすると、彼は驚いたように目を丸くした。

「そうだったんですか！　絵本から飛び出してきたお姫様みたいですね。なんてかわいらしい」

　そう褒められて、社交辞令だと分かっていても嬉しくて口元が緩みそうになる。

　すると、兄はどこか自慢げに話し始めた。

「そうですね。母に似て目が大きくてかわいい顔立ちでしょう？　ただ性格は人見知りで、こういう派手な場所は好まないんですよ」

　兄にまで『かわいい』と言われ、だんだん恥ずかしくなってくる。

　小さく縮こまる私に、久保田社長は目を細めて微笑んだ。

「そうですか。それは控えめなお嬢様で素敵ですね。ついでに百瀬副社長の妹さん思いがよく分かりました」

「アハハ。よく言われますよ、シスコンだと」

　楽しそうに笑う兄を見ながら、自然と笑顔が戻ってくる。

　今は彼氏がいない私だけど、絶対に兄より素敵な人でないと付き合えない。

　そのことをしみじみ実感する。

　その時、久保田社長がなにかを思い出したような顔をした。

「そういえば、今日は嶋しま谷たに副社長はお見えになるんですかね？」

「智とも紀きですか？　そうですね……。聞いてはいないですが」

『智紀』と聞いて拒絶反応を起こした私は、意味なく顔をそむけた。

　智紀は兄と高校が一緒の同級生で、親友でもある。さらにテレビ局の御曹司の彼は、今は兄と同じく副社長の立場だ。

　出版社は業務内容によってはテレビ局と縁があるため、ふたりは仕事でもよく絡んでいる。それに智紀は芸能事務所も経営しているから、雑誌や写真集の制作などでも繋つながりがあった。

　だから兄がひとり暮らしをする前はよくウチの実家にも出入りしていたこともあり、私は頻繁に智紀に会っていたけど、どうも好きになれない。彼の派手なファッションや妙に馴なれ馴なれしいところが苦手なのだ。

　兄と智紀は、一八〇センチの長身と広い肩幅、引き締まった体格が共通しているが、ルックスのタイプはだいぶ違っている。

　兄は少し垂れ目の二重まぶたで、目鼻立ちがそれほどハッキリした感じではない柔和な甘いルックス。逆に智紀は、目鼻立ちのハッキリとした顔立ちで、それでなくても派手な感じなのに、栗くり色いろの髪をまるでライオンのタテガミのようにアレンジしていた。

　そんなふたりは、経済界の〝イケメンツートップ御曹司〟と言われている。

　いつだったか、経済誌にそれが書かれていて、智紀から得意げに聞かされた時は返事に困ってしまった。

　確かに智紀のルックスはレベルが高いと思うけれど、それを聞かれて『そうね』と簡単に返せるほど、私たちは親しくない……と私は思っている。

「嶋谷副社長が来ないと、ここにいる女性は皆ガッカリするでしょうね」

　久保田社長はそう言うと、「それではまた……」と軽く手を上げ、違う人へ挨拶に行った。

「智紀って、そんなにモテるの？　確かに見た目はいいかもしれないけど、あんなに派手な人は信用できないな……」

　不満げに言った私に、兄は苦笑いを浮かべる。

「由香は少し誤解してる部分があるんだよ。あいつは見た目よりずっと誠実なんだけどな」

「そうなの？」

　お兄ちゃんだから分かる部分もあるのかもしれないけど、私にはノリの軽い人にしか見えない。

「こんなパーティーこそ好きそうなのに、智紀は来ないのかな？　まあ、私にはそっちのほうがいいんだけど」

「そんな毛嫌いするなよ。もしかしたら、ひょっこり来るかもしれないぞ」

　今日の兄はやけに智紀のフォローをする気がする。いつもなら、智紀に対する愚痴や嫌みは聞き流しているのに。

　少しの違和感を感じていると、突然会場の照明が落とされた。

　入口の扉が開いたかと思うと、スポットライトを浴びた智紀が入ってきた。ダークグレーのスーツに身を包み、エンジのネクタイを締めている。

「智紀？　な、なにしてるの？」

　口角をやや上げて颯さっ爽そうと歩く姿は美しいけれど、この意味不明な演出はドン引きだ。さらに、このホテルには似つかわしくないアップテンポの洋楽が流れてきて、もはや理解不能の行動だった。

　智紀が歩く場所をみんなが道を譲るように移動していく。

　スポットライトの光は相変わらず彼を照らし続けていて、ヒーローのお出ましを表現したいのかもしれない。

　周りの人たちもア然としているけれど、「これがサプライズなのか」というひとり言が聞こえてきて、事前になにかの演出があるとアナウンスはされていたらしい。

「ね、ねえ、お兄ちゃん。智紀ってば、どうしちゃったの？」

　横にいたはずの兄に話しかけたのに、その姿はいつの間にか消えていた。

「お、お兄ちゃん!?」

　慌てて辺りを見回すも、薄暗いせいと人の多さで見つからない。

　その間にも、智紀は余裕たっぷりの笑顔を浮かべながら歩いている。それも、私に向かって。

　なんでこっちへ来るのよ……。

　緊張してきた私は、足がすくんで動けない。

　だんだんとスポットライトが近づいてきて、私まで照らされる羽目になった。当然、周りの視線はこちらへ集中する。

　こんなふうに目立つことは好きではないのに、どうして注目される事態に陥っているのだろう。

　智紀はア然とする私の前で立ち止まり、少しの間、穏やかな笑みで見下ろした。そして次の瞬間、彼はとんでもない言葉を口にした。

「由香、オレと結婚してください」

「は？　け、結婚!?」

　とんでもないことをサラリと言ってのける智紀に、なにかのドッキリなのかと、思わず辺りを見回した。

　だけど周囲の人たちもぽかーんと口を開けていて、誰にとっても驚きの行動らしい。

　そんな周囲も私もよそに、智紀は次には内ポケットから指輪を取り出していた。

　照明のせいもあるのだろうけど、中央に飾られている、指の幅くらいの大きなダイヤがまぶしいくらいに輝いている。お母さんですら、こんなに大きなダイヤは持っていない。ふたつ爪に支えられているその存在感に呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　智紀は私の左手を優しく取ると、薬指に指輪をスルリとはめる。どうしてサイズが分かっていたのか、ピッタリすぎて不気味だ。

「由香、突然で驚いただろうけど、返事を聞かせてくれるだろ？　もちろん、いい返事を」

　ニヤッとした笑顔を浮かべ、智紀は返事を迫ってきた。

　突然、意味不明なプロポーズをされて、返事なんてできるはずもない。大体、パーティーの余興なんじゃないかと思うくらいなのに、本気で受け取れるはずがなかった。

「智紀、悪いけど私……」

　もちろん断ろうと思っていたのに、口を開いた瞬間、智紀はサッと側に寄って耳打ちをしてきた。

　それにしてもＢＧＭがうるさすぎて、まるでクラブハウスにいるみたいだ。

「由香、とりあえずここはオレのプロポーズを受けとけよ。お前の大好きなお兄ちゃんのためにも」

「えっ？　お兄ちゃん……？」

　いきなり〝兄〟という言葉が出てきて動揺する。

　そういえばいつの間にか姿を消していたし、まさか智紀がなにか脅してるとか、そういう理由があったらどうしよう。

　いくら親友で同じ副社長同士でも、家柄的にも会社の位置付け的にも智紀のほうが上だ。なにかのトラブルで、ふたりの仲に亀裂が入った可能性もあるはず……。

　もしそうだとしたら、なんて智紀は卑劣なんだろう。だから、こんな派手な人は信用できないのだ。

　険しい表情を見せる私に、彼は今度は周りに聞こえるように言った。

「ほら、照れないで返事してくれよ。由香の返事が聞きたいんだ」

　意図の分からないプロポーズだけど、兄を人質に取られたのなら、とりあえずここは智紀の顔を立てたほうが無難かもしれない。本当に嫌々だけど、受け入れてから後で追及して白紙撤回しよう。

「……よろしくお願いします」

　すると、それまで恐らく半信半疑で見ていただろう周囲の人たちから盛大な拍手が起こった。

　そして再び明かりがつきＢＧＭが消えると、どこへ隠れていたのか、兄とふたりの社長――私と智紀の父親が拍手をしながら満面の笑みで出てきた。

「お兄ちゃん、どこに行ってたのよ。それにお父さんたちまで……」

　どうして兄までもが嬉しそうに拍手をしているのだろう。

　状況が把握できずに、ただ呆あっ気けに取られて立ち尽くす。

　父たちは周囲の人に、「ありがとうございます」とお礼を言って回っていた。

　すっかりプロポーズが成立した形になってしまい、皆からは「さすが、嶋谷さんの演出はおもしろい」などと言われる始末だ。

　そのままパーティーは無礼講で続いていき、気づけば有名な楽団の演奏が始まり、皆それに聞き入っている。

　そんな中、魂が抜けた状態で部屋の隅に立っていた私に父が声をかけてきた。

「いやあ、よかったよかった。由香、おめでとう！」

　ニコニコと上機嫌の父は娘の私から見ても紳士的で男前な人なのに、今は鬼に見えてしまう。

「どこがおめでたいの？　なにも聞かされていないんだけど。それに、いきなり智紀と婚約だなんて私は絶対に認めないから」

　睨にらみつける私に、父は苦笑いと共に肩をすくめてみせた。

『悪いとは思っているけど、どうしようもない』と言われているみたいで、大きなため息が漏れてくる。

　どうやらこのパーティー、最初から仕組まれたものらしい。さっきからふたりの父の会話を聞いていると、そんな雰囲気だ。

　ただ、ゲスト側には楽団の演奏のみが知らされていて、まさに公開プロポーズは〝サプライズ〟だったみたい。

　普通ならプロポーズを見せられてもさして楽しいものではないけれど、ここに来ている社長たちは百輪廻出版と、どうやら智紀のテレビ局とも密接な取引関係にある会社の人たち。だから、こんなバカバカしいプロポーズにもノッてくれたのだろう。

　問題は、どうして私が智紀と結婚をしないといけないのかだけど……。

「ねえ、お父さん……」

　その疑問を聞こうとした時、それを察したかのように手で制される。

「詳しい話はパーティーが終わってからでいいか？　誰に聞かれるかも分からないから」

　そう言われたら頷うなずくしかない。

　確かに周りの人たちは、私と智紀が付き合っていたと思っているだろう。まさか単なる顔なじみから寝耳に水のプロポーズを受けたなんて想像もしていないはず。

　それに、このプロポーズの本当の意味にお互いの会社の利益が絡んでいる気がしてならない。

　そうでなければ相手が智紀なはずがないし、兄がここに私を連れてくるはずがないもの……。

　その兄と智紀は、少し離れた場所で演奏を聞いている。時々どちらかが耳打ちをしてなにかを話し、笑顔を浮かべていた。

　一瞬でもあんなに心配した自分がバカらしい。

　しばらくふたりを見つめていると、ふと兄がこちらを見た。

　わざと頬を膨らませて睨むと、兄は片手を顔の高さまで上げて苦笑いを向けた。どうやら『ごめん』と言っているらしい。

　それに気づいた智紀も私に視線を向けたけれど、バッチリ目が合ったのが気まずくて、すぐに顔をそらしてしまった。

　それから一時間ほどして、パーティーは終了した。

　ゲストの人たちはみんな満足そうにしていて、見送るために並んだ私と智紀に祝福の言葉をかけてくれた。

　女性陣からは相手が智紀なのをうらやましがられたけれど、できることなら変わってほしい。

　そんな本音を抑えて笑顔を浮かべている時間は、本当に苦痛だった。




「つ、疲れた……」

　さっきまでの盛り上がりがウソのように、広間は静まり返っている。片づけが三十分後に入るらしく、それまでは私たち五人だけだ。

　近くにあったイスにぐったり座り込むと、嶋谷社長が声をかけてきた。

「本当にビックリさせてごめんね、由香ちゃん」

　心配そうに覗のぞき込まれて、私は慌てて立ち上がる。

　テレビ局の社長だけあって何度かテレビでも見かけていただけに、その方が目の前にいると思うと妙に緊張する。

　改めて見ると智紀はお父さん似で、彼を渋くした雰囲気が嶋谷社長だ。

「いえ……。あの、智紀さんからのプロポーズって本当なんでしょうか？」

　おずおず見上げながら問いかけると、その答えは背後からそっけなく返ってきた。

「当たり前だろ？　じゃなきゃ、そんなダイヤの指輪を贈るかよ」

　振り返ると、智紀がけだるそうに私を見ている。

「智紀、そういう言い方はないだろ。由香ちゃんは事情を知らなかったんだ。もう少し優しい言い方はできないのか？」

「はいはい、悪かったよ」

　諭すようなお父さんの言葉にも、智紀は無愛想な態度を崩さない。

　結局、自分だって結婚が嫌なんじゃないの？　それなのに、あんな演出をしてプロポーズをしたことが、ある意味スゴイと思う。

　智紀に話しかけるつもりはなく、わざと顔をそむけると、困った顔をした兄が見えた。

　今となっては兄ですら恨めしく、いつもなら笑顔を向ける私も今はそれができない。口を固くつぐんでいると、兄はゆっくりと近づいてきて、私の手をそっと握った。

「ごめんな、騙だますような真似をして。ただ、こうでもしなければ由香に智紀のプロポーズを受けてもらえないと思ってさ」

　兄の手は、子供の頃から私をホッとさせる力がある。

　どんな時もこうやって手を握って落ち着かせてくれたけど、今回は例外だ。結婚という人生で大事なイベントを勝手に決められたのだから、とても落ち着いてはいられない。

「私、お兄ちゃんに誘われたから信じきってパーティーへ来たのに。なんだか裏切られた気分……」

　すると、横から智紀が突っ込んできた。

「ブラコン」

　それはその通りだけど、この人に言われると腹がたつ。

　キツく睨みつけると、智紀はわざとらしく視線をそらした。

「なあ由香。薄々気づいてるとは思うけど、お前たちの結婚はいわゆる政略結婚だ。ふたりが婚姻関係になることで、ウチの業務の一部を智紀のところと提携することになっているんだ」

　やっぱりそうだったのかと思い、ガックリと肩を落とす。

　私は社長令嬢といっても、派手な生活を好まない両親の影響を受けて、地味なことが好きだ。だから時々、自分の立場を忘れる時があるけれど、今日それを思い知らされた気がする。

「その提携って、結婚をしなければ成り立たないことなの？　普通に話し合いとかじゃ無理なわけ？」

　仕事の深い部分はよく分からないけれど、結婚をすることで成り立つ業務というのも不自然な気がする。

　すると兄は一瞬、智紀に目を向けると言った。

「それは智紀からの提案だったからな……。由香との結婚が業務提携の条件なんだよ」

「えっ？」

　思わぬ事実にア然としてしまい、反射的に智紀に目を向けた。

　だけど智紀は表情ひとつ変えず、むしろ『だから、どうした？』とでも言いたそうな顔をしている。

「ウチも生き残りが大変だし、智紀の会社と提携できればかなり心強い。今日は母さんたちは仕事で来られなかったけど、智紀のお母さんも結婚には賛成してくれているから」

「そ、そうなの……？　お母さんたちまで？」

　母は百輪廻出版の専務で、確か智紀のお母さんもテレビ局で取締役に就いていると聞いたことがある。今日は父や兄たちがここにいるから、代わりに会社を任されているらしい。

　そうまでして私と智紀の結婚をみんなで後押ししているなんて、開いた口が塞がらない。

　兄はなんとか私を説得しようとしているけれど、知らない間に話が進んでいたのかと想像して腹もたってくる。

　それに私の兄を思う気持ちまで利用されたのだから、ますます許しがたい。しかも当の本人がそれを自覚して、私を連れてきたのだから。

　くるりと振り向き、少し速い歩調で智紀に近づくと、指輪を外して突き返す。

「これ、返すわ。私は智紀とは結婚しない。智紀とは根本的に合わないと思うから」

　さすがの智紀も少し動揺する表情を見せながら指輪を受け取った。

　まさか私が意見しないとでも思っていたのか、父たちは口を開けて驚いている。

　だけど智紀は、すぐにいつもの冷静さを取り戻して口を開いた。

「合うか合わないかなんて、もう少し接してみないと分からないだろ？　なにも今すぐ入籍すると言ってるわけじゃないんだ。答えを出すのは、もう少し先でもいいじゃないか」

　どうやら智紀はプロポーズを撤回する気はないらしい。ひとまず付き合ってみろと言わんばかりに、外した指輪を私の薬指に半ば強引にはめ直した。

　この指に指輪がはめられたのは初めてなのに、ドキドキする気持ちになれないなんて、惨めで情けなくなってくる。

　私にも今まで付き合った人はいて、指輪をもらったことはある。けれど、この指にはめたことはない。だから年とし甲が斐いもないと自覚をしつつ、〝左手薬指に指輪〟は憧れだった。それなのに、こんなふうに強制的にはめられると、高価なダイヤも私を縛る道具に見えてくる。

「私の心は、結婚なんて嫌だって気持ちで変わることはないと思う。それに、私たちはなかなか会う機会もないでしょ？　だったらなおさら、私が智紀を好きになることも結婚したいと思うこともない」

　彼がどういう気持ちで政略結婚を提案してきたのかは分からない。本当はこんなふうに意見をきっぱり言うのも緊張するけど、私の気持ちを理解してもらいたかった。

　だけど智紀は、そんな私に相変わらず調子のいい笑顔を向ける。

「その心配は無用だ。オレたち、今夜から一緒に暮らすから」

「えっ!?」

　プロポーズに次ぐ寝耳に水の発言に目が点になった私は、その場にボーッと立ち尽くすだけで、意見も反論もできない。

　すると、父が私の肩をポンと軽く叩たたいた。

「乱暴な話だと思うだろうが、これも百輪廻出版の社長の娘だと思って諦めてくれないか？　智紀くんはお前が思うより素敵な青年だ。荷物も今頃届いているだろうから、仲よくするんだぞ？」

　そんなことを言われても、『分かりました』と素直に言えるほど〝社長令嬢〟教育はされていない。こんなことなら、子供の頃から政略結婚の可能性を教えておいてほしかった。

「由香、オレも時々連絡するからな」

　兄は頭をポンポンと優しく叩くけれど、それを嬉しいと思う余裕すらない。口をへの字にして、わずかな望みをかけて助け舟を期待しながら見上げてみたけれど、私の腕を掴つかんだのは智紀だった。

「観念しろ。ほら、一緒に帰ろうぜ」

「本気なの……？」

　抵抗してもムダだとどこかで覚悟しているのか、私の言葉は弱々しくなる。

　そんな私に、智紀は頷きながら答えた。

「ああ、本気だよ。では百瀬社長、オヤジ、オレたちは先に失礼します」

　智紀は父たちに挨拶を終えると、強引に私の手を取りホテルを出た。

　玄関前に待機していたタクシーに私を無理やり乗り込ませ、運転手に行き先を告げる。

　目的地は紛れもなく智紀のマンションで、この政略結婚は本気なのだと思い知らされた。




　十五分ほど走ると、タクシーは高級住宅街として有名なエリアに入り、その中でもひときわ目立つマンションの前で停まった。

　智紀のマンションを数回、外観だけは見たことがある。その時は、兄と車で通っただけだったけど、まるでホテルのようなマンションに驚いたのを覚えている。

　私の実家は純和風の一戸建てで、敷地面積はそれなりに広い。庭には池や鹿しし威おどしもあるけれど、それは高級感を装いたいわけではなく、来客に落ち着いた場所を提供したいという父の意向を反映させたものだった。

　だから、智紀のマンションのようにエントランスからヨーロピアン調で、いかにも『高級です』と言わんばかりの雰囲気には馴染みがない。

「由香。なに、ボーッとしてるんだよ。ほら、行くぞ」

「あ、うん……」

　建物を見上げていた私の手を引っぱると、智紀はエントランスの前に置かれたセンサーに指をかざす。

「エントランスから指紋認証なの!?」

　驚く私に、彼は呆あきれた顔をした。

「セキュリティのためだからな。ちなみに、郵便物なんかはクラークが受け取るシステムだよ」

「クラークって、あのホテルとかの？」

　エレベーターに乗り込んだ智紀は、最上階である五十二階のボタンを押しながら頷いた。

「そう。似たようなもんだよ。いわゆる管理人だな」

「へぇ。そういうシステムがあるのね……」

　思い返せば友人にもこんなタワーマンションに住んでいる人はいないから、いちいち感心してしまう。

　あっという間に最上階に着きエレベーターを降りると、そこには部屋がひとつしかなく、完全なプライベート空間になっていた。ドアまでの廊下は大理石仕様で、途中には、黄色を基調にした品のある生花が高級感漂う白い花瓶に生けられている。

「最上階って智紀の部屋だけなのね」

「ああ。だから落ち着くだろ？」

　ドアを開けた智紀は私の肩に軽く触れ、中に入るように促す。

　流されるままついてきてしまったけれど、部屋を目の前に緊張してきて、さすがに足が進まない。

　すると、智紀が私の肩を抱いて耳打ちをしてきた。

「ここまで来たんだから諦めろ。由香、今夜からオレたちはここで一緒に暮らすんだ」

　息が耳にかかるほどの距離で聞く彼の声。派手な外見とは違って、その声は低めで落ち着いている。拒絶したい気持ちとは裏腹に、心地よく感じてしまった。

「一緒に……？」

「そうだ。ほら、リビングからの眺めは最高なんだ。街が一望できてキレイなんだぞ？」

　そう言われ、まるで魔法をかけられたみたいに自然と靴を脱ぎ、正面のリビングへゆっくりと歩く。

　モノトーンで統一された部屋はふたりがけのソファが二組、向かい合って置かれていて、壁際にはワインセラーがある。奥にはカウンターキッチンと、さらに奥には、寝室なのか部屋がふたつあった。

　智紀に勧められるまま窓辺へ行くと、彼が開けてくれた。初夏の心地よい風が入ってきて、無意識にバルコニーに出る。

「本当にキレイ……。街の景色がよく見えるのね」

　顔だけで振り向くと、智紀が穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

「だろ？　中心部からは離れているから騒がしさはないのに、景色はバッチリ見える。立地は最高なんだ」

「本当ね。ここからの景色がこんなにキレイだとは思わなかった。むしろ街を見下ろすなんて殺風景なんじゃないかって思ってたから……」

　夜景に目を移し眺めていると、突然後ろから抱きしめられた。

「と、智紀!?　なに？」

　ふわりと香る柑かん橘きつ系けいの香りは、以前から愛用している彼のコロン。それに包まれた私は動揺を隠し切れずに智紀の腕を離そうとしたけれど、その力は強く、まるで動かない。その上、ただ抱きしめられているのではなく顔が近づいているのが分かって、さらに緊張は増してきた。

　もしかして智紀は私と体の関係を求めているのかもしれない。

　警戒心なくついてきたこと、そして夜景につられて隙を見せた自分を後悔する。

　だから、派手な人は嫌い……。

　恐怖と情けなさで涙が浮かび始めた時、智紀の落ち着いた声がゆっくりと聞こえてきた。

「好きだ、由香」

　それは、一瞬では理解できない言葉だった。

「え？　智紀、今なんて言った？」

　抱きしめられているから彼の表情は分からないけれど、速い鼓動が背中から伝わってくる。意外にも智紀は緊張しているみたいで、それが余計に私をドキドキさせた。

　ほんの数秒前は恐怖を感じていたのに、今は胸が締めつけられそうな気持ちに変わっている。

「一回で聞けよ、人の告白を。由香を好きだと言ったんだ」

「私を好き……？　だって、そんな素振りは全然見せてなかったじゃない」

　突然の告白に戸惑いを隠せない私は、彼の気持ちを確認するだけで精一杯だ。

　ゆっくりと体を離した彼は、今度は私を振り向かせた。

「由香がオレを見てなかっただけだろ？　祐也に会いに行ってたのもなにげない話を振っていたのも、全部お前を好きだったからなんだけど」

　まっすぐ見つめる智紀からは、ノリのいいことを好むいつもの雰囲気は微み塵じんも感じられない。だからこそ余計に戸惑ってしまった。

　まさか智紀が私を好きだったなんて……。

　想像すらしていなかったから、頭の中は混乱状態だ。

「だけど、なんで私なの？　智紀ぐらいだったら、キレイな女性は選び放題だと思うんだけど……」

　おずおず問いかけると、なぜか智紀はムッとしたように眉をしかめた。

「なんでそう思うんだよ」

「え？　だってテレビ局の副社長だし、一応イケメン、だし……？」

　すると、大きくため息をつかれた。

「やっぱり、それだよな。女がオレに食いつく要素って」

　イケメンと言われるのが嫌だってこと？　いつかの経済誌のコメントには食いついていたのに……。

　落胆気味の智紀に「イケメンってこと？」と聞くと、キツく睨まれてしまった。

「そうじゃないよ。副社長ってこと。誰も彼もオレの肩書きが好きみたいだ」

　その口ぶりだと、今まで散々痛い目にあってきたのだろう。〝副社長〟という立場は、私が想像している以上に大変なのかもしれない。

「だから、オレはモデルも女優も好きじゃない。社長令嬢なのに地味なことを好む、とびきりかわいい由香が好きなんだ」

「やめてよ、そんなふうに言うのは……」

　いたたまれなくて、思わず顔をそらす。

　今までも彼氏から『かわいい』とか『好きだ』とかは言われたことがある。だけど智紀はヘタに顔なじみなだけに、緊張してしまう。それに、ずっと苦手だと思っていた相手に好きだと思われていたんだもの。余計に焦ってしまう。

「なんで？　オレのことを好きじゃないから、告白されて迷惑だった？」

「そういうことじゃなくて……。だって、智紀が私を好きだったって想像したら恥ずかしくて、なんて反応したらいいか分からないんだもの……」

　うつむきかけると、智紀は少し強い力で私の顎を引き上げた。

　今まで見たことのない真面目な顔つきでまっすぐ見つめられ、ドキドキする自分自身に戸惑う。

「政略結婚なんて強引な手段でも使わないと、由香はきっとオレを見てくれないと思ったんだ。必ず振り向かせるから、お前を」

「智紀……」

　派手でノリの軽い智紀の意外な一面を見せられた私は、政略結婚を白紙にするつもりだったことをすっかり忘れていた。
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　顎を引き上げられた時には、キスをされるんじゃないかと思ってしまった。とはいえ、それを期待していたわけじゃない。

　ただ、もしあの時キスをされそうになったら、私はどうしただろう。

　お風呂に入りながら、ひとり考える。

　彼の顔が近づいてくることを想像したら、自然と首を横に振っていた。

　やっぱり智紀とキスなんて考えられない。きっと拒んでいたと思う。でも、強引な智紀はそれでもキスをしてきたかも……。

「ダメダメ！　変な想像をしちゃう。もう考えるのはやめよ」

　気をそらしたくて改めて見渡すと、智紀のお風呂は贅ぜい沢たくを絵に描いたようなものだった。

　大きな窓からはパノラマのように夜景が見える。バスタブは大人五人は余裕で入れそうなくらい広く、床は大理石仕様で、置いてあるシャンプーやリンスは有名ブランドのものだった。

「そろそろ出ようかな……」

　次は智紀が入らなければいけないし、荷物の整理もしないといけない。

　どうやらパーティーの間に私の荷物はここへ運ばれていて、ざっと見た限りすべての物があった。私のここでの生活が確定したようなものだ。

　これから毎日、智紀と顔を合わせるのかと思うと緊張する。

　だって彼の本心を知ってしまったから。まさか智紀が私を好きだったなんて……。

　考えれば考えるほど、心が動揺していた。

　そんな落ち着かない気持ちでルームウエアに着替えてリビングへ行くと、智紀に声をかけられた。

「先に寝室に行ってて」

「えっ……？」

　あの口ぶりだと、寝る場所は一緒のようだ。

　お風呂に向かう彼の後ろ姿を見つめながら、呆気にとられる。

　指示された部屋へ向かうと、そこにはダブルベッドがあり、さらに呆然とした。

　まさか、ここで一緒に寝るということなの……？

　視線を動かすと、横には丸いサイドテーブルがあり、経済誌と音楽雑誌が無造作に置かれている。窓からは、それまでの景色とは一転、ポツリポツリと照らされる住宅の明かりだけが見えていた。

「どうしよう。一緒のベッドに寝るとか、いくらなんでもハードルが高いよ」

　ソワソワしながらベッドへ腰を下ろすこと、約十五分。ルームウエアに着替えた智紀が入ってきた。

「やっとサッパリした」

　お風呂上がりの彼は、タテガミのような髪をオールバックにしている。生乾きのままで、シャンプーのスパイシーな香りがふわりと漂ってきた。

　それにしても、髪型ひとつ変わるだけでずいぶんと印象が変わる。オールバックで顔を出しているせいで、派手なルックスがますます目立ち、ワイルドさが増していた。

　ボーッと智紀を見つめていると、彼は私の隣にやってきて、小さな笑みを浮かべて顔を覗き込んだ。

「ちゃんと待ってたんだな。てっきり出ていかれるかと思ってたけど」

「えっ？　そう言われれば確かに……。そうすればよかったの？」

　言われて初めて気づいたけれど、もしかして絶好のチャンスを逃したのかもしれない。

　荷物もあるから勝手に腹を括っていたけど、逃げればよかったのだとガックリ肩を落とす。

「オレはそんな由香が好きだけどな。バカ正直というか、素直というか……」

「それ、褒めてるの？」

　口を尖とがらせる私の頬に、智紀は右手で優しく触れた。

「褒めてるよ。本当に安心できるんだよな。由香を見てると」

　その瞬間、彼の顔が至近距離まで近づいてきた。

　少しでも動けば唇が触れそうで、心臓の鼓動が一気に跳ね上がる。

「嫌なら抵抗しろよ。じゃないとキスするぞ？」

「え……？」

　やめてほしいなら、本当に抵抗しないと……。

　そう思うのに、体が動かない。まるでキスを待っているみたいだ。

　ジワジワと彼の顔が近づいてくる。

　どうして私は抵抗しないのだろう。相手は、ずっと苦手に思っていた人なのに……。

　自然と目を閉じてしまい、次の瞬間には智紀の唇が重なった。思いのほか優しく触れるようなキスに安心したのも束の間、彼の舌が口の中に入ってくる。

「ん……、ちょ……」

　かろうじて小さく抵抗し唇を離そうとすると、頭を押さえられて阻まれた。頭がクラクラするくらい智紀が舌を絡ませてくるから、体が熱くなってくるのが分かる。

　雰囲気に酔っているのか、キスを受け入れている理由が自分でも分からない。ただ言えることは、それを決して嫌だとは思っていないということ。むしろ気持ちよく感じていて、そんな自分に驚いてしまう。

　お互いに少し息が切れて、唇が離れた時には頭がボーッとしていた。

　そんな私に、智紀は小さく笑った。

「寝るか。今夜はなにもしないから、一緒にベッドへ入ろう」

「えっ？　『今夜は』って、どういう意味？」

　流されるまま横になりかけた私は、慌てて体勢を整え直す。

「そりゃあ、あんなに好きだった由香が目の前にいるんだからさ。どこまで我慢できるか、正直自信がない」

　智紀はとぼけたように言う。

「え……。やだ、変なこと言わないでよ。だったら、せめて寝る場所を別々にしない？」

　ついキスはしてしまったけれど、さすがに一線を越えることにはかなり抵抗がある。そもそも、こんな強引な同どう棲せいを受け入れているだけでもすごいと思うのに、その上、体の関係まで求められたのではたまらない。

　だけど智紀は、婚約指輪が光る私の左手を強引に持ち上げると言った。

「婚約は成立してるんだ。大勢の証人だっている。寝る場所を別々なんて、オレは納得しないからな」

「そんな……。私は婚約を受け入れたくないくらいなのに……」

　恨めしく見上げると、智紀は少しバツ悪そうな顔をした。

「それは確かに強引だったと思ってる。……分かった。お前がいいと思うまで、キス以外しないと約束するよ」

　キスはするんだ……と心の中でツッコミを入れてみたけれど、口に出すのはやめた。彼のキスに不思議と嫌悪感を持たなかったことに戸惑ってはいるけど、私への気持ちをストレートに表す智紀に、少なからず心を揺さぶられていたから。

「分かったなら、もう寝よう。お互い明日は仕事だしな」

　そう言って、智紀が布団をめくる。

「う、うん……」

　彼の匂いのするシーツに緊張しながら横になると、体ごと振り向かされた。

「なんで背中を向けるんだよ。こっちだろ？」

　目の前に智紀の顔があって、反射的に目をそらしてしまう。

「顔が近いよ……。これじゃあ、緊張して眠れない」

「大丈夫、慣れるから。こうすれば、もっと眠れるよ」

　智紀が、ふわりと包み込むように私を抱きしめた。

「余計寝れないってば……」

　あんなに苦手だと思っていた人に、なぜかドキドキしている。抱きしめられている分、体がどんどん熱くなる。

　それなのに、智紀は余裕の笑顔を浮かべて目を閉じているのだから悔しい。

「こっちは緊張してるのに……」

　思わず出た恨み言に、彼は目を開けるどころか、うつろな口調で応えた。

「オレも緊張してるよ。でもやっぱり、由香がいると思うと最高に嬉しい……」

　すぐに穏やかな寝息が聞こえてくる。思わず起き上がると、抱きしめていた腕がだらんと落ちた。

「寝ちゃってる……。もう、のんきなんだから」

　智紀は寝顔も男前で、つい見入ってしまう。そんな自分を正すように首を思いきり横に振ると、今が逃げ出すチャンスかも、とも考えた。

　智紀はすっかり眠っているし、ここからタクシーを拾えば実家に帰れる。父には叱られるだろうけど、その時は兄に泣きつけば、きっと助けてくれるはず。

　そう思い、ゆっくりと布団から体を出し、ベッドを下りようとした時だった。

「由香……」

　智紀の声に一瞬で体が固まり、血の気が引いていく。

　逃げ出そうとしたことがバレたら、どんどん束縛されそうだ。

　生唾を飲み込み、ゆっくり振り向いてみる。

　しかしそこには、それまでと変わらない彼の寝姿があった。

「あ、あれ？　まさか、寝言……？」

　ゆっくり近づくと、やはり気持ちよさそうに眠っている。完全に安心しきっている様子で、私が逃げ出すだなんて考えてもいないように見えた。

「だけど、お風呂上がりには私がいることにホッとしてたっけ……」

　もし明日の朝、目が覚めた時に私がいなかったらどう思うだろう……。

　こんな不意打ちで逃げるのはフェアじゃないと言い聞かせて、私は彼の隣に再び横になると、目を閉じた。




「――香。由香」

　誰かが私を呼んでいる声がするけど、眠たくて目がなかなか開かない。

「由香、起きろよ。朝だぞ？」

　ああ、そうだ。この低いけど聞き取りやすい声は、智紀のものだ。

　どうして彼の声がするんだろうと思った疑問は、すぐに解消された。

　そうだった。私たち、一応〝婚約〟したんだっけ。私はまったく認めていないけれど……。

「ったく、寝起きが悪いとは知らなかったな」

　智紀がブツブツ文句を言うのが聞こえる。だから早く起きないと、と思うけれど、低血圧な私は朝がかなり弱い。

　その時、うつろな意識の中で唇に柔らかい感触を覚えて、目が開いた。目の前には彼の顔があり、一気に頭が冴さえてくる。

　それに気づいた智紀が唇を離した。

「やっと起きた。お前、寝起き悪いんだな。ほら、早く起きないと遅刻するぞ。いくら職場から近くなったとはいえさ……」

　相変わらず文句を言いながら、すでにスーツ姿の彼は姿見でネクタイをチェックしている。さすが、軽そうに見えてもテレビ局の副社長だけあって、時間にはうるさそうだ。

「今、なにしたの……？」

　ようやく起き上がった私は、恥ずかしさを感じながら智紀を見つめた。

「あれ？　分かんなかったか？」

　彼は振り向いて足早に私の側へ来ると、両手をベッドにつき、おもむろにキスをした。

「姫をキスで起こすのは定番だろ？」

　いたずらっ子のような笑みを浮かべた智紀は、呆然とする私を残して部屋を出た。

　毎朝キスをされたんじゃ心臓がもたない。とはいえ、朝が苦手だからスッキリ起きられそうにない。これは一度、智紀と話し合いをする必要がありそうだ。




　彼に遅れること一分。リビングへ出ると、智紀がカバンを片手に玄関へ向かうところだった。その背中を追いながら声をかける。

「智紀ってば、もう行くの？」

「ああ、打ち合わせなんかで忙しいんだ」

「そうなんだ……。大変なのね」

　靴ベラを使いながら黒の革靴を履いた智紀は、せわしなくドアノブに手をかけたところで振り向いた。

「由香、ちょっと」

　人差し指を動かしながら、私に側へ来るよう促している。

　わけが分からないまま彼に近づくと、腕を引っぱられ唇が重なった。

　そのキスは、さっきベッドでされたものとは全然違い、昨日の夜を思い起こさせるものだった。息ができないし、あまりにギュッと抱きしめてくるから、その場に倒れ込んでしまいそうだ。

「智紀……。急いでるんでしょ？　早く行かないと……」

　ようやく体を離すと、智紀はチラッと腕時計を目にした。時計は有名な海外ブランドのもので、シックな中にもカジュアルさがあり、彼にピッタリな品だ。

「そうだなぁ。やっぱり時間がない。仕方ないか。じゃあ、行ってくるな」

「ねえ、帰りは遅いの？」

　笑顔を浮かべて今度こそドアを開けて出ていこうとする背中に、とっさに声をかけていた。

「ああ、基本的には日付が変わって帰ってくるから。じゃあな、由香も仕事がんばれよ」

　振り向きざまに言うと、智紀は機嫌よくドアを閉めて出ていった。

　ひとり残されリビングへ戻ると、ダイニングテーブルに朝ご飯が置かれているのが目に入った。

　しっかりと黄身の固まった目玉焼きの隣には、きつね色のトーストがあり、横にはジャムとマーガリンが並んでいる。

「まさか、智紀が用意してくれたの？」

　ゆっくり近寄ると、メモ用紙に走り書きがされていた。

【冷蔵庫に飲み物とヨーグルトがある】

　朝ご飯にはまだ温かさが残っているから、きっと用意してから起こしに来てくれたのだろう。

　まだ六時だというのにバタバタ出勤していった智紀は、これを用意するだけでも大変だっただろうに……。

　思いがけず彼の優しさに触れ、胸に熱いものが込み上げてきた。

　冷蔵庫を開けると、オレンジ一〇〇％のジュースに牛乳がある。ヨーグルトはフルーツ入りだった。

「意外と健康志向なのね」

　思わずクスッと笑い、オレンジジュースをグラスに入れる。

　智紀が用意してくれた朝ご飯は、ことのほかおいしかった。

　片づけるためにキッチンに向かうと、智紀が食器を使った形跡はなかった。どうやら、なにも口にせずに出ていったようだ。

　立場上、仕事は激務に違いないのだから、体には気をつけてもらわないと。よし、明日は私が作ろう。

　そう決意した。




　智紀のマンションから職場である百輪廻出版までは本当に近くて、徒歩通勤なのに今までより三十分は時間が縮まった。

　私の所属部署は、庶務課だ。主な仕事は庶務・雑務で、備品の購入から資料作成、それに必要な写真撮影や書籍購入など多岐に渡る。

　地味な部署ではあるけれど私にはピッタリで、居心地よく感じていた。

　庶務課はオフィス街に位置する本社自社ビルの二十階にあり、二十五階には父と兄がいるけれど、実は社内で会うことは滅多にない。ふたりは得意先への訪問が多いため、オフィスにいることは意外と少ないからだ。

「おはようございます」

　オフィスに入った途端に、女子社員が群がってきた。

「由香ちゃん、おめでとう！　そしてうらやましい！」

　一年先輩の竹たけ内うちさんをはじめ、庶務課の先輩三人が目を輝かせている。

「あ、ありがとうございます……。それって、嶋谷副社長とのことを言われてるんですよね？」

　たじろく私に、竹内さんたちは至近距離まで近づいてきた。

「当たり前よ。ねえねえ、嶋谷副社長ってどんな方？　一度でいいから、生で見てみたいなぁ」

　みんな目をトロンとさせて宙を見上げている。客観的に見れば、この婚約はうらやましいみたいだ。

　目が大きくてかわいいタイプの竹内さんは、さらに目を大きくしながら満面の笑みを浮かべ、私からの返事を待っている。

　確かに今朝は智紀の意外な優しさに感動したけれど、だからといって結婚を受け入れたわけじゃない。

「どんな方って言われましても……派手な感じですかね……」

　正直、智紀をひと言で表すなら、それしか言葉が思い浮かばない。

「もう由香ちゃんてば、イケメン副社長で有名な人と婚約したっていうのに、そっけないんだから」

　竹内さんはため息をつきながら、苦笑いをした。

　他の先輩たちも同調するように頷いている。

「そうはいっても、私と嶋谷副社長って合うと思いますか？　タイプが全然違う気がするんですよね……」

　取り立てて華やかさのない私には、彼の隣はあまりにも不釣り合いな気がしてならなかった。

　すると竹内さんは、数秒ジッと私を見つめた後、ニヤリと笑った。

「そこがいいのかもねぇ。確かに副社長は華やかな人を見慣れてるだろうけど、だから好きになるのとは別の話だろうし」

「そうですか……？」

　そう尋ねながらも、智紀も同じようなことを言っていたな、と思い出す。

　だけど、本当にそうなのかまるで自信がないのは、過去の恋愛がトラウマになっているからだ。元カレの海かい里りは、私が地味なことを見下していた感じがあった。隣に並ぶと恥ずかしいとも言っていた。

　思いがけず元カレとのことが脳裏をよぎり、胸がチクンと痛んだ。

「さあ、仕事を始めましょ。由香ちゃんには、また昼休憩に話を聞かせてもらうから」

「……あっ、はい」

　竹内さんに背中を押され、私は気を取り直して自分のデスクに向かった。




　その日はどこか気もそぞろに業務をこなした。しかも一日中、会う人に祝福の言葉をかけられる始末。どうやら私と智紀の婚約は、スポーツ新聞の記事になっていたらしい。

　こんなに話題になってしまったら、後に引くに引けない。だけどこれも、メディア界に精通している智紀や、もしかすると兄や父の策略かもと思うと、素直に婚約を受け入れられないでいた。

　ようやく仕事を終えて退社の準備をしていると、竹内さんが目を輝かせてやってきた。

「いいなぁ。副社長の待つ家へ帰るなんてうらやましい。また、いろいろノロケ話を聞かせてね」

「はい……」

　改めて智紀のマンションへ帰るのだと考えたら、気が重い。

　明日からも智紀とのことを聞かれるのかと思うと憂鬱だ。ノロケ話もなにも、私は彼が好きではないのだから。

「それじゃあ、お先に失礼します」

　オフィスを出てエレベーターに乗り込み、ビルを出たところで立ち止まる。

　このまま東に行けば、実家への道だけど……。

「どうしようかな……。どっちの道を通るか。あっちか、それともこっちか」

　行き交うビジネスマンたちの中で、左右を向いて帰る場所を考えていると……。

「ったく、やっぱり油断も隙もないな、由香は」

　背後から智紀の声がして振り向くと、両手を腰に当てて仁王立ちしている姿が目に入った。

「智紀！　なんでここにいるの？」

　スーツ姿だけど、カバンも持たず手ぶらだ。

　思わず全身を舐なめるように見ると、眉をしかめた彼が鍵をチラつかせた。

「車で来てるんだよ。由香を迎えに来たの。お前、どこへ帰ろうか迷ってたろ？」

「それで来たの？　いつ私の仕事が終わるかも分からないのに？」

　さすがに驚いて、目を丸くする。

　あてもなくビルの前で私を張っているほど、智紀はヒマじゃないはずだ。

　すると、智紀はニヤッと笑って私の手を取った。

「祐也に職権乱用してもらって、由香の退社時間を聞いたんだよ」

「え？　どういうこと？」

「いつも何時頃帰るのか、勤務記録を見てもらったんだ。ちゃんと帰ってくるか心配だったからな」

　さすが鋭いというか根回しが早いというか……。

　感心しながらも呆れてしまう。

「なぜそこまでするの？　正直、智紀がそこまで私を好きな理由が分からない」

　会社の都合上、どうしてもウチの出版社と手を組みたいとか、本当は違う意味があるんじゃないかと勘ぐってしまう。

　それならそれで、正直に話してくれたほうがいい。ウソの言葉を並べられることだけは嫌だ。

　すると、彼は私の手を握ったまま歩き出した。

「言葉で言っても今の由香には伝わらないかもな。だから、俺という人間を直接見てもらったほうが早い」

　そう言うと、智紀は近くの立体駐車場に停めてある車の助手席に私を無理やり乗せた。素早く運転席に乗り込むと、エンジンをかける。

「ちょっと、どこに行くの？　まだ七時前だし、仕事中でしょ？」

「ああ、まだ仕事。だから、一緒にテレビ局へ行こう」

「テレビ局？　嫌よ。私、そんなところに行きたくない……」

　芸能人だのモデルだの、とにかく華やかな人は苦手なのだから。そんな人たちがゴロゴロいる場所に私が行っても、浮いてしまうに違いない。

　ただでさえ、この格好なのに……。

　今日は、ベージュのツインニットに黒の膝丈フレアスカート。靴は同じく黒のエナメルラウンドトゥで、とにかく地味を絵に描いたような姿なのだ。

「なんで？　オレはまだまだ仕事だし、あまり由香をひとりにさせとくのは心配なんだけど」

　智紀はハンドルを握ったまま、車を走らせず私を見つめている。

「大丈夫よ、子供じゃあるまいし。ひとりでなんでもできるわよ」

　たった三歳しか歳が変わらない人に、子供扱いされるのは心外だ。

　口を尖らせると、智紀は小さくため息をついた。

「そういう意味じゃないって。帰ってきてどこにもいなかったじゃ、シャレにならないだろ？」

「もしかして疑ってる……？」

　わざと険しい視線を送ると、彼はひょうひょうと答えた。

「疑ってる、疑ってる。大体、さっきだって迷ってたろ？　迎えに来て正解だと思ったよ」

　図星を突かれて返す言葉がない。

　どうやら智紀の隙を見つけるのは簡単じゃなさそうだ。

　智紀がサイドブレーキに手をかける。その時、ふと私をもう一度見た。

「どうかした？」

「誰も見てないから、いいよな……」

　そう言ったかと思うと、唇を重ねてきた。

「と、智紀……」

　軽く触れる程度ならまだしも、こんな場所で舌を入れてくるなんて……。

　いつの間にか、サイドブレーキにあったはずの手は私の頭を押さえていた。

　強引なキスなのに、どうして押し返せないんだろう。嫌だと言えば、さすがの智紀だって無理強いはしないと思うのに。

　そんな心の声とは裏腹に、彼のキスを受け入れてしまっていた。

　車内には、唇が触れ合う音がわざとらしいほど響き、だんだんといたたまれなくなってきた。

「智紀……もう行こうよ。ちゃんとついていくから」

　軽く体を押し返すと、智紀はゆっくりと唇を離した。

「そうだな。エンジンもかけっぱなしだし、そろそろ行くか」

　小さく微笑む彼を見ていると、ちょっと悔しくなってくる。

　私はキスで息も切れて鼓動が速くなっているというのに、智紀はいたって余裕だ。そして今度こそサイドブレーキに手をかけて、車を走らせた。










憧れの涼子さん




「智紀の車って、柑橘系のいい匂いがするね」

　唇に感触が残る中、意識していることを悟られたくなくて、違う話を振ってみる。

　すると、軽やかにハンドルさばきをする智紀がチラッと視線だけを向けた。

「芳香剤だよ。祐也の車は？　オレは乗ったことないけど、あいつのこそいい匂いがしそうだけどな」

「お兄ちゃんの車は無臭よ。そもそも智紀の車みたいに、オーディオもこんな派手なものじゃないし」

　初めて乗る智紀の車は、兄と同じメーカーの高級車として有名な外国車だ。

　兄は白色、智紀は黒色。選ぶ色からして、ふたりが対照的なのが分かる。

「オレは職業柄、オーディオにもこだわらないといけないんだよ」

「ふぅん。あ、そうそうお兄ちゃんはね、涼子さんが芳香剤を嫌がるんだって言ってた。だから、置いてないのよ」

「へえ。涼子がねぇ……」

「なによ。呼び捨てにするなんて、ずいぶん馴れ馴れしいのね」

　それにどことなく、よく知っているような雰囲気の口調だ。

　確か涼子さんも、智紀や兄と同じ年だっけ？　あまり把握していなかったけど、涼子さんと智紀もけっこう仲がいいのかな。

　すると、ちょうど赤信号で止まったと同時に、智紀がニヤニヤと私を見た。

「妬いてる？」

「えっ!?　妬くわけないじゃない！　涼子さんはお兄ちゃんの彼女なのに、どうして馴れ馴れしい呼び方をするのかなって、純粋に疑問に思っただけよ」

　もう、突然なにを言い出すのかと思った。まさか、本気でヤキモチを妬いてると思われてるわけじゃないわよね……？

　ジロリと見ると、信号が青に変わったようで智紀は涼しい顔で車を走らせた。

「なーんだ。涼子を呼び捨てにしたのがおもしろくないのかと思ったよ」

「あのね、涼子さんは私の大好きなお兄ちゃんの恋人なの。だから、少しは遠慮した言い方をしてよね」

「また〝お兄ちゃん〟か。お前、ホント祐也のことが好きだよな」

　まっすぐ前を見たまま智紀は話す。

「兄妹じゃなかったら、お兄ちゃんと付き合いたかったくらいだもの」

　そうだ、あくまで好みは兄のようなタイプで智紀じゃない。

　嫌みも込めてソッポを向くと、智紀のクスクス笑う声が聞こえた。

「不毛な恋だな」

「余計なお世話よ。それでも幸せなんだから」

　少なくとも、無理やり政略結婚をさせられるよりは幸せな気持ちを実感できる。

「だけどオレとなら、本当の恋ができるよ？」

「えっ？」

　思わず智紀に顔を向けるも、彼は運転で前を向いたまま。だけど、口角を上げて微笑んでいるのは分かる。

「オレのことを好きになれよ、由香。そのためなら、どんなことでもするんだけどな」

「な、なに言ってんのよ……。相変わらず、ウソか本当か分からないことを言うんだから」

　恥ずかしさで、わざとかわいくない言葉が出てしまう。

　どうしてそこまで私を捕まえようとするんだろう。いったい智紀にとって私はどんなふうに映っているんだろう……。

「ウソなんてついてないよ。ったく、由香はオレをてんで信用してないよなぁ」

　わざとらしいため息をつく彼に、私は小さくなるしかない。

「だって……」

　どうしても言葉だけじゃ信用できない。

「ほら、ようやく着いた」

　悶もん々もんと思考を巡らしている間に、車はテレビ局の地下駐車場へと入っていった。

　灰色のコンクリート壁に囲まれ、蛍光灯の明かりに照らされたこの場所は、ごく普通の地下駐車場だ。だけど少し違うのは、停めてある車は高級車ばかりだということだ。

「見事に高級車ばかりね」

　車を降りて辺りを見回していると、運転席から出てきた智紀が私の手を取った。そのまま指を絡めてくる。

「ここは出演者専用の駐車場だからな。タレントやモデル、それにテレビ出演しているお偉い先生方の車だらけなんだよ」

「そうなんだ……。ますます私の苦手な世界だわ。それより手を離してよ。どさくさに紛れて、すぐにこういうことをするんだから」

　思いきり振りほどこうとするも、智紀は力を入れていて離せない。

「いいだろ？　どうせ、みんなオレたちのことは知ってるんだ。これくらい自然だって」

　ニヤッと笑った智紀は、さっさとエレベーターへ向かって歩き始める。

　エレベーターは駐車場から直接乗れるらしく、中央に位置していた。

「あっ、そうよ。スポーツ新聞に記事が載ったのって、智紀の差し金でしょ」

　クレームのつもりで言ったのに、智紀はニッと微笑んだだけで、なにも返答がなかった。

　エレベーターが到着したのは、小部屋のような場所。といってもなにがあるわけでもなく、降りて左側にこじんまりとした警備室があるだけだった。

　そこには警備員がふたりいて、そのガタイのよさに一瞬たじろく。不覚にも智紀に寄り添ってしまい、今度は肩を抱かれてしまった。

「お疲れ様です、副社長」

「お疲れ」

　短い会話を交わしただけで、智紀はさっさとそこを出る。

　目の前にはひと気のない長い廊下が続いていて、白い扉が等間隔で並んでいた。

「あそこは誰でも使える場所じゃないから。本来は証明書が必要なんだけど、オレは顔パス。由香、怖かったか？」

　私の肩を抱く力を強めた智紀がニヤッと笑ったのを見て、我に返る。

「だ、大丈夫よ。ありがと……。もう離して」

　すると、珍しく彼はすんなりと手を離した。

「せっかくだから、涼子に会いに行くか？　確か撮影で来てるはずだから。ここは控え室ばかりのフロアなんだよ」

「涼子さんいるの？　うん、会いに行きたい」

　思いがけず涼子さんの名前が出てきて、テンションが上がる。

　兄の恋人である彼女は、女性としても憧れの存在。普段はなかなか会えないのを残念に思っていたところだった。

「涼子の控え室は、あそこ」

　突き当たりの部屋を智紀が指差す。

　白い扉の左斜め上には、小さな長方形のプレートがあって、そこに【涼子様】とパソコンの字で書かれていた。

「本当に涼子さんがいるのね。久しぶりで本当に嬉しい」

　ドアの前で深呼吸をする私を、智紀は呆れ顔で見ながらノックする。

「涼子、オレ」

「どうぞ」

　中から聞こえたのは、紛れもなく涼子さんの声だった。

　智紀に続いて部屋に入ると、薄いピンク色の七分袖ワンピースを着た涼子さんと、兄の姿が目に入る。

「お兄ちゃん！　来てたの？」

　昨日の今日だというのに、なんだかとても懐かしい感じがする。

「ああ。由香、元気そうだな」

「うん！　お兄ちゃんも！」

　優しく微笑む兄に飛びつこうとした瞬間、智紀に腕を掴まれた。

「飛びつく相手を間違えてるだろ？」

　口を尖らせ振り向くと、智紀も眉間にシワを寄せている。

「間違えてないわよ。お兄ちゃんがいいもん」

「ったく、いい加減に兄離れしろよな」

　腕を力任せに引っぱられ、はずみで彼の胸に倒れ込む。

　ふたりの前でこんなシチュエーションは恥ずかしく、すぐに体を離した。

　そんな私たちを兄は苦笑いで見つめている。

「兄離れなんて無理よ。祐也だって、由香ちゃん離れできてないんだから。ほら、ふたりとも座ったら？」

　涼子さんはクスクスと笑いながら、私たちを黒色のソファに促した。

　智紀と並んで座ると、向かいの兄がホッとしたように息を吐く。

「安心したよ。由香が思ったより智紀に馴染んでいて」

「えっ、そんなんじゃないよ。別に馴染んでなんか、ないんだけど……」

　とんでもない誤解を慌てて否定すると、兄の隣に座った涼子さんがテーブル越しに身を乗り出してきた。

「そうよ。祐也から聞いた時は本当にビックリしちゃった。由香ちゃんたち、婚約したんだよね？」

　ひと際大きな目をさらに大きく見開いた彼女は、相変わらずキレイでうっとりする。

　涼子さんは売れっ子モデルとして、主にキャリア系のファッション誌で活躍している。一七〇センチの身長と、透き通るような白い肌。筋の通った鼻に、適度に厚い唇は、まさにモデルそのもの。肩甲骨まである艶のあるストレートの黒髪からは、花の香りがしてくる。

　どこを取っても憧れの彼女と並んで絵になる人は私の知る限り、兄と……悔しいけど智紀くらいだ。

「私は婚約をしたつもりはないんだけど……」

　智紀の反応を気にしながら言うと、案の定睨みつけられてしまった。

「だけど、こうやってふたりで行動してるし、なにより由香から婚約解消を申し出てないもんな。一緒にいれば、智紀のよさも分かってくるよ」

　肩をすくめて小さくなる私に、兄は笑った。

「やっぱりお兄ちゃんは婚約に賛成なのね。裏切り者」

　私をパーティーに連れていった張本人に、今度ばかりは恨み言のひとつでも言いたくて睨みつけると、困ったように眉を下げられた。

「そういう言い方をされると辛いな。由香が本当に嫌で逃げ出してきたら、オレはオヤジと智紀を説得するつもりだったんだ」

「そうなの……？」

　私のことを変わらず思ってくれている兄の優しさに、ほんわかと心が温かくなる。

　うっとりと兄を見つめた私を、涼子さんは嬉しそうに見ている。智紀は苦い顔で見ているけど、今は彼のことは無視だ。

「ああ。だけど、少し安心した。今日はヘアスタイルを変えたんだな。いつもは髪を後ろで束ねてるだけなのに、髪を下ろしてる」

　もしかして、智紀のためにオシャレしたと思ってる？

　また誤解されているみたいで、心の中はパニクる。

「違うの！　これは、さっき智紀がキスをしてきた時に髪をグチャグチャに……」

　そう言いかけて、自分がとんでもないことを口走ったと気づいて青ざめた。

　思わず両手で口を塞ぐ私を、兄と涼子さんは呆気に取られて見ている。

　チラッと隣の智紀を見ると、涼しい顔で「オレが言ったんじゃないからな」と言われてしまった。

　すると兄はすぐに満面の笑みを浮かべて、私たちを交互に見た。

「なんだ、もうそこまで進んでたんだな。どおりで由香から泣きつかれなかったわけだ。よかった、よかった」

　胸を撫なで下ろす兄に、気恥ずかしさをごまかすために反論する。

「そんなんじゃないよ。大体、智紀が強引すぎるんだもん」

「その割には抵抗してこないじゃないか」

　横から口を挟む智紀に、私は思いきりキツイ視線を向ける。

　だけど彼は、悔しいくらい意に介していない様子だ。

「まあまあ。仲よくできてるならいいじゃないか。それより、由香たちは涼子に会いに来たのか？」

『だから仲よくしているわけじゃない』と反論したいのに、まるで聞いてくれそうもない兄を目の前に、ガックリと肩を落とすしかなかった。

「いや、由香に局内の雰囲気に慣れてもらうのが目的。ついでに涼子がいるのを知ってたから、顔を出してみたんだ」

　兄の質問に答えたのは智紀で、涼子さんはその言い方が気に障ったらしく、ムッとした顔で見ている。

「ついでって、失礼ね。私だって、会えるのは由香ちゃんだけで充分なんだけど。どこかの誰かさんはお邪魔だわ」

　すると、智紀はニッとしたかと思うと私に目を向けた。

「オレたちは邪魔なんだってよ。祐也とふたりきりの時間だったもんな。もう出るか」

「ちょっと！　邪魔なのは智紀で、由香ちゃんのことは言ってないでしょ？」

　さらに噛かみつく涼子さんを、兄は苦笑いで「まあまあ」となだめている。

　そんなふたりの様子を、智紀は本当に楽しそうに見ていた。

「どっちにしても涼子はそろそろ時間だろ？　祐也はどうするんだ？　ついていくのか？」

「いや、ここに来たのは打ち合わせが目的なんだけど、先方の仕事が押しててさ。涼子のところで時間潰しをさせてもらってたんだよ」

「へぇ。打ち合わせって誰と？」

「えっ？　誰とって……」

　智紀のなにげない質問に、明らかに兄が動揺した。

　もしかして涼子さんに聞かれてはマズイ人、とか……？

　ドキドキながらチラリと彼女に目を向けると、兄同様に気まずそうな顔をしている。おまけに、私と目が合うと不自然なくらいにそらした。

　もしかして、私に聞かれるとマズイ人？

　だけど、こんな場所に心当たりのある人はいない。自分の勘違いかもと思いながら三人のやり取りを静かに見ていると、消え入りそうな声で兄が答えた。

「里り奈なちゃんだよ。本ほん田だ里奈ちゃん」

　本田里奈という女性は知らないから、やっぱり私とは無関係な人みたい。

　それなのに、どうして兄も涼子さんもあんなに気まずそうにしているんだろう。

「ああ、里奈とか。あいつ、今日はスタジオ撮影だったよな？　確か、第二スタジオの」

　智紀の口ぶりからは、その里奈さんって人との親密ぶりが窺うかがえる。どうやら彼女はタレントかモデルらしい。

　智紀は、テレビ局の副社長だけでなく芸能事務所の経営も兼任している。

　きっと里奈さんは、彼の事務所に所属する人なんだろう。それなら別に気まずいことはないと思うんだけど……。

「そうなんだよ。そろそろ終わる頃だろうから、行こうかな。じゃあ涼子、オレ行くから」

「う、うん。また後で」

　そそくさと準備をした兄は、部屋を出る間際、私の頭を優しくポンポンと叩いた。

　それにしても、なんだか様子がおかしい……。

「相変わらずシスコンだな、あいつも。じゃあ、オレたちも行くわ。ごめんな涼子、邪魔したよ」

「ううん、全然。由香ちゃん、またね。おふたりとも仲よく」

　笑顔の涼子さんに見送られる。

「ねえ、里奈さんってタレント？　それともモデル？」

　相変わらず静かな廊下を歩きながら、ふと智紀に問いかけた。

　なんとなく気になったのは、感情のコントロールが上手な兄があんなに動揺したから。

　昨日のパーティーですら、私にまったく悟らせなかったくらいなのに……。

「里奈はウチのスタイリスト。涼子の担当もしてるんだよ」

「スタイリストさんなんだ。ていうか、涼子さんって智紀の事務所に所属してるんだっけ？」

　驚く私に、彼は呆れたようにため息をついた。

「知らなかったのかよ。涼子のことは憧れだったんじゃないのか？」

「だって、所属事務所がどこかなんて関係ないもん」

　それなら別に動揺する必要はないと思うだけに、ますます兄や涼子さんの態度に疑問は深まるばかりだった。

　本当はもっと聞きたいところだけど、タイミング悪く智紀の電話が鳴り、話が中断してしまう。

　それもどうやら急用らしく、手短に話を終えた彼は、スマホをスーツのポケットにしまうと、ため息をついた。

「ごめんな、由香。もっと一緒にいたかったんだけど、急な来客で行かないといけないんだ。帰りは遅くなるからメシはいらないし、ひとりで帰れるか？」

　心配そうに覗き込む智紀に、思わずクスッと笑ってしまった。

　こういう一面は、派手で軽そうなイメージとは違う優しさが垣間見えて嬉しくなる。

「子供じゃないんだから大丈夫よ。それに、ご飯は適当に食べて帰るから」

「本当にごめんな。オレが連れてきておいて……」

「ううん、気にしてないから。それより、智紀は副社長なんだから仕事を一番に考えて。あ、それから朝ご飯ありがとう。とってもおいしかった」

　笑顔を向けた途端、智紀はいきなり私の腕を引っぱると、近くの鉄扉を開けた。

　そこは非常階段になっていて、建物の中とはいえヒンヤリとしている。

「どうしたの？　智紀」

　こんな場所に連れ込んでなにをする気だろうと思った瞬間、唇が重なった。

「智……紀ってば。本当にどこでも見境ないんだから……」

　熱いキスを数回交わした後、ゆっくりと唇を離した私は彼を恨めしく見上げた。

「由香がかわいいことを言うからだろ？　朝ご飯なら毎日作ってやるよ」

　どうやら朝ご飯へのお礼の言葉が、智紀のツボだったらしい。なにが人の心に響くのか分からない。

　それにしても、こんな些さ細さいなことにも喜んでくれる彼が意外すぎて戸惑ってしまう。

「……ありがとう。だけど智紀は忙しいんだし、私も協力するから」

　すると、口角を上げて微笑んだ智紀がギュッと私を抱きしめた。

「そういうふうに言ってくれるってことは、ずっとオレと一緒にいようと思ってくれてるってことだろ？」

「え？　そ、それは……」

　言われてみれば、そんなふうに受け取られても仕方がない言い方をしてしまった。だけど正直、自分の気持ちが分からない。

　なにも答えられずにいると、智紀は体を離した。

「来客を忘れるところだったよ。じゃあ由香、また後でな」

　彼と別れた途端、なぜだかとても心細く感じる。

　言われた通りのエレベーターを使って下へ向かう途中、テレビで何度も見かけたことのある、今人気の若手俳優と一緒になった。

　緊張でチラチラとしか見られなかったけど、智紀は俳優にも負けないオーラとカッコよさがあると思ってしまった。

　きっと彼がここにいても見劣りしないと思う。

　そんな人と私が並んで歩くことに、やっぱり違和感を感じずにはいられない。

　一緒にいるのが……例えば涼子さんのようなキレイな人なら、きっと智紀も映えると思うけど……。

「仲よさそうだったしな……。実は智紀の好きな人だったとか」

　そこまで考えて、慌てて思考を頭から消す。

　仮にそうだったとしても、気にすることじゃない。智紀が誰を好きだったかなんて、私には関係のないことだから。

　エレベーターを降りて正面玄関までたどり着くと、隣接するカフェが目に入った。

　シックでオシャレな雰囲気は私好みだけど、見える限り客層が垢あか抜ぬけた人たちばかりで、気後れしてしまう。

「この格好はやっぱり地味だったかな……」

　自覚はあるけれど、それを変える勇気はない。

　なぜなら元カレと付き合っている時に一度、服装とヘアスタイルのイメチェンに失敗しているからだ。

　自分では上手にできたと思っていたのに、『似合わない』と一蹴されたことがある。それ以来、イメチェンもトラウマになっていた。

　ちょうどいいから夕飯をそこで済まそうかとも思ったけれど、やっぱりなにか買って帰ろうと、テレビ局を出ようとした時だった。

「副社長の婚約発表にはビックリしたよねー。里奈ってば、かなりショックを受けてたよ？」

　そんな話し声が聞こえてきて、足が止まる。小さく振り向くと、ちょうどカフェに入っていく女性ふたり組が見えた。

　ふたりともすらっと背が高く、ひとりは白いシャツにクリーム色のクロップドパンツ、もうひとりは水色のサテン地の薄手ニットにジーンズという出で立ちだ。

　彼女たちは、栗色のロングヘアを風になびかせながら颯爽と歩いている。

「里奈さんって、お兄ちゃんが打ち合わせをするって言ってた人よね？」

　ポツリと呟つぶやいた後、吸い寄せられるように私もカフェへ入ってしまった。

　盗み聞きをする自分が嫌になるけど、どうしても気になってしまう。さっきの彼女たちの口ぶりだと、里奈さんは少なからず智紀を好きだったんだろうと想像できて、心の中がざわついた。

　わざとふたりの隣の席に座ると、スマホをいじる真似をしながら、注文したコーヒーを口にする。だけど耳は、しっかり彼女たちの会話に向いていた。

「里奈って、まだ副社長に未練があるの？」

「じゃない？　ほとんど一方的に別れを告げられたみたいだし」

　そのやり取りに、思わずカップを落としそうになる。

　つまり里奈さんは智紀の元カノ。だから兄は私の前で彼女の話を渋ったのかと納得できた。

　きっと涼子さんも、あの態度から考えればそのことを知っているはず……。

　智紀のことは好きじゃないはずなのに、思わぬ過去を知ってしまい、動揺している自分がいた。

　里奈さんは智紀の事務所に所属しているのだから、別れていても接点があるはずだ。いったいどんな人なんだろう……。

　お腹を満たそうと、コーヒーと一緒に注文したサンドイッチに、まるで手を出す気になれない。その後の彼女たちの話が、漠然と耳に入ってくるだけだった。

　ふたりの会話によると、どうやら智紀と里奈さんは二年ほど付き合っていて、別れたのは半年前らしい。

　ごく最近の出来事に、さらに動揺する。

　どういうキッカケで付き合ったのか、別れた理由がなにかまでは分からなかったけど、ハッキリしているのは、里奈さんはとても智紀を好きだったということ。

　そして、彼も里奈さんを好きだったのだろう。なぜなら彼女たちは、ふたりが別れた理由が未だに分からないとこぼしていたから。

　里奈さんがどんな人かは分からないけど、友達があれだけキレイなら、きっと美人に違いない。

　透き通るような白い肌に、吸い込まれそうなほど大きな瞳を持つ彼女たちを残して、私は早々に店を後にした。彼女たちの話が全然別のものになったのと、とにかく里奈さんが気になってしまい、その場にいることすら落ち着かなくなってしまったから。

　早く智紀のマンションへ戻って、ひとりで頭の中を整理したかった。

　その夜は宣言通り智紀の帰りは遅く、次の朝もご飯だけ用意されていて、まともに顔を合わせられなかった。

　そして、そんなすれ違い生活が一週間続いた――。










一線を越えた夜




「お疲れ様、由香ちゃん。今日は急いでるのね」

　いたって変わりばえしない毎日の仕事を終え、帰り仕度をしていると、竹内さんが声をかけてきた。

「はい。ちょっと寄りたいところがあって……」

「そうなんだ。いろいろ忙しいのね、じゃあ、また明日」

　小さく手を振る竹内さんに会釈して、足早にオフィスを出る。

　この一週間、私が寝た後に帰ってきて私が起きる前に出勤する智紀とは、完全にすれ違っていた。

　だから今夜は、どうしてもテレビ局に行きたかった。正直、自分の気持ちに戸惑うけれど、一週間もまともに顔を合わせていないことにもどかしさを感じていたから。

　智紀から電話やメールがくるだろうと自うぬ惚ぼれていたけど、全然なかった。それだけ仕事が忙しく集中しているのなら、邪魔はできないと私からも連絡を控えていた。

　それでも毎朝ご飯は用意されていて、他の家事もきちんとこなしてくれている。

　疲れているはずなのに、お風呂も自分が終えた後はちゃんと掃除をしているし、朝が忙しい私たちは洗濯を夜に済ませるけれど、それも彼がちゃんと寝る前に自分の分を追加してやってくれていた。

　智紀のそういう心遣いが分かってくると、だんだんと会えない寂しさを感じてしまい、ほとんど衝動的にテレビ局へ行こうと決めてしまっていた。

　だけど、アポなしで智紀に会えるだろうか……。

　テレビ局に着いた私は、案の定さっそく途方にくれてしまった。

「まさに、嫌な予感的中だわ……」

　先週は智紀に連れられて来たからよかったけど、今日は正面玄関から入らないといけない。だけど誰でもその先に入れるわけではなく、受付で用件や身分証の提示が必要だった。つまり、アポなし訪問はお断りらしい。

　玄関前でウロウロする私は、もはや不審人物そのもの。

「どうしよう……。こんなふうに強引に来るのは間違ってたのかな。やっぱり帰ったほうがいいかな。それとも、思いきって智紀に電話をしようかな……」

「失礼ですが、当局になにかご用ですか？」

　チラチラと中を見ながら落ち着きなく辺りを歩き回りながら考えていると、見事、警備員に声をかけられてしまった。

　振り返ると、ガタイのいい四十代くらいの男性が仁王立ちで立っていた。眉間のシワは深く、明らかに私を不審な目で見下ろしている。

　こんな威圧感のある人と接することにはまったく慣れていない。

「あ、あの……私、百瀬由香と申しまして……」

　半泣き状態で名前を名乗ると、途端にその人は姿勢を正した。眉間のシワが消え、両手を伸ばして体の側面にピッタリくっつけると、頭を下げる。

「大変失礼いたしました！　すぐに副社長にご連絡をいたしますので」

「あ、いえ……。ありがとうございます……」

　どうやら私自身より、名前のほうが有名らしい。智紀の婚約者だと分かったらしく、私を受付まで丁寧に案内してくれた。そして、受付の女性に手短に説明すると、会釈をして立ち去った。

　改めて〝智紀の婚約者〟という立場のすごさを実感する。

「百瀬様、副社長室までご案内しますのでどうぞ」

「えっ？　行っても大丈夫なんですか？　実は彼と約束をしていたわけではないんですが……」

　勝手にテレビ局に来たあげく副社長室まで行ったのでは、さすがの智紀でも怒りそうだ。

　だけど受付の女性は穏やかに微笑むと、ゆっくりと上品に答えた。

「大丈夫です。先ほど副社長に確認しましたら、お連れするようにとのことでしたので」

　いつの間に智紀に連絡をしたのか、警備員に気を取られて気づかなかった。

「そうですか……。ありがとうございます」

　とりあえず会いに行っても大丈夫みたいでホッとする。

　案内されたエレベーターは、社長室と副社長室のあるフロアに直行するものらしい。主に来客用に使うものだとかで、特別な操作をしないと作動しないみたいだ。

　そんなものまであるのかと、ウチの出版社との違いに驚いてしまう。

　ほどなくして着いた場所は、社長室よりワンフロア下にある副社長室。受付の女性が銀色の扉をノックしてくれた。

　中から智紀の「どうぞ」と言う声がして、今さらながらに緊張してしまう。

「百瀬様、お入りください」

　そう言うと、受付の女性は来た道を戻っていった。

　ドキドキしながら部屋の中へ入ると、正面のデスクにいた智紀が立ち上がる。

　一週間ぶりにまともに顔を見たら、こんなに会いたかったのかと思うほど胸が高鳴った。

「由香、いったいどうしたんだよ。なにかあったのか？」

　デスクには書類が山積みになっていて、見るからに忙しそうだ。

　だから、毎日朝早くから夜遅くまで働いているのに……。

　それなのに衝動的に来てしまい、自己嫌悪に陥ってしまう。

　こういうところが私はウザいのかも……。

　忘れかけていた辛い記憶を思い出しそうになり、慌てて心の中で打ち消した。

　智紀は私の側へやってきて、優しく手を取った。

「どうしたんだよ。黙ってたら分かんないだろ？　あ、もしかして祐也とケンカでもしたか？」

　小さく首を横に振ると、智紀は「うーん」と唸うなりながら本気で考え込んでいる。

　きっと今、とても心配させている……。

　そう思ったら、自然と言葉が出ていた。

「智紀に会いたかったの」

　私のその言葉はかなり意外だったらしく、智紀は目を丸くしている。

「オレに会いたかった……？」

　確かめるように言われてハッと我に返り、慌てて両手を顔の前で振った。

「あ、違うの。えっと……ずっとすれ違ってばかりだったでしょ？　だから、私は智紀をまともに見てなかったから……。だから……」

　言いたいことがまとまらず言葉に詰まった私は、とうとううつむいてしまった。

　なにを言おうとしても、結局『会いたかった』に繋がってしまう。

　そんなことで職場まで押しかけてくるなんて最低だ。智紀も海里の時みたいに、私をウザイと思ってしまうかもしれない。だから、いつも控えめでいなければいけないのに……。

「ごめんね、智紀。やっぱり私、帰る。仕事、がんばってね」

　身を翻した途端、引き止められるように後ろから抱きしめられた。

「智紀？」

　一気に鼓動が高まる。緊張で体が火照ってくる。

「帰すかよ……。会いに来てくれたんだろ？　オレも、由香とちゃんと顔を合わせたかったよ」

　智紀の吐息が耳にかかる。

　ドキドキがさらに加速して、私を抱きしめる彼の腕をそっと握った。

「迷惑じゃないの？　勝手にここまで来てしまったのに……」

「迷惑なわけないだろ？　本当に嬉しい」

　智紀がそうやって受け止めてくれたことが、私の心を温かくさせた。

　ゆっくりと振り向かされて、しばし見つめ合う。

「由香、好きだ」

　智紀は真剣な表情でそれだけ言うと、唇を重ねてきた。唇を離しては塞ぎ、その度に舌を絡められて、息をするのも大変なくらいだ。

　どれくらいの時間、キスをしていたのだろう。智紀が唇を離してくれた時には、私の呼吸は乱れていた。

「今日は一緒に帰ろうか。そんなに急ぎの仕事はもうないんだ」

　ギュッと強く私を抱きしめた智紀は、呟くように言った。

「えっ？　でも、あんなにたくさん書類が山積みじゃない」

「いいんだよ。今日中にやらなければいけないものじゃない。な？　だから、一緒に帰ろう」

　智紀の胸に顔を埋めていると、そのぬくもりが心地よく感じられて、さっきまでのドキドキが不思議と落ち着いてくる。

　そうしたら、もっと一緒にいたいと思ってしまっていた。

「うん……。智紀と一緒に帰りたい」

　そんな自分に戸惑う気持ちがないわけじゃないけれど、言葉にした気持ちは本音だった。

「今夜は由香を離さないよ」

　智紀が、抱きしめる腕に力を込めた。

　その後は、手際よく退社準備をした彼に引っぱられるように、テレビ局を後にした。




　マンションに着き、智紀は私の手を引っぱるようにして寝室へ直行する。そして、半ば強引に私をベッドへ倒すと、唇を塞いできた。

「ね、ねえ、智紀。ちょっと苦しいよ……」

　かろうじて唇を離すと、智紀も呼吸が乱れている。いつも余裕たっぷりの彼にしては珍しい。

「なんだか、いつもと違うね。余裕がない感じ……」

　そう言うと、智紀は私を見下ろしながら少しムッとした。

「当たり前だろ？　今夜は会いに来てくれて本当に嬉しかったんだ。よく考えたら、オレは由香の寝顔は見てたけど由香はそれすらなかったんだもんな。でも、まさか由香が会いたがってくれていたとは思わなかったよ。これからは気をつけるから」

　智紀はそう言って再び唇を塞ぐと、手を胸へ伸ばしてきた。

「あ……、智紀……。そこは……」

　服の上からとはいえ優しく鷲わし掴づかみにされて、思わず甘い声が漏れる。それがあまりに恥ずかしくて、両手で顔を覆った。

「由香、嫌だったら抵抗して。じゃないと、自分が止められない」

　ゆっくり手を離すと、智紀はまたキスをする。そして唇は、少しずつ首筋へと移動した。

「ううん、嫌じゃ……あっ」

　自分でも信じられないくらいに声が漏れてしまい、抵抗するどころではない。

「いいのか？　本当に止められないぞ」

　呼吸を乱す私に智紀は戸惑いを見せながら、もう一度念押しした。

　私だって、こんなことをされながら嫌な気持ちひとつしないことが信じられない。

　小さく頷くと、智紀はさっきより強引にキスをして、じれったそうに服を脱がせていった。

「智紀……」

　ベッドの上の彼は、優しくも激しく私を抱いてくれる。

　こんなふうに素肌で抱きしめ合っていることが、とにかく不思議で仕方がない。

　私が智紀を受け入れたい気持ちになるなんて、それはいつの間か恋に落ちてしまったということなのだろうか。認めたくないけど……。

「由香、好きだ」

　智紀がそう言ったと同時に、ベッドのスプリング音が速くなって、私はなにも考えられなくなっていった――。




　よく考えたら、智紀は私を好きだと何度も言ってくれてるのに、私はそれに応えられていない。なぜなら、ハッキリそう言えるだけの自信がないからだ。

「由香、せっかくふたりでいるのになにを考えてるんだ？」

　私たちにとって初めての夜の余韻にベッドで浸っていると、智紀が少し不満げに聞いてきた。

「あ、ううん。別になんでもないよ」

　改めて顔を合わせると恥ずかしい。

　視線をそらした私を、智紀はギュッと抱きしめた。

　まだ汗ばむ体が妙にリアルに感じられて、おさまっていたドキドキが蘇よみがえる。

「なんでもないってことないだろ？　どこか上の空だし、小さくため息をついていたじゃないか」

　抱きしめられたまま言われ、思わず顔を上げた。

「えっ？　私、ため息なんかついてた？」

　まだどこか不満げな智紀は、恨めしそうに私を見ている。

「ついてたよ。まさか、こうなったこと後悔してる？」

「ええっ!?」

　突拍子もないことを言われ、目を丸くしてしまった。

　里奈さんが気になる気持ちや、智紀を本当に好きになったのか認められない葛かっ藤とうはあっても、体を重ねたことは全然後悔していない。

　それに、そういう心配ごとは一般的には女性がするものだと思っていた。だからか、不謹慎にも智紀をかわいいと感じてしまう。

「智紀でもそんなふうに思うんだね」

　クスッと笑うと、彼に優しく頬をつままれた。

　些細なことなのに、胸がキュンと締めつけられる。

「由香にとって、オレはどんなイメージなんだよ。それより、思ってた以上に心を開いてくれたことが嬉しかった。会いに来てくれたってことは、オレのことを今までよりは前向きに考えてくれるようになったんだろ？」

　智紀は優しく微笑みながら、布団をかけ直してくれる。

「確かに印象はよくなったかも。今までは、もっとノリが軽くて、どんなことにも余裕がある人だと思っていたから……」

「そんなふうに思われてたのか。職業柄、ノリが軽そうに見られるのは否定しないけどな。オレに余裕があるのは、仕事くらいだよ。少なくとも、由香のことに関しては余裕なんてない。お前の心を掴みたくて必死だから」

　そうだったんだ……。だから、想像以上に私にまっすぐ気持ちをぶつけてくれるんだ。

「智紀は、本当は気遣いができて優しい人なんだって分かったよ」

　正直にそう伝えると、智紀は眉を下げて苦笑いをしている。

「今までの悪い印象が変わったなら安心した」

　本気でホッとする智紀に、私は笑顔を向けた。

　さっきは抱かれることに夢中で気がつかなかったけど、智紀は前髪が少し長めで、乾くとそれが顔にかかる。普段はライオンのたてがみヘアで目立たない長さが、今は妙に色っぽく写った。

　お風呂上がりのオールバックも好きだけど、さらさらと流れるこのスタイルも好きかも………。

「由香、これからずっと一緒にいてほしい。そうすればきっと、もっとオレのことを分かってもらえると思うから」

「うん……」

　ゆっくり智紀が唇を重ねてきて目を閉じると、私は二度目の甘くも激しい夜へ落ちていった。




　うつろな意識の中で、香ばしいコーヒーの香りがする。

「由香、おはよう。起きろよ、朝だぞ？」

　智紀の優しい声がして、ゆっくりとまぶたを開ける。

「ライオンのたてがみ……」

　半分寝ぼけた頭で呟くと、智紀はしかめっ面をした。

「なんだよ、それ」

「智紀の髪形がってこと。それが一番の戦闘態勢だもんね」

　一度抱いてもらって分かったけれど、私はこの髪形が好きじゃない。それは好みの問題とかじゃなく、彼が一番遠くに感じる姿だから。

　ふたりきりの時に伝えてくれる気持ちは、真剣なものだと気づいている。でも、その想いを素直に受け止められないのは、この姿があまりにも私と不釣り合いなくらいに華やかだからだ。

「戦闘態勢？　よく分からないけど、ほら起きろ」

　腕を引っぱられてしぶしぶ起き上がったものの、まだ頭がポーッとしている。

「オレはもう出るけど、コーヒーを入れてあるから温かいうちに飲めよ？　それから、今日からはこれを着けて……」

　そう言った彼は、チェストから指輪を取り出して私の左手薬指にはめた。

　それはプラチナリングらしくシンプルなデザインで、中央部分には小さなダイヤが埋め込まれている。

「なに？　どうしたの、この指輪……」

　すっかり目が覚めて、キラキラと輝くリングを食い入るように見つめる。

「よく考えたら、婚約指輪は派手だったろ？　普段身につけるのには向いてないなと思ってさ。だから、これを買ってきたんだ」

「えっ。わざわざ？」

　キレイな指輪で嬉しいけど、いったいなんのためなんだろう。

「そ、わざわざ。これは、由香はオレものっていう印。嫌なら、外してくれてかまわないから」

　ニヤッと笑う智紀は、まるで私の心を見抜いているみたいだ。

　そのせいで照れくさくなり、そっけない返事を返すだけで精一杯だった。

「ううん。せっかくだから、はめておく……」

　すると彼はさらに口角を上げると、私の側にきて軽く唇を重ねた。

「じゃあな。行ってきます」

　軽やかに身を翻した智紀は、そのまま出社していった。




　指輪を着けて出社するのは恥ずかしいけど、どこか嬉しい気持ちもある。

　いつも通りにオフィスへ行くと、竹内さんが速攻で気づいた。

「由香ちゃん、その指輪って婚約指輪？」

　目を輝かせる彼女は、私の左手を取ってまじまじと眺めている。

「いえ、婚約指輪は別にあるんです。これは、それとは関係ないもので……」

　照れながら答えると、竹内さんは目を丸くした。

「そんなに指輪を贈ってくれるの？　さすが嶋谷副社長ね。ウチの百瀬副社長は人気モデルの涼子さんが恋人だし、世界が違う感じがするわ」

「確かに涼子さんは素敵ですけど、私は冴えないですし、本当は嶋谷副社長に釣り合ってないんじゃないかなって思ったりするんです」

　今日はからし色のツインニットで、地味な格好この上ない。

　だけど、自分を輝かせる術すべが私には分からなかった。というより、分からなくなっていると言ったほうが正解かもしれない。

　小さくため息をつきながらパソコンを立ち上げていると、竹内さんが覗き込んできた。

「そうかなぁ？　由香ちゃんはかわいいと思うけど」

　至近距離に彼女の顔があり、思わず体をそらした。

「私がですか!?　全然自信がないですけど……」

「なんで自信がないかな。もっと自分をよく見なよ。由香ちゃん、目はクリッとしてるし唇はボテッとしてかわいいし」

　竹内さんは少し離れると、私を見てニッとした。

「せっかくだから、涼子さんとかに相談できないの？　いいアドバイスくれそうじゃない？」

「涼子さん……？」

　そう言われればそうだ。身近にとても頼りになる人がいる。智紀とも仲がいいし、なにより私よりもよく彼を知っているはずだ。

　よし、涼子さんに会いに行ってみよう。

　私の今日の仕事終わりのスケジュールは決まった。




　十九時半に業務を終え、すぐに涼子さんへ電話をする。

　智紀のテレビ局にいるとのことで、緊張しながらも局へ向かった。

　昨日のようなことがないようにと、智紀からもらったいわゆる〝ＶＩＰカード〟。それをテレビ局のＶＩＰ専用ゲートで提示をすると、最敬礼で出迎えられてしまった。

　やっぱり、この雰囲気は苦手だ。

「ええと、涼子さんは六階の控え室って言ってたよね？」

　エレベーターを降りて部屋を探す間、いかにも撮影スタッフといった出で立ちの若い男性が、足早にどこかへ向かいながらイヤホンで会話をしていた。他にも、有名タレントやモデルたちと当たり前にすれ違った。その度に廊下の端に寄ってしまう。

「あった、あった。ここだわ」

　ようやく目的の部屋へたどり着きドアをノックをすると、涼子さんが出迎えてくれた。

「由香ちゃん、いらっしゃい。今日は祐也はいないのよ、ごめんね。どうぞ座って」

　相変わらず優しい笑顔の涼子さんは、私をソファに促してくれた。

「いえ、そのほうがかえってよかったです。今日は涼子さんに話を聞いてほしかったので……。お仕事、大丈夫ですか？」

　ローズティーを出してくれた彼女は、私の隣に落ち着いた。

　それにしても、カップも品のある小花柄で、涼子さんらしい。

「空き時間があるから大丈夫よ。それより話って？」

「実は……。うまく言えないんですけど、私と智紀って釣り合うと思いますか？」

　自信なさげに問いかけると、涼子さんは目を丸くしてキョトンとした。

「えっと、それはどういう意味でかな？」

　さっきまでの笑顔は消え、彼女の表情は困惑している。

「見た目とか雰囲気とか……。私、まだよく分からないんです。智紀を本当に好きなのか、とか。いろいろ気になることはあるのに……」

　まとまらない気持ちに情けなさを感じつつうつむくと、涼子さんはそっと私の両手を包み込んだ。

　温かくて柔らかい手に、不思議と落ち着きを取り戻す。

「この指輪は智紀からのプレゼントなんでしょ？　彼の気持ちはこれに集約されてるじゃない。由香ちゃんは？　智紀のこと、どんな印象？」

「どんなって……。軽くて派手な人だと思ってました。だけど、それはちょっと違うかなって……」

　自分の気持ちをどう表現したらいいかが分からなくて、すがるように涼子さんを見た。

　すると、彼女は穏やかに笑顔を浮かべた。

「違うって思えることがあったんだ？　まあ、由香ちゃんと智紀はヘタに顔見知りだから、今回のことは相当動揺しただろうけど、彼は意外といいヤツよ」

　涼子さんがクスクス笑うのにつられて、私もぎこちなくも笑う。

「地味な自分が嫌なんですけど、どうしたらいいか分からないんです」

　せめて智紀と並んでも違和感の少ない絵図にしたい。

「なんだ、そんなこと？　由香ちゃんは元がかわいいんだから、ちょっとの工夫でだいぶ変わると思うよ。だから、今度協力してあげる」

「え!?　本当ですか？」

　よかったと安心したのもつかの間、ドアがノックされて会話が中断してしまった。

　もう少し、具体的な話が聞きたかったのに……。

「あ、はーい。由香ちゃん、きっと智紀よ」

　囁ささやきながらウィンクをした涼子さんは、ドアに颯爽と向かう。

　智紀が来る予定だったと知って、違う緊張感が走った。なぜなら今日ここへ来ることは言ってないし、なんで来たのか追求されたら困ってしまう。

　ひとり青ざめながらドアに視線を向けていると、涼子さんの言葉通り、智紀の姿が見えた。

「由香！　お前、どうしてここにいるんだよ」

　さっそく私を見つけた彼は、案の定、呆気にとられている。

　別に悪いことをしているわけじゃないけど、なぜかとても気まずい。私は引きつった笑いを浮かべて、ソファから立ち上がった。

「ちょっと会いに来ただけなの。もう帰るから。ふたりは仕事？」

　半ば強引に部屋を出ようとして、ふたりを押しのける。

　そんな私を涼子さんは苦笑いで見ていて、智紀は怪け訝げんな顔をした。

「オレたちはスケジュール確認をするだけなんだけど……」

「ああ、そうなんだ。じゃあ、ごゆっくり。さようなら」

　見事な作り笑いを浮かべて、私は部屋を出た。










ライバルの登場？




　ビックリして、まだ心臓がドキドキしている。

　廊下を足早に進みながら、大きく息を吐いた。

　まさか智紀とのことを相談していたなんて、知られるだけでも恥ずかしい。涼子さんなら適当にごまかしてくれるだろうから、もし彼から聞かれても曖昧にしておこう。

「そういえば、なんか身軽な気がする……」

　ふと気がつくと、肝心のバッグを持っていないことに気づいた。

「信じられない……」

　ガックリと肩を落として、控え室までの道を戻る。

　智紀のいる場所に戻るのは気まずいけど、あれがないと帰れない。さっさと取りに行ってしまおう。

　ドアの前に到着すると少しだけ開いていて、さっききちんと閉めていかなかったことを反省する。

　きっとふたりは打ち合わせ中だろうから、邪魔をしないように静かに入ろう。

　そっとドアを押し、中がかろうじて見えるくらいになった時、ふたりが立っている姿が見えた。

　智紀は後ろ姿で表情は分からないけど、涼子さんは思いつめた顔をしている。さっきまでの穏やかな笑顔からは想像もできない。

　そんなに打ち合わせがうまくいっていないのかな。それにしては、ふたりとも立ちっぱなしなのは不自然だ。

　声をかけていいのか分からなくて、そっと覗き見ていると、涼子さんが智紀の首に手を回し抱きしめた。

　思わず声を出しそうになり、両手で口を塞ぐ。

　どうして涼子さんが智紀を抱きしめるの……？

「智紀……。本当に由香ちゃんと結婚する気？　本気なの？」

　智紀の肩に寄りかかるように顔を埋めた涼子さんは、ポツリと言った。

　心臓が飛び出しそうなくらいドキドキしながら、ショックもあって動くに動けない。

　智紀は涼子さんを抱きしめ返すことはせず、両手を下ろしたままだ。

　これじゃあ、まるで涼子さんのほうが智紀を好きみたい。だけど、そんなことはとても信じられない。

　そもそも涼子さんは兄の恋人で、智紀はその兄の親友。その彼を好きだなんて、まるで想像もできなかった。

「本気だよ。やり方は汚かったかもしれないけど、オレはあいつが好きだから」

　ストレートな言葉に胸が高鳴り、締めつけられる。

「じゃあ、私は？　私だって十年以上も智紀の側にいるのに、一度も恋愛対象として見てくれなかったじゃない」

　その言葉に、涼子さんが智紀を好きなのだと確信せずにはいられなかった。

「涼子はオレにとって大事な女友達だ。それ以上でもそれ以下でもないよ」

　突き放すような言い方に、涼子さんの表情はさらに曇る。

　次の瞬間、彼女が少し体を離したかと思うと、智紀にキスをした。

　その光景があまりに衝撃的すぎて、視線を外せない。涼子さんがそれほどまでに彼を好きだったのかと思うと、複雑な気持ちが込み上げてくる。

「涼子、やめろ」

　智紀はゆっくり涼子さんを離すと、テーブルに置いてあった書類らしき冊子を手に取る。恐らく打ち合わせの資料かなにかだろう。

「智紀……。私がキスをしてもなんとも思わないの？」

　声を震わせる涼子さんは、問いつめるように智紀を見つめていた。

「思わないよ。涼子も祐也を裏切ることはするなよ。あいつ、お前に本気だから」

　そっけなく言った智紀が身を翻そうとして、私は慌ててその場を離れる。

　まさか盗み見していたと知られてはマズイ。

　不自然なほどに全力疾走をし、廊下を曲がったところで立ち止まる。息を整えながら、さっきの光景を思い出していた。

　涼子さんの話ぶりだと、かなり前から智紀を好きだったようだ。じゃあ兄への気持ちはなんなのだろう。

　それに、智紀が動揺を見せなかったことから、彼も涼子さんの気持ちを知っていたように思えてならなかった。

「お兄ちゃんは、このことを知ってるのかな……」

　涼子さんを嫌いになりたくはないけれど、兄を裏切っているなら彼女への接し方が変わりそうで怖い。

　それだけじゃない。この胸につかえるようなモヤモヤはなんだろう……。

「失礼ですが、百瀬様。副社長がお探しです」

　自分の気持ちが整理できないままでいると、背後から男性が声をかけてきた。

　驚いて振り向くと警備員が立っていて、「百瀬様を発見いたしました」とヘッドマイクで伝えている。その様は、もはや警備員というよりＳＰのようだ。

　この強こわ面もての警備員とは初対面なのに、どうして彼は私だと分かったのだろう。

「副社長室へご案内いたします」

　淡々と言う彼に、恐る恐る返事をした。

「行き方なら分かりますので、大丈夫です。エレベーターから行けますよね？」

　すると、その人は表情ひとつ崩さず頷く。

「はい。ですが、一般のエレベーターからは行けません。ご案内しますので、こちらにどうぞ」

「は、はい……」

　また隠しエレベーターがあるのかと思いながらついていくと、不安げな私の様子を察したのか、その人が説明をしてくれた。

　話によると、セキュリティの問題でエレベーターが分かれているらしい。社長室と副社長室、それから役員の部屋へ行くには、隠し扉の先にあるエレベーターを利用しないといけないみたいだ。

　さっき会ったばかりなのに、智紀はいったいなんの用があるんだろう。

　副社長室へたどり着くと、バッグを目の前に差し出された。

「ほら、忘れ物。ったく、バッグを普通忘れるか？　それに取りにも戻らないで」

「あ、ありがと……。なんか、全然気づかなかった」

　苦笑いの私に智紀は呆れた顔を向けるけど、涼子さんとのキスシーンを見たことを悟られてはいけない気がして、なんとかとぼけてみせた。といっても、ふたりのキスシーンが衝撃的で、これを取りに戻ったことなんてすっかり忘れていたけど。

　智紀は私にバッグを手渡すとすぐにデスクに戻り、書類を取り上げて眺めている。

　あんなことがあったのに、智紀はまるでいつもと変わらなくて、動揺しているのは私だけみたいだ。

　突っ立ったままバッグを抱え、次の言葉を探していると……。

「ん？　どうかしたか、由香」

　書類を持つ手を下ろし、智紀が私に視線を向ける。

　とにかくなにか話そうと、とっさに口にしたのは先ほどの警備員のことだった。

「さっきの警備員の人、後ろ姿だけで私って分かったのよ。驚いちゃった」

　我ながらくだらないことを話したと思う。だけど動揺をごまかしたくて、作り笑いを浮かべながらそう言った。

「ああ、それはオレから指示してあるから。由香の顔を覚えとけって。オレの婚約者の顔くらい覚えておくべきだろ？」

　智紀は私の側へ歩み寄り、優しく頬に触れた。

　胸にキュンとくる言動はいつもと変わらない。違うのは、きっと智紀ならここでキスをするはずなのに、それがないこと。彼なりに、涼子さんとのキスを気にしているのかもしれない。

「じゃあな、由香。気をつけて帰れよ。オレは今夜も遅くなりそうだから、気にせず寝ておいて」

　そう言って、智紀が私の頭を撫でる。

「うん……」

　小さく頷く私に、智紀は穏やかな笑顔を浮かべた。

　だけど、どうして物足りなさを感じるんだろう。それに、これから帰ってくるまでの彼の行動を、どうしてこんなに気にしてるんだろう。




　現在時刻、深夜二時。

「眠れない……」

　深夜になっても頭が冴えわたっているのは、智紀と涼子さんのことが気になって仕方ないから。

　ベッドに潜りながら目を閉じてみるも、眠りは訪れてくれなさそうだ。

　その時、玄関のドアが開く音が聞こえて、思わず起き上がった。

「どうしよう……。出迎えようかな……」

『寝つけなかったの』とか言えば、不自然に思われないだろう。

　ドアをそっと開けると、リビングからの電気の明かりが見えて、ソファに座っている智紀が見えた。向こうは後ろ姿だから、私には気づいていない。

　突然声をかけると驚くだろうから、タイミングを窺おうと壁際に体を預けた時だった。

「ふぅ……」と智紀は深いため息をつき、外したネクタイをテーブルに置く。

　普段はとにかく明るくて調子のいい彼のため息が意外すぎて、声をかけることを躊ちゅう躇ちょしてしまった。

　仕事で疲れているのかもしれないし、今夜は話しかけないでおこう。

　そう思い部屋へ戻ろうとすると、智紀がスマホを取り出し、どこかへ電話をかけ始めた。

「こんな夜中に……？」

　なぜか胸がざわついて、部屋へは戻れずじまいだ。

　いったい誰になんの用があるというのだろう。

　その疑問は数秒後、智紀の発した言葉で解決した。

「もしもし里奈？　やっと仕事が終わったんだ。お前は？」

　えっ、里奈さん……？

　まさか電話の相手が里奈さんだとは想像もしていなくて、動揺と驚きで頭の中がグチャグチャになっていく。

　涼子さんのことですっかり抜けていたけど、この人のこともあったんだった。

　どうやらふたりは明日会うつもりらしく、仕事終わりに局内で待ち合わせをしようと智紀は言っていた。

　彼らの電話は数分ほどで終わり、スマホを握りしめた智紀が立ち上がったところで、私は慌てて部屋へ戻る。

　今日は盗み見してばかりだけど、そのどちらもがあまりに驚くことで、心臓はバクバクだ。

　ベッドへ潜り込み自然と眠りにつくまで、悶々と頭の中を巡っていたのは、涼子さんのことと里奈さんのこと。

　智紀は涼子さんの気持ちをどうするつもりなんだろう。そして、里奈さんはどんな人で、なぜこんな夜中に会う約束をしているんだろう。

　それを考えていたら、ますます自信がなくなってきた。

　華やかな人たちに囲まれて、智紀はなんで私を選んだのか。それがどうしても分からなかった。




　今朝は珍しくすんなり目が覚めたのは、あまり眠れなかったから。

　起きるとすでに私の横に智紀の姿はなく、リビングで出勤準備をしていた。

「おはよう、智紀。昨日遅かったんでしょ？　朝も早くて大変だね」

　なにも気にしていない振りをしながら声をかけると、智紀はジャケットを羽織りながら笑顔を覗かせた。

　ひとりだとため息をつく智紀も、私の前だとこんなふうに笑ってばかりだ。

「どうしても不規則な仕事だからな。今夜も遅くなるから、昨日みたいに先に寝ておいて。朝ご飯、テーブルの上にあるから、ちゃんと食べるんだぞ」

「うん……」

　いったい私はここでなにをしているんだろう。智紀に気を遣わせてばかりじゃないのかな……。

　朝ご飯も作ろうと決意していたのに、一度試みようとして貧血になってしまったせいで、智紀に『朝は無理をするな』と制されてしまった。

　結局、朝ご飯は彼が毎日用意をしているし、夜も、帰宅が遅い智紀は外食で済ませていて、私は料理らしいことをしたことがなかった。

「私って、ただの居候みたい。料理すらしてないし……」

　ポツリと呟くと、智紀はクックと笑った。

「ここに来る前は実家暮らしだったのに、そんなに料理してたのかよ？」

「えっ？　そ、それは……」

　言われてみると図星で、今とそう変わらない毎日だったと今さらながら気づく。

　小さくなる私の額に、智紀は軽くキスをした。

「なにを気にしてるんだよ。由香が低血圧なのは分かってるし、変に気を遣わなくていいんだ。じゃあ、お互い仕事がんばろうな」

　ポンポンと私の頭を叩いた智紀は、小さく笑顔を見せて玄関へ向かった。

「待って！」

　思わず智紀を呼び止める。

「ん？　どうした？」

　小走りで駆け寄る私に、智紀が振り向く。その顔は怪訝な表情をしている。

　智紀は私に、玄関まで見送ることを要求したりはしない。だから、今みたいにリビングで別れるか、すでに出勤した後のことがほとんどだ。

　だけど今朝は、そんな形で別れることが嫌だった。とはいえ、なぜ嫌なのか、その理由は自分自身でもよく分からない。

　呼び止めたはいいものの、なにから話せばいいのだろう。

　彼を見上げて言葉を探す。

「えっとね……。時々は愚痴も言ってくれたら嬉しいかなって。智紀って、私の前だといつも笑ってばかりでしょ？」

　すると智紀は一瞬、呆気に取られた顔をして、次にため息をついた。

　その姿に、すかさず後悔の念が押し寄せる。

　重いとか思われていたらどうしよう……。

「あっ、ごめんね。出勤前からウザイこと言っちゃった。全然、気にしないで」

　ごまかすように笑った私を、智紀は恨めしそうに見ている。

「ホントだよ。出勤前になんてこと言うかな」

　彼の言葉に青ざめた私は、自分でも笑顔が引いていくのが分かった。

　また私、海里と付き合っていた時みたいに嫌われてしまうの……？

　智紀のことは好きじゃなかったはずなのに、拒絶されることを怖いと思う自分がいる。

　だけど、言葉を失った私に彼が取った行動は……。

「ん……！」

　キスだった。力強く抱きしめながら、何度も舌を絡めてくる。

　引かれたと思っていたから、このキスは完全に不意打ちだ。

「由香は本当にオレの心をくすぐるんだよな。もちろん愚痴ならいつでも言うよ。だけど、オレがお前の笑顔を見たいんだ。だから自分も笑ってるだけ」

　唇を離して穏やかに微笑んだ智紀は、額と額をくっつけて私を見つめた。

　その仕草に、胸はドキドキと高鳴る。

　実は人生の中で、まともに付き合ったと言える彼氏は海里だけ。彼はけっこうドライな性格だったから、智紀のようにまっすぐ気持ちをぶつけてくれることはなかった。だから智紀の行動には、しょっちゅう心をかき乱される。

「本当はもっと一緒にいたいんだ。それに、早く由香の気持ちを確かめて入籍だってしたい。できるだけ早めに、その話もしような」

「う、うん……」

　最後に一度だけギュッと私を抱きしめた智紀は、小さく手を振って玄関を出ていった。




　今朝のやり取りの余韻は、仕事を始めてからも未だに続いていた。智紀のキスやギュッと抱きしめられたことをつい思い出してしまい、顔がニヤけそうになる。

「ねえ、由香ちゃん。悪いんだけど、買い出しを頼んでいい？　私、急ぎの業務を抱えていて……」

　売り上げの資料作成を作り終えたタイミングで、竹内さんが申し訳なさそうに聞いてきた。

「大丈夫ですよ。ちょうどひと段落ついたところなので」

　ニコッと微笑むと、竹内さんは表情を明るくして、引き出しからクリアファイルを取り出した。

「ここに書かれてる本を買ってきてほしいの。雑誌やら新書やら、全部で六冊あるんだけど……」

「分かりました。駅前の本屋なら揃そろいますから、あっちへ行きますね」

　ざっと目を通し、ファイルをカバンにしまう。

「よろしくね、由香ちゃん。今度の会議資料作成の参考にしたくて」

　竹内さんは顔の前で両手を合わせると、申し訳なさそうな笑顔で言った。




　オフィスを出るとちょうど昼前で、高層ビルの隙間からは青空が見えていた。

「由香！」

　駅前に向かって歩いていると、後ろから久しぶりの声が私を呼び止めた。

　振り向くと、そこには兄がいて、目を細めて笑顔を向けている。

　相変わらずスーツを品よく着こなしている彼は、どうやら外回りをしていたらしい。副社長といっても、一営業マンのごとく現場でコツコツ動く兄は、いつまでも私の尊敬する人だ。

「お兄ちゃん！　偶然ね。外回り？」

　すっかり顔を合わせる機会が減っていたこともあり、思わず飛びつきそうになるけれど、涼子さんと智紀のことを思い出してしまい、それはできなかった。

「なにかゴキゲンな様子だったけど、いいことでもあったのか？」

　クスクス笑いながら、兄は私に並んで歩き出す。

　その姿に普段と変わらない感じを受けて、正直ホッとした。

　涼子さんとは今のところ、関係がこじれたりはしていないみたいだ。

「その様子だと、智紀とうまくいってるんだな」

「えっ!?　な、なんでそう思うの？」

　兄に智紀のことを指摘されると、未だに恥ずかしい。これまでも海里のことを相談したりしていたけど、智紀は兄の親友だけに、突っ込んだ話をされると若干抵抗を感じる。

「だって、指輪。婚約指輪とは違う物じゃないか。いつの間にもらったんだ？」

　自分には関係のない婚約指輪を覚えているのがすごい。

　私の薬指にチラッと視線を向けた兄の鋭さに、感心してしまった。

　思わず反対の手で、薬指を隠してしまう。

「これは……智紀がくれたものなんだけど。うまくいってるとか、そんなんじゃないよ」

　どうしても素直になれなくて、そんなことを言ってしまったけど、兄にはお見通しみたいだ。ニコッと笑い、「分かった、分かった」と聞き流している。

「それより由香、今からどこへ行くんだ？」

「私は駅前の本屋に買い出しに行くの。お兄ちゃんは？」

「オレは得意先からの帰り。といっても昼過ぎにまたアポがあってさ。先に昼メシでも取ろうかと思ってたんだけど……」

　チラッと私を見る視線に、ニヤけずにはいられない。ちょうど昼休憩に差しかかるタイミングだったから、ついでに済ませていいと言われていたのだ。

「じゃあ一緒に行こうよ。私も外でお昼を取るつもりだったから」

「よかった。由香とメシを食うなんて、ずいぶんなかったもんな」

「そうだね」

　本当にその通りで、ここ最近は一緒にご飯を食べる機会はほとんどなかった。だから、久しぶりの兄とのランチに心はさらに浮かれた。

「せっかくだから、由香の好きな店に行こう。オーガニックの店があったよな？　あそこはどうだ？」

　さすが私の好みを把握してくれている。

「うん！　そこがいい」

　ふたつ返事で頷くと、兄は優しく微笑んで私の背中を軽く押した。




　白を基調としたオーガニックカフェは、窓が大きくて天井が高い開放感溢あふれる造りになっている。そのせいか店内は明るく洗練された雰囲気で、ＯＬらしき女性グループが圧倒的に多かった。

　私たちは窓際のテーブルに座ると、さっそくプレートランチを注文する。

　料理が運ばれてくる間、向かいに座った兄がおもむろにカバンからなにかを取り出した。

　それはメンズのカジュアル系ファッション誌で、二十代後半から三十代前半をターゲットにしたものだった。

「由香、このページを見て」

　兄が開いたページは最後のほうの見開きで、そこには【次号、緊急特別企画！　海里がロスから帰国!!】という見出しと共に、片手を腰に当てた海里の堂々とした姿が一面に載っていた。

　海里は水色のシャツに薄いグレーのチノパンを合わせ、サスペンダーを無造作に垂らしたファッションをしている。栗色の髪は短めに切られていて、手ぐしで整えたように自然な感じでスタイリングされていた。

　クッキリとした二重の目、通った鼻筋に程よい厚みの唇。口角の上がった自信たっぷりの笑顔は、付き合っていた頃と変わっていなかった。

「海里、帰国するってこと？」

　驚きで呆然とする私に、兄は小さく頷く。

「正確には、もう帰国しているらしい。オレが手に入れた情報では、お前たちの婚約報道を知ってから急きょ帰国を決めたらしいぞ？」

　複雑な表情を浮かべる兄を見て、私も途端に青くなった。

「待ってよ。それって意図的にってこと？　だとしてもなんで……。私をフッたのは海里のほうなのに」

　戸惑いを隠せず目を泳がせていると、兄はテーブル越しに私の手を握ってきた。

「海里なりに後悔してるのかもな。由香に別れを告げたのは、ロスに行くのが理由だったんだろ？」

「表向きはね。でも、海里は私を見下してたから……。大事に思っていたのは、社長令嬢という私の肩書きだけ。どんどんモデルとして人気が上がっていく中で、地味な私とは並ぶのも恥ずかしいって言ってたんだから」

「由香……」

　心配そうに見つめる兄から視線をそらすと、一気に三年前を思い出す。

　――二歳年上の海里とは、友人の紹介で知り合った。優しく穏やかな性格に惹ひかれ、二十二歳の時に付き合い始めた。

　海里は当時からモデルをしていたけれどパッとせず、世間の認知度もほとんどなかった。私は彼を応援こそしていたけれど、有名になってほしいとは思っていなかった。

　だけど付き合って一年ほど経った頃、メンズ化粧品のモデルのひとりに起用されたのを機に海里は人気がどんどん出ていく。ファッション誌のレギュラーを掴むなど、一躍有名人になったのだ。

　スターダムを駆け上がる彼との交際を不安に思い始めた時、私は今でも忘れられない衝撃発言をされた。

『社長令嬢の由香と付き合っても、得することはなにもなかったよな。いつもオレの顔色を窺ってウザイし。それに、いつもモサッとしてるお前と並んで歩くのが、恥ずかしいんだよ。もうちょい垢抜けられないか？』

　その言葉は、私の自信を奪うには充分すぎた。

　私は、それまで以上に人と関わることが怖くなっていった。もしかして周りのみんなも私のことをそんなふうに思っているんじゃないかと、考えるようになってしまったから。

　そして、語学習得とモデルとしての勉強を兼ねたロサンゼルスへの留学を口実に、私は海里に別れを告げられた。

　そのことは、私にとって思い出したくもない苦い過去になった――。

「由香と海里の交際は未だに大っぴらにはなっていないし、ふたりのことは涼子ですら知らない。だから、『なにも考えなくていいよ』と言ってあげたいところなんだけど……」

　心ここにあらずの私に呼びかけるように、兄は握った手を少し引っぱった。

　おかげで我に返り、兄の言葉にすぐさま疑問が沸く。

「なにか引っかかることがあるの？」

　三年前のような辛い思いはもうしたくなくて、含みのある言い方に嫌な汗が流れてきた。

「それが、海里の所属する事務所は智紀のとことはライバルなんだよ。その上、この雑誌はウチから発行している。意味が分かるか？」

　ゆっくり首を横に振ると、兄は声をひそめて続けた。

「つまり、由香と智紀の政略結婚には細かい条件も定められていて、今後はこの雑誌のモデルは智紀の事務所に所属するモデルを中心に起用する予定なんだよ」

「そうなの？　そんな具体的な条件がちゃんと整えられてるんだ……。そうよね、政略結婚だもんね……」

『政略結婚』という言葉を聞かされると、自信のない私がすぐに顔を出す。優しく私を気遣ってくれる智紀の今までの振る舞いまで、企業の利益のためなんじゃないかと疑ってしまいそうになる。

　思わずうつむきかけると、兄は慌てて弁解した。

「ただ、それくらいのことなら普通のビジネスとして取引は可能なんだ。それをわざわざ政略結婚なんて形にしているのは、智紀が本当に由香を好きだからだよ」

　チラッと視線を上げると、兄は苦笑いを浮かべている。

「実はこれまでも由香のことを相談されてたんだ。まあ、政略結婚っていうのは強引だったけどさ。でも、そうでもしないと智紀アレルギーのお前には振り向いてもらえないんじゃないかと思って……」

　兄がそう言うなら、きっと真実なんだろう。思い返せば、智紀が私たちの実家に出入りしていた時には、頻繁に声をかけられていた気がする。

　あの時は彼の気持ちを知ろうとも思わなかったけど……。

「それにしても、海里の帰国の理由ってなんなんだろうね」

　ポツリと呟いた時……。

「なに、手を握ってるんだよ」

　突然智紀の声がして、体が飛び跳ねそうになった。

「智紀!?　……と、涼子さん」

　声がしたほうを見上げると、いつの間にかふたりが立っている……と思ったけど、涼子さんの後ろにもうひとり、女性がいることに気づいた。

　小柄なその人は、大きな瞳と艶のある唇が印象的で、緩やかなウェーブがかかった栗色のボブヘアをしている。赤色の七分丈ニットに、大きな黒い花柄が描かれた白パンツを合わせていて、とにかく垢抜けたかわいらしい人だ。

「あ、由香ちゃんは初めてだよね？」

　私の視線に気づいたらしい涼子さんが声をかけてきた。

「彼女は本田里奈さん。私のスタイリストなの」

「あ、そうなんですか……。初めまして、百瀬由香です」

　兄から手を離して立ち上がると、里奈さんに小さく会釈する。

　この人が智紀の元カノ……。

　驚きと共に、少しのヤキモチを覚えた。

「初めまして……」

　里奈さんは表情ひとつ変えることなく、淡々と返事をする。

　その雰囲気から、里奈さんが私にいい印象を持っていないのは勘で分かった。

　早々に彼女から視線をそらし、代わりに智紀に目を向ける。

「三人でどうしたの？　ランチ？」

　眉間にシワを寄せて兄を見ていた彼は、私に向き直ると小さな笑顔を見せた。

「ああ、仕事の打ち合わせを兼ねてな。それより、お前たちの相変わらずのシスコンとブラコンぶりには呆れるよ」

　最後には私にもへの字口を見せた智紀に、涼子さんが笑いながら彼の腕を掴む。

　今までなら気にならなかったのに、あんなキスシーンを見たからか、彼女が智紀に触れることに抵抗を感じてしまう。

「いいじゃない、智紀。ふたりの邪魔をしちゃダメよ」

「邪魔って、どういう意味だよ。大体、涼子は嫌じゃないのか？」

　兄はふたりを楽しそうに見ているから、きっと彼女の気持ちには気づいていないのだろう。

　そう思うと、ますます複雑な気持ちになってくる。

「おあいにく様。私は兄妹愛にヤキモチを妬くほど、心は狭くないから」

　クスクス笑う涼子さんは、バツが悪そうに言葉を失う智紀を無視して、半歩後ろにいる里奈さんに声をかけた。

「じゃあ、里奈さん行きましょうか。時間もあまりないし」

「はい。それじゃあ百瀬副社長、失礼します」

「こちらこそ。里奈ちゃん、また仕事で」

　兄と里奈さんが軽く挨拶を交わした後、三人は店の奥へと進んでいった。

　里奈さんはすれ違う間際に、私へ視線だけを向けた。まるで憎らしげに見る目つきで、それを不快に思うと同時に不安も大きくなっていく。

　今夜、智紀が里奈さんに会う理由を知りたい。ここで解決できない問題があるの？　わざわざ夜に会い直す必要がどうしてあるのだろう……。

「ねえ、お兄ちゃん。里奈さんて、智紀の元カノなんでしょ？」

　本人に聞く勇気のない私は、兄に確かめてみた。

　すると兄は一瞬、表情を強ばらせて、力なく頷いた。

「なんで気づいたんだ？　智紀から聞いたわけじゃないんだろ？」

「うん。それが、たまたま聞いちゃったの。里奈さんの知り合いらしき人が会話をしているのを。彼女、私たちの婚約に相当ショックを受けてるみたいよ？」

　その直後、料理が運ばれてきて、兄は雑誌をしまいながらポツリと呟いた。

「海里も帰ってくるしで、頭が痛いことが増えるな」

「えっ？」

　フォークに伸ばしかけた手が止まり、兄をまっすぐ見つめる。

「とはいえ、里奈ちゃんのことは確かに不安要素ではあるけど、智紀の心が彼女に向くことはないよ。問題は、海里の存在だ」

　兄いわく、智紀にとって海里は今までノーマークだったらしい。だけど、これだけ大々的に特集が組まれれば、きっと目が向くだろう、と。そうすれば、ネットワークの広い智紀のことだから、私たちの過去の交際を知るかもしれない。

　それは仕方のないことだとしても、兄にしてみれば、まるで帰国する素振りを見せていなかった海里が婚約発表のタイミングで突然帰ってきたことが、どうしても引っかかるようだ。

「もちろん、なにか根拠があるわけじゃないけど、ライバルの事務所だしなぁ。噂うわさでは、海里は智紀を嫌っているとも聞いてるし……」

「そうなの？」

　兄の心配そうな顔に、私も言いようのない不安が押し寄せる。

　そんな私の心情を読み取ったのか、兄が優しく言った。

「だけど、由香が変に心配することはないよ。お前に元気がないと智紀が心配する。ただ、海里とはできるだけ接触しないほうがいいかもな」

「うん……。気をつける。ありがとう、お兄ちゃん」

　そんな会話で終わった兄とのランチ後は、頼まれていた本を買って会社に戻った。

　午後の仕事は、里奈さんや涼子さんのこと、それに海里のことが気になって、集中できなかった。

　でも、それは今日に限ったことじゃない。智紀と一緒に生活を始めてから多くなった。彼に関係することが気にかかるようになったのだ。それまではまるで興味がなかったのに……。

　そう思ったら、すっかり彼に振り回されている自分に気づき、いつになく戸惑ってしまった。










智紀との初デート




　テレビに休みはないのだから、そこで働く人たちも当然忙しい。

　副社長である智紀も例外ではない。同棲を始めておよそ一カ月、まともに休みが合わなくて、ゆっくり話をする機会がなかった。

　だけど七月最初の金曜日の夜、珍しく早く帰ってきた智紀がお風呂上がりに声をかけてきた。

「なあ、由香。明日は仕事が休みなんだ。ふたりでどこかへ行かないか？」

　そう言われて、思わずリビングのソファから立ち上がる。

「えっ？　ほ、本当に……？」

　素直に『嬉しい』と言えない自分が情けないけど、口元は自然と緩む。

　思えばふたりでゆっくり出かけたことなんて一度もないのだから、誘われただけでドキッとしてしまう。

「ああ。明日は天気がいいみたいだし、ドライブなんかどうだ？　普段うるさい場所にいるから、静かなところがいいんだけど」

　智紀は私の側に歩み寄ると、優しく手を取る。

　休みの日に静かなところへ行きたいなんて、意外だった。てっきり華やかな場所が好きなんだと思っていたから。

「じゃあ、海岸沿いのレストランなんてどうかな？　ここからだと、一時間くらいだと思うんだけど……。サカナケってお店、知ってる？」

「知ってる。『サカナ家け』って書く店だろ？　魚介類が新鮮で有名な、確かイタリアンだよな？」

　さすが、智紀はそれほど敷居の高くない店もよく知っている。

「うん。私ね、友達と一回行ったことがあるの。都会から外れた場所にあるから落ち着いた雰囲気だし、海も眺められてキレイなのよ」

「へえ……。じゃあ、そこにしようか」

　一応賛成してくれたみたいだけど、思ったよりノリが悪い。

　あんまり好みじゃなかったのかな……。静かなところがいいといっても、私が思う場所とは違っていたのかもしれない。

「うん」

　だけど結局、『他の場所にする？』と聞く勇気は持てず、とりあえずはサカナ家に向かうことになった。

　そしてもうひとつ気になったのは、明日は休みで時間を気にしなくていいのに、智紀が抱いてくれなかったこと。別に期待していたわけじゃないけど、もしかして……と思っていた私は、拍子抜けしてしまった。




　朝ご飯を済ませ、寝室に置いてもらったドレッサーで身支度を整えていると、智紀が手元を覗き込んできた。

「あれ？　婚約指輪に着け替えるのか？」

　いつ気づくだろうとドキドキしながら指輪をはめ替えていると、さっそく気づかれてしまった。

「うん。なかなか着ける機会がないなって思ってたから。それにしても、智紀って細かいところも見てるのね」

　大きなダイヤは自分に合うものには思えないけど、彼が贈ってくれたものだからはめようと思った。

　意に沿わない突然の政略結婚話にここまで適応している自分に戸惑いもあるけど、今まで私はイメージだけで智紀を見ていた気がする。ふたりで過ごしていると、思いがけない優しさやまっすぐな気持ちを知ることができた。

　ついでに元カノだの涼子さんの本音だの、嫌な部分も見えてしまったけれど……。

「細かいっていうか、由香がなにをしてるのか、純粋に気になっただけだよ。でも、その指輪をはめてくれるのは嬉しい」

　そう言うと、智紀は私の体に手を回し、優しく抱きしめキスをした。

　昨夜覚えた違和感は、単に私の思い過ごしなのかもしれない。

　そんなふうに思うくらい、いつの間にかこの人のぬくもりを欲しいと思うようになっていた。

　智紀の胸に顔を埋めていると、彼が小さく笑った。

「どうする？　今日は出かけるのをやめて、家でゆっくりするか？」

「えっ？　ううん、せっかくだから出かけたい……」

　我に返って体を離すと、智紀はケラケラと笑っている。

「オレはどっちもしたいから、家でゆっくりは夜のお楽しみにしておく」

　ニヤリと笑った智紀は、その言葉を残して先に寝室を出ていく。

「も、もう……」

　私は普段通りの彼の様子にホッと安心しつつ、後を追って部屋を出た。

　外は汗ばむくらいに暑く、晴れ渡る青空が広がり、まぶしいくらいに陽の光が降り注いでいる。

「出かけるには絶好だな。それに、海岸沿いを走るなんて夏そのものって感じだ」

　智紀のテンションが上がっていくのが分かり、私も嬉しくなってきた。

「よかった、智紀が楽しそうで。昨日、サカナ家の話をした時は、あんまり乗り気じゃなかったじゃない？　好みの場所じゃなかったのかなって、ちょっと心配だったの」

　私がシートベルトを締めたのを確認して、智紀は車を走らせた。

　相変わらず柑橘系の匂いがする車内は、今日みたいな暑い日にはピッタリだ。

「ごめんな。そんな気を遣わせてたんだ？　好みじゃないなんてことはないよ。むしろ、行ってみたい。だけど、由香がなんでそこに誘ったのかなって、それが気にかかったんだよ」

「え？　なんでって……。それは、智紀が静かな場所に行きたいって言ったから。けっこう雰囲気のいいお店だから、いいかなって思ったんだけど……」

　いったい、なにが疑問だったんだろう。

　いまいち意味が掴みきれず答えると、智紀はハンドルを握り、まっすぐ前を見据えて言った。

「雰囲気のいい場所なんだろ？　由香がそこに一緒に行った相手って、本当にただの友達なのかなって、子供じみた疑いを昨夜から悶々と抱いてた」

　車はあっという間にオフィス街を抜けて、国道を走り始めている。

　もうすぐ右側に海岸が見え始めるというのに、景色より智紀が気になって仕方ない。彼の横顔を見つめながら、そっと口にする。

「それって、例えば彼氏とかっていうこと？」

　すると智紀は、ほんの一瞬だけ視線をこちらへ向けた。

「そうだよ。由香の今までのプライベートなことは全然知らないから。聞きたいような聞きたくないような、複雑な感じだ」

　そう言って、智紀は苦笑いをした。

　海水浴にはまだ早いからか土曜日の昼間でも人が少なく、車道も渋滞していない。この分だと、ちょうど昼には着きそうだ。

　ホッとしながらも、彼の言葉に心をざわつかせる自分がいる。智紀が少しでも私の過去を気にしてくれるのは、やっぱり嬉しかったから。

「気になるっていうなら私もだよ。正直、今まで智紀のことを気にも留めてなかったから、元カノのこととかも全然知らないし……」

　そう言うと、彼は声に出して笑った。

「ヒドイよなぁ、それ。でも今となれば、それでよかったかもしれない」

「なんで？」

　胸がキュンとするドキドキから、不安が大きくなるドキドキに変わっていく。

　過去を知られたくないという意味なんだろうけど、元カノが今でも近くにいることを知っている私としては気になる発言だ。

「だって由香ならきっと、いろいろ比べるんじゃないかなって。向こうのほうがキレイだとかさ。でもオレは今のままのお前がいいから、あれこれ考えてほしくないんだよな」

　図星なツッコミに、すぐには言葉を返せなかった。

　私が思うよりずっと智紀は私のことを見てくれていて、そういう部分に心が揺さぶられる。全然好きではなかった人なのに、今は彼の言動ひとつひとつが気にかかって仕方がない。

　今のままでいいという智紀の言葉は、私には心強く響いた。

　だけど……だからこそ、そんなふうに私を認めてくれる彼のために、隣にいてもおかしくないような女子力を身につけたほうがいいのかもしれない。

　そうは思っても、またイメチェンの失敗をしたくなくて、あと一歩が踏み出せない。

　今日も初めてのデートだというのに、白のカットソーにベージュのフレアスカートという無難な組み合わせだ。

　……やっぱり、もっとかわいくなりたいな。

「ありがと。智紀……」

　小さく微笑んだ私は、複雑な気持ちで車窓に目を移した。




　予想通り、昼にはサカナ家に着いた。車を降りた智紀は、興味津々の顔で店を見上げている。

　この店は海岸沿いに建てられていて、景色を堪能できるようにと高い位置にあった。建物は鉄筋の柱で支えられていて、白く塗られた階段を上がっていくと店内に入れる仕組みだ。

　ボックス型の一般的な家のような装いで、外壁は一面が青色で塗られ、魚や貝の絵が白色でユニークに描かれていた。

「雰囲気あるな。夏にはピッタリだ。行こう、由香」

　智紀が差し出した手に、私は恥ずかしさを隠しながら右手を重ねる。

　ギュッと握られた手のぬくもりで心が落ち着くのを感じながら、階段を上っていった。

　少しくすんだ木製の扉を開けると、海が見晴らせる店内の様子が目に飛び込んでくる。まぶしいくらいの明るさに、思わず目を細めた。

　四人がけのテーブルが十席あるだけのこじんまりとした店内には、五組のカップルがいた。

「どの席からも海が見渡せるんだな」

　すっかり雰囲気が気に入ったらしい智紀は、テンション高めに目を輝かせている。

「うん。キレイでしょ？」

　それにしても、さっきからチラチラと視線を感じる……。

　さりげなく目を動かすと、店内にいる二十代くらいの女性客たちが一様に頬を緩めて智紀に視線を向けていた。

「智紀、みんなが見てるけど、副社長って知ってるのかな？」

　店員さんに席を案内されながら小声で話しかけると、彼は軽い感じで聞き流した。

「まさか。そこまで顔割れしてないよ。それより、本当に景色のいい場所だな。ＢＧＭも海を連想させる爽やかな感じだし」

　ウッド調のイスに座りながら、彼は窓に視線を移す。

「うん。そうね……」

　テレビ局の副社長だとバレていないのだとしたら、智紀がカッコイイから見ていたということなのかもしれない。

　想像できることとはいえ、ちょっとおもしろくない。

　メニュー表を開きながら、ジワジワと沸くヤキモチを抑える。その反動からか、かわいくない言葉が出てしまった。

「ＢＧＭといえば、智紀がプロポーズしてきた時に流れてた音楽、まるで合ってなくて変だったよ」

「そうか？　むしろミスマッチ具合がいい時もあるんだよ」

　だけど智紀はまるで意に介した様子はなく、私からメニュー表を奪う。

「ちょっと、そっちにもメニュー表はあるんだけど……」

　口を尖らせると、彼はそれを真ん中に置いた。

「一緒に見よう。どうやら由香のご機嫌が斜めみたいだから」

「な、なんでそう思うの？」

　見透かされているようでバツが悪い。おずおずと視線を上げると、智紀が小さく微笑んだ。

「眉間にシワ。なにが気に障ったんだよ？　さっきまでは楽しそうだったじゃないか」

　私の眉間を指で軽く突いた智紀は、私に『話してみろ』と言わんばかりに視線を重ねてくる。

　吸い込まれそうなほど透き通った瞳に、意地っぱりな私の口も緩んできた。

「だって、みんなが智紀を見てるのがおもしろくないっていうか……」

　素直に答えると、智紀はクックッと堪えるように笑った。

「そんなふうに思ってくれるなんて嬉しいな。じゃあ、この話をしても由香からいい返事をもらえそうだ」

「いい返事って？」

「入籍だよ。具体的な日にちを決めたいなって思ってるんだけど……」

「えっ!?」

　まさかここで入籍の話が出てくるとは思わなかった。智紀を見る他の女性の視線が気になることなど、頭からスッポリ飛んでいってしまう。

「そんなに驚くことはないだろ？　政略結婚といっても、本当に籍を入れないと意味ないわけだしさ。あ、その前に料理を注文するか」

　呆気にとられる私を尻目に、智紀は好みのメニューをさっさと決めている。

　私も希望を聞かれたけれど、無難なコースを注文するしかできなかった。

　店員さんにオーダーし終わると、智紀は真面目な顔で再び私を見つめた。

「由香、オレと結婚してくれるだろ？」

　それは、およそ一カ月前にホテルでされたプロポーズよりもずっと真剣なものに聞こえて、胸の高鳴りを抑えることができなかった。

　あの時はそうせざるを得なくて一応受けた形にはなったけど、それが本心でないのは彼もよく分かっている。だからきっと、もう一度聞いてくれたのだろうけど、その分こちらの返事も真剣でないといけない。

　今ここで『うん』と答えたら、もう後戻りはできない。

「由香、まだ返事はもらえないのか？」

　黙ったままの私に、智紀は優しく問いかける。

　あの時と違い、今の私はプロポーズを受けることを前向きに考えている。だけど、里奈さんや涼子さんのことをうやむやにしたまま結婚するわけにはいかない。たとえ政略結婚でも、幸せになりたいから。

　三週間前にあった智紀と里奈さんの夜の約束は、いったいなんだったのかも分からないままだし……。

　あれからずっと、私は話を切り出す勇気もなく、なにも聞くことができないままだった。

「まだ自分の気持ちがハッキリと分からないの。会社の都合もあるんだろうけど、もう少しだけ時間をもらえないかな？」

　自分なりに誠意を込めて返事をすると、一瞬寂しげな表情を見せた智紀は小さく頷いた。

「分かった。業務提携の都合もあるから、夏の終わりには返事を聞かせてくれるか？」

「うん、約束する。ごめんね……」

「いや、由香が謝ることじゃないよ。無理やり政略結婚なんて話を持ってきたのに、前向きに考えてくれているだけでも嬉しいから」

　それは、智紀の想いに打算やウソがないと思っているから。だけどモヤモヤを抱えたままだと、海里の時みたいな切ない恋に変わってしまいそうで怖いのだ。

　そんなことを考えている間に、次々と料理が運ばれてくる。

　私たちは、魚介類のパスタやサラダ、それにタコのオリーブオイルいためを堪能した。

「本当に静かで落ち着くな。由香は海が好きなのか？」

　窓の外を見つめながら、智紀がポツリと呟く。

「夏の海は好きかな。私ね、暖かい場所が好きなの。季節なら、春と夏。だから、そういう季節を自然と連想させるものが好き」

　私も窓に目をやりながら、太陽がキラキラと反射する水面に目を細める。

「なるほどな。覚えとく。じゃあ、この後は砂浜にでも下りてみるか。それとも、他にどこか行きたい場所ある？」

「そうね……。この先をもう少し走ったら、小さな海水浴場があるの。そこに行ってみない？　周りにはいかにも地元って感じのお店とかあって、落ち着く雰囲気よ」

　きっとそんな場所には智紀は行ったことがないだろうと思い誘ってみると、想像通り彼は興味津々の顔をしている。

「へぇ。じゃあ行ってみるか」

　そう言って智紀は立ち上がり、私も後に続く。

　会計は智紀が済ませてくれ、私たちは店を後にした。

「それにしても、そんな穴場を知ってる由香がスゴイな。そこも友達と行ったのか？」

「そうよ。学生の頃に行ったの。……また疑ってる？」

　あんまり気にされると、そこまで信用されていないのかと悲しくなる。

　すると智紀は車に乗り込みながら、苦笑いで首を横に振った。

「ごめん。そんなつもりじゃなかったんだ。今日、婚約指輪を着けてきてくれたろ？　その由香の気持ちを思えば、バカな嫉妬もほとんど消えたから」

　婚約指輪をはめたことを、そんなに喜んでくれるとは思わなかった。普段はライオンのたてがみヘアをなびかせて自信に満ち溢れたオーラを出している智紀が、こんなささいなことで喜んでくれることが意外だった。

　とはいえ、私だって里奈さんや涼子さんを気にしている。智紀に彼女たちのことを聞きたいなら、海里のことも話さないとフェアじゃない気がする。

　だけど、どうやって話せばいいんだろう。改まって過去の話をするのは本当に難しい。それに、今日みたいな日に話すのも気が引けるし……。

「この道をまっすぐ行けばいいのか？」

　考えごとをしていると、智紀の声で我に返った。

「うん、そう。このまま道なりに行けばすぐよ」

　海岸沿いを走っていくと、反対側には山が見えてくる。その裾野に小さな個人店がパラパラと建っていた。

「すごいな。少し走っただけで、まるで別世界だ」

　いつもはテレビ局という華やかな場所にいる智紀は、人もまばらな景色にア然としていた。

「ね、すごいでしょ？」

　近くの空き地が駐車場になっているけれど、私たちの車以外には他に二台しか停まっていない。それも一般的なファミリーカーで、智紀の高級車はかなり浮いていた。

　だからか、店先からこちらを覗いている年配の女性が口をあんぐり開けて見ている。

　その姿に苦笑しながらふと看板に目をやると、【イカ焼き】と書かれていた。

「ねえ、智紀。イカ焼きって食べたことある？」

「イカ焼き？　いや、知ってるけど食べたことはない」

「ほら、目の前のお店がイカ焼きを作ってるみたい。行ってみようよ」

　ほとんど無理やり智紀の手を引っぱりながら店に向かうと、さっきの女性は店主なのか、驚いた顔で店の中に入っていった。

「由香は、イカ焼きを食べたことがあるのか？」

「あるよ。もちろん、お兄ちゃんもね。百瀬家は素朴がモットーだから」

　すると智紀は小さく笑って、私の手を引っぱり返した。

「そういうところ最高に好きだよ。そのままの由香が大好きだ」

　そう言ってギュッと強く手を握り、ゆっくりと歩き出す。

　なにげなく言ったのかもしれないけれど、やっぱり私には彼のその言葉が特別な意味を持つ。

　元カレの海里に言われた『社長令嬢と付き合っても得がなかった』のセリフが私を卑屈にさせていたから。私にあるものは、父からもらった肩書きだけ？って。

　そんな葛藤も、智紀といることで少しずつ薄れていく気がする……。

「本当においしそうだな、イカ焼き」

　炭で焼かれているイカの姿を見て、智紀は目を輝かせた。

「いらっしゃい。ずいぶん立派な車から降りてきたから、どんな人たちかとビクビクしたよ」

　さっき私たちを見ていた女性は予想通り店主だったようだ。

　五十代後半くらいの恰かっ幅ぷくのいい人で、パーマのかかった髪は短く切られている。赤い半袖トレーナーに黒いズボンを履き、黄ばんだ白のエプロンを着けていた。

「お兄さんたちは夫婦？」

「ええっ!?」

　過剰に反応したのは私で、イカを焼いている空気が熱いからか、それとも恥ずかしさからか、顔が火照っていくのが分かる。

「だって仲よさそうに手を繋いで歩いてきたし、そんな大きなダイヤの指輪をしてるから。それ、ダイヤでしょ？」

　小さく頷く私をフォローするかのように、智紀が半歩前に出た。

「まだ夫婦じゃないんですよ。でも、もうすぐ結婚するんです」

　愛想よく答える智紀の横顔を思わず見上げると、彼は穏やかな笑みを向けた。

　それが照れくさくて、ついうつむいてしまう。

「それはいいことだねぇ。美男美女カップルでうらやましい。ほら、イカ焼けたよ。買う？」

　店主の女性はイカをひっくり返しながら、楽しそうに言った。

　結局、イカはひとつをふたりで分けて食べることにした。

　初めて食べた智紀は思いのほかおいしかったらしく、「なんでも食べてみるもんだな」と言っていて、思わず笑ってしまった。

　その後はひと気のない浜辺へ向かい、海風に当たりながら、穏やかに押し寄せる波を見ていた。

　すると、智紀はポツリと呟くように言った。

「夫婦に見えるんだな、オレたち」

　やっぱり彼もあの言葉は意識しているようで、私も思い出して恥ずかしさが込み上げてきた。

「うん……。でも、美男美女ってことはないよね？　智紀はともかく、私は美女って感じじゃないから」

　これが涼子さんや里奈さんなら、彼に釣り合う絵図になるんだろうと、またも卑屈な考えになる。

　苦笑いを浮かべる私に、智紀は口角を上げてニッと微笑んだ。

「そう思ってるのは自分だけだよ。由香はもう少し自分に自信を持ったほうがいい」

「自信……？」

　思わず聞き返すと、智紀は私の左手に指を絡ませた。

「由香はかわいいよ。それに自分では地味だと思ってるみたいだけど、その普通さに癒される。ほら、オレの周りはキレイだけど見栄っぱりやプライドの高すぎる女が多いから。正直、恋愛という意味では気持ちが萎えるんだよ」

「本当……？」

　だから涼子さんは恋愛対象外ってことなの？　でも、涼子さんは人懐っこくて、性格もいい人なのに……。

　じゃあ、里奈さんはどうなんだろう。ふたりの間になにがあったのかは知らないけど、彼女は間違いなく私よりかわいくて才能もある。

「本当だよ。なんでそんなに自分を卑下するんだ？」

「だって……私にあるのは、百輪廻出版の社長令嬢って肩書きだけだよ？」

　それすら海里にはメリットはなかったみたいだけど……。

「そんなことはないって。じゃあ、まずは一歩進んでみないか？」

「どういうこと？」

　その時、タイミング悪く智紀のスマホに着信が入った。

「まったく、せっかくの休みなのにごめんな」

　私の頭を優しく叩いた智紀は、スマホの画面を見て表情を険しくした。

　いったい誰からの電話なんだろうと心配になりつつ智紀を窺っていると、彼は「なにかあったのか？」とトーンを低くして着信相手に話しかけた。

　その様子にただ事ではない雰囲気を感じて、私まで緊張してきた。

　話を聞いていると、どうやら仕事でのトラブルらしい。

　手際よく話を終えた智紀は、最後に「すぐ行く」と言って電話を切った。

　それを聞いて、仕事なのだから仕方ないと思いつつもガッカリする。

「本当にごめん、由香。局に戻らないといけなくなった」

　申し訳なさそうにする智紀に、私は笑みを浮かべて首を横に振る。

「仕方ないわよ、仕事なんだから。それよりトラブル？　なんだか切羽詰まった感じだったけど」

　智紀は車のキーを取り出すと、足早に駐車場へ向かう。

　私はその後を小走りでついていった。

　すると智紀は立ち止まり、苦笑いで振り向くと手を差し出した。

「ごめん、気が焦って足早になってた。ほら」

「あ、うん」

　こんな時にでも私を気遣ってくれる彼の優しさに胸がいっぱいになる。そして、温かいこの手を私だけのものにしたいと初めて思ってしまった。










元カノからの宣戦布告




　車に乗り込むとすぐに智紀はエンジンをかけ、アクセルを踏み込む。さっきは私のために足を止めてくれたけど、本心ではかなり急いでいるみたいだ。

「いったい、なにがあったの？」

「それが、さっきの電話は涼子のマネージャーからだったんだけど、撮影でトラブルがあって」

「涼子さん？　まさかケガでもしたとか？」

　気になる名前が出てきてドキッとすると同時に、複雑な思いが込み上げてくる。純粋に彼女を心配する気持ちと、仕事とはいえこんなに急いでテレビ局へ向かう智紀の姿に嫉妬してしまっていた。

「いや、そういうわけじゃないよ。今日はトーク番組の収録があるんだけど、露出の高さを要求してるらしくてさ。あのディレクター、そろそろ出入り禁止にするかな。プロデューサーに相談しよう」

　ハンドルを握りながら、智紀はブツブツ言っている。かなり頭にきているみたいで、「涼子はそんなタイプじゃないのに」と眉間にシワを寄せていた。

　そんな彼を横目で見ていると、心がヤキモチの渦で締めつけられる。

　困った時に助けに来てくれる智紀を涼子さんが好きになってしまうのも分からなくはないけど……。いったい、いつから好きなんだろう。そして兄のことを本当はどう思っているんだろう。

　その時、エアコンから吹く風に乗って芳香剤の香りが鼻先をかすめ、ふと涼子さんがそれを嫌いなことを思い出した。

「ねえ、智紀。涼子さんもこの車に乗ったことある？」

「ん？　ああ、あるよ。仕事場に送っていくことがたまにあるからな」

　そう聞いて、思い込みかもしれないと自覚しながらも、もしかしたら彼女の芳香剤嫌いは智紀を連想させるからじゃないかと思えて仕方なかった。

「そうだ。悪いけど、由香もテレビ局まで来てもらっていいか？　ウチへ寄る余裕がなくてさ……」

　彼の声にハッとした私は、気を取り直して返事をした。

「うん、大丈夫よ。私は、そこから帰るから」

「本当にごめんな。まだ時間も早いし、局内を見学して帰ってくれていいから」

「ありがとう。じゃあ、そうしようかな」

　気遣ってくれる智紀の気持ちが嬉しくて、そう答えてみたけれど、やっぱり局内の雰囲気はまだ苦手だ。彼と別れたら早々に帰ろう。




　テレビ局に到着するといつものように地下駐車場に入り、智紀は足早にスタジオへ向かった。

　その姿にモヤモヤとした苦しさを感じながら、彼と別れたフロアからエレベーターへ戻ろうとした時……。

「由香さん」

　背後から女性の声がして振り向く。

　そこには里奈さんが立っていて、突然の再会に動揺する。

「あの……本田里奈さんですよね？」

　分かっているけど確かめるために聞くと、彼女は小さくため息をついた。

「智紀って、私のことをあなたに話してないの？」

　ちょっとイライラしたような口調に、ますます戸惑いが増す。

「智紀の事務所に所属していて、涼子さんのスタイリストをされているのは聞いてますけど……」

「へぇ。それしか聞いてないんだ？　どおりで私のことをよく覚えていないわけね」

　どうやら、さっき名前を確認したのが気に入らなかったらしい。

　私を一いち瞥べつした里奈さんは、視線を一度左右に動かすといきなり腕を掴んできた。

「他人に聞かれても困るから、こっちで話しましょう」

　近くにあった部屋のプレートを【使用中】にひっくり返すと、里奈さんは私を中へと押し込んだ。

「ここ、服を置いておくのにたまに使っている場所なの」

　だからか部屋といっても物置に近く、ダンボール箱やらマネキン人形やらパイプイスやらが乱雑に置かれていた。

　六畳ほどの窓もない殺風景な場所に里奈さんも入ると、すぐに鍵をしめる。

　まるで閉じ込められたみたいな感覚になって、いい気はしない。

「そんなにビクビクしないでよ。なにかしてやろうとは思ってないから。ただ、なにか言ってやろうとは思ってるけど」

　片手を腰に当てた里奈さんの迫力は思わず後ずさりするほど。

「えっ？　……ひゃあ！」

　睨みつけられたあげく、左手を掴まれて持ち上げられると、情けなくも声が裏返ってしまった。

「あのさ、変な声を出さないでくれる？　本当、こんな野暮ったい子のどこが好きなんだろ」

　里奈さんは、私の薬指に光る婚約指輪を睨みつけている。

「あの、それって智紀のことを言ってるんですか……？」

　おずおず問いかけると、彼女は私の手を思いきり振りほどき、さらに険しく睨みつけた。

「当たり前でしょ。他に誰があなたを好きになるっていうの？　でもまあ、政略結婚なら智紀が本気で好きなはずがないか」

　掴まれた手にジンジンと痛みを感じる。私はもう泣きそうだ。

　確かに、私を誰が好きになってくれるというんだろう。

　その上、元カノの里奈さんから智紀が私を本気で好きになるはずがないと言われると、かなりヘコんでしまう。

　やっぱり不自然な組み合わせに見えるんだ……。

　悔しいけど、言い返す言葉が見つからない。

　伏し目がちの私に、里奈さんは畳みかけるように言った。

「私ね、半年前まで智紀と付き合ってたの。だけど、一方的に別れを告げられたと思ったら、突然あなたと政略結婚なんて、ハッキリ言って納得できない」

　彼女は威圧的に顔を上げて、私を見下ろすように視線だけを落とす。

　身長はほとんど変わらないのに、なぜか里奈さんを大きく感じてしまった。

「納得できない……ですか？」

「そうよ。愛のない結婚をするなんてお互い不幸なだけじゃない。私は別れを告げられたことを今でも納得していないの。それでも彼のために別れたけど、実はあなたとの結婚のためだったなんて、自分がバカみたいに思えるわ。だから、智紀は返してもらうわよ」

「えっ？　ちょっと待ってください。どういうことか、意味がまったく分からないんですけど……」

　すっかり戸惑う私に、里奈さんは冷ややかな目を向けた。

「まさか由香さん、自分が智紀に愛されてるとか思ってる？　だったら、それは誤解よ。あの人、本当に女の扱いがうまいから」

「え……？　あの……智紀が女性の扱いがうまいっていうのは、仕事柄ってことはないですか？　ふたりで一緒に過ごしている中で、いい加減な感じは全然見受けられないんですけど……」

　自然と彼女に反論する自分に少し驚きつつも、言わずにはいられなった。

　里奈さんは智紀に未練があるみたいなのに、どうして彼を悪く言うのだろう。

　私は『女の扱いがうまい』の言葉に、かなりカチンときてしまっていた。

　それは里奈さんにも伝わったようで、険しい目つきをまったく変えない。そして、私に詰め寄ってきた。

「あなたさ、自分が政略結婚だっていう自覚ある？　社長令嬢という立場がなければ、そもそも智紀と結婚どころか、恋人にだってなれなかったくせに」

「そ、それは……」

　智紀は前から私を好きだったと言ってくれていたから、それは違うと反論したい。だけど、私が彼の親友である兄の妹だからこそ出会ったという事実もあり、口をつぐんでしまった。

「それなのに、智紀のことを分かったように言わないでよ。彼、かなり仕事人間だもん。会社のためなら、あなたにだって優しく接するわよ」

　ため息交じりに言った彼女を見ながら、気け圧おされていた気持ちが腹立たしさへと変わっていく。気がつけば、それを里奈さんへぶつけていた。

「里奈さん、なにが言いたいんですか？　智紀を今でも好きなら、彼を悪くなんて言えないと思いますけど」

　キツく彼女を睨みつけると、ほんの少しだけ動揺しているのが分かる。

　だけどそれは一瞬のことだった。すぐに元の自信たっぷりな表情に戻った。

「別に悪く言ってるつもりはないわよ。ただ、あなたに勘違いしてほしくないだけ。自分が智紀に愛されて結婚するんじゃないってことは、ちゃんと分かってよね」

　フンと鼻を鳴らす彼女は、どこか勝ち誇った顔をしている。そして至近距離まで近づいてきて、言葉を続ける。

「私は彼と別れてからも、正直心の整理なんてできなかった。でも政略結婚のことを知って、自信を取り戻したわ」

「自信……？」

　それは、いったいどういうことだろう。

「そう。智紀が別れを告げたのは、あなたと政略結婚をするため。つまり、会社のためよ。だとしたら、私への愛情が冷めたわけじゃない。だから彼を返してもらうわ」

　なぜこんなにハッキリと彼女は言いきれるのだろう。兄も、当の本人である智紀も、私への想いを聞かせてくれた。だから政略結婚といっても、単にその言葉通りじゃないと思えてきたのに……。

　あまりにも余裕たっぷりに笑う里奈さんを前に心が揺れてしまう。智紀を疑う気持ちが芽生えそうで、それを必死に押し込める。

　そんな私に、里奈さんは畳みかけるように言った。

「その証拠にね、智紀は今でも私と連絡を取り合っていて、いつでも会ってくれるの。彼が大事にしているのは、あなた自身ではなくて〝社長令嬢〟という肩書きだけ。それを忘れないで」

　彼女の言葉が私の胸に突き刺さる。

　海里の時にはその肩書きは何の役にも立たなかったのに、今は逆にそれだけが取り柄ってこと……？

　今日智紀は、肩書きだけじゃないと言ってくれた。でも、それが本心だったのかと問われると、途端に自信がなくなってきた。

　それに、『いつでも会ってくれる』って……。ふたりで会っていたのはあの日だけじゃないの…‥？

「私、もう戻りますから……」

　これ以上ここにいても不愉快な言葉を聞かされるだけだ。

　そう思い、半ば逃げるようにドアに手をかけると、背後から里奈さんの声がした。

「ねえ、知ってる？　涼子さんも智紀が好きなのよ？」

「え……？」

　なんで里奈さんがそこまで知っているの？

　呆然としながらも、ゆっくりと振り向く。

　すると、彼女は挑発めいた口調で続けた。

「親しい人たちの間じゃ、けっこう有名な話なのよ。涼子さんって、たまに周りが見えなくなるから。彼女が智紀を好きなのは私もお見通し。でね、百瀬副社長に相談しようか迷ってるの」

　それを想像したら、胃がキリキリと痛みそうだった。

「兄に……？　なんでですか？」

　里奈さんは本気で智紀を取り返すつもりなのかもしれない。そのためならどんな手段も問わないとか……？

　嫌な感じに鼓動が速くなるのを感じる。

「だって、自分の恋人が親友を好きだなんて知らないままいたら、百瀬副社長がお気の毒でしょ？　それに、いつまでも涼子さんにつきまとわれるのは迷惑なの」

「つきまとうって……。そんな言い方はヒドイじゃないですか」

　思わず口調を荒げると、里奈さんはキツイ視線を向けた。

「どっちがヒドイのよ。涼子さんもあなたもなにもかも持ち合わせている。その上、智紀にまで手を出さなくてもいいじゃない」

「それ、どういう意味ですか？」

　里奈さんの口ぶりだと、まるで私たちをうらやんでるようにも聞こえる。

　涼子さんをそう思うならまだしも、かわいくて才能のある彼女が私のどこをうらやましく思うのだろう。

「あなたに話すようなことじゃないから。とにかく、このことを百瀬副社長に話したら、由香さんの政略結婚も白紙になるかもしれないわね。あなたたち、まだ結婚してないんでしょ？」

「そうですけど……。それが目的なんですか？」

　ア然とするほど汚いやり方に、腹がたって仕方ない。

　大体、そんなことをしたって智紀に嫌われるだけのはず。

「そうよ、目的はあなたたちを別れさせること。どんな手でも使うから覚悟しておいて」

　里奈さんはそう言い放つと、私を押しのけてドアを開けて出ていった。




「嶋谷副社長の婚約者の方ですよね？　初めまして。私、中なか園ぞの 桜さくらといいます」

　重い足取りでエレベーターへ向かう途中、今売り出し中の若手女優に声をかけられてしまった。

「は、初めまして。百瀬由香です……」

　確か、先月行われた『金の卵コンテスト』でグランプリを取った二十歳の女の子だ。審査員のひとりに智紀がいたことは知っていたけど、あまりに自分に関係なさすぎて、会話にも上らなかったっけ。

　私を見つめるキレイな二重の目は吸い込まれそうなほど大きくて、白くて透き通る肌にはうらやましいほどの艶がある。とにかく顔が小さく、栗色のロングヘアを緩やかに巻いていて、花の香りがほのかに漂ってきた。

　身長は一六五センチくらいか、少し見上げる感じだ。

　私と同じようなベージュのニットとフレアスカートを履いているのに、こんなに垢抜けるのだから、さすがとしかいいようがない。

　ぼうっと見とれていると、桜さんがクスッと笑った。

「そんなに私が珍しいですか？」

「あ、いえ。すいません……。ジッと見ちゃって、失礼でしたよね」

　苦笑いでごまかす私を桜さんはクリッとした目で見つめた。

「私から言わせてもらえば、百瀬さんのほうが珍しいです。だって、あの百瀬副社長の妹さんで、嶋谷副社長のご婚約者だなんて、絵に描いたようたようなお姫様みたいな方ですもん」

「お、お姫様ですか？」

「そうですよ。社長令嬢だなんてうらやましい」

　目をキラキラさせて満面の笑みを浮かべる桜さんに、私はやっぱり苦笑いしかできない。

　私には社長令嬢という肩書きがどうしてもついてまわるけど、そこに自分自身が置き去りにされている気がして、この言葉は好きじゃなかった。

「あの、じゃあ私はこれで……」

　さっき里奈さんと殺伐とした会話をした後だからか、桜さんの人懐っこい雰囲気に気後れしていた。

　早々と立ち去ろうとすると、桜さんが呼び止めてきた。

「あ、百瀬さん。嶋谷副社長にはこれからたくさんお世話になるので、どうぞよろしくお願いします。でも、変な誤解はしないでくださいね。私は副社長推しじゃなくて、海里推しなので」

『海里』という言葉に、一気に青ざめる。

「もしかして桜さんは、海里のファンなの？」

　元々、海里という芸名で活動しているから、私が呼び捨てにしても違和感を抱く人なんていない。だけどこの名前を口にすると、付き合っていた頃の彼を思い出して、切なさが蘇ってくる。

「はい。子どもの頃からのファンで、彼に憧れて芸能界を目指したんです。活動休止はショックだったけど、また復帰するじゃないですか？　だから、きっと会えると信じて、がんばろうと思ってるんです」

「そ、そうなんですか……」

　やっぱりここは私が出入りする場所じゃない。気楽に足を運んでいたら、いつかは海里に会いそうだ。

「じゃあ桜さん、今度こそ本当に失礼します」

　とにかく早く局を出ようと思い、桜さんに会釈をすると、なぜだか今度は腕を掴まれた。

「なんですか……？」

「よかったら、連絡先を交換しません？」

　涙目になりかけた私に、彼女は明るい調子で言った。

　私のスマホのアドレスに、まさか売り出し中の女優が仲間入りするとは思わなかった。ただでさえ登録されている友達の件数が少ないというのに、【中園 桜】という名前はその中でひときわ目立っている。

「それじゃあ、百瀬さん。また連絡しますね」

　満足そうな顔をした桜さんは、私にそう言い残すとスタジオに向かっていった。

「いったい、今日はどうなってるんだろう」

　どっと疲れを感じて、廊下で大きなため息をついた。

　智紀とのデートで終わるはずが、元カノからは宣戦布告されるわ、期待の若手女優に声をかけられるわで、神経がすり減った気がする。

　それに里奈さん、本当にお兄ちゃんに言う気なのかな……。でも、たとえそのつもりでも証拠がないんじゃ、お兄ちゃんに聞き流されるに決まっている。

　やっぱり里奈さんのことも涼子さんのことも、ちゃんと智紀に聞いたほうがいいのかもしれない。

　ひとりで悶々と考えていても、答えなんて出ないのだから……。










知らなかった自分




　ようやくマンションにたどり着くと、タッチの差で智紀が帰っていた。リビングに入ると、スマホ片手に驚いた顔でこちらを振り向く。

「ただいま、智紀。早かったのね。どこかに電話中だった？」

『智紀は今でも私と連絡を取り合っていて、いつでも会ってくれるの』

　さっきの里奈さんの言葉がリフレインされて、一瞬嫌な予感がする。

　まさかその電話は、里奈さんってことはないよね……？

　すると智紀はスマホをリビングテーブルに置くと、足早に私の側へ来た。

「由香に電話しようと思ってたんだよ。帰ってきても、いないから。心配したろ？　まさか、ずっとテレビ局にいたのか？」

　苦い顔で彼に言われるのももっともで、壁かけ時計をチラッと見ると、二時間はあそこにいたことになる。

「うん。ごめんなさい。ここまで遅くなるつもりは……」

　小さくなる私に、智紀は両手を腰に当ててため息交じりに言った。

「まさか、海里に会いに行ってた？」

「ええっ？」

　もう私たちが恋人同士だったことを突き止めたの？

　あからさまな動揺を見せる私に、智紀はさらに顔を近づける。その眉間には深くシワが刻まれている。

「図星なんだろ？　やっぱり由香もファンだったか」

　わざとらしくため息をついた智紀は、ソファにぐったりと座り込んだ。

「ファン？」

　てっきり過去を知られたのかと思ったけれど、違うようでホッとする。同時に、なんのことを言っているのか分からず、彼の隣に座って首を傾げた。

「今日、ウチの局で海里がゲスト出演する番組の収録があったんだ。前から局内のスタッフの間でも噂になっててさ。今日も、みんなの話題がそれでもちきりで。だから、てっきり由香もその噂を耳にして、見学してたのかと思ったんだよ。ごめん、また余計なヤキモチを妬いた」

「し、知らない。そうだったの？」

　噂を聞く余裕がないくらい、里奈さんと桜さんに捕まってたんだから……。それにしても、なんという怖い偶然だろう。あの局のどこかに海里がいたなんて。

　驚きで心臓がバクバクする。

　しかも、智紀は私が海里のファンだと勘違いしていたみたいだし……。

「ふぅん、違うのか。海里って、ブランクがある割に人気が高くて驚いたんだよな。あいつ、所属事務所がウチとライバル関係にあるから、ちょっと気になっててさ」

「へぇ……」

　そこは兄から聞かされた通りみたいだ。

「モデルだけにルックスは抜群だし、アメリカで演技の修行もしたらしく、これからは俳優業にも手を広げるらしい」

「俳優業も？」

　海里が俳優業にも興味があったなんて聞いたことがなかったから、思わず身を乗り出してしまった。

「おい、由香。やっぱりファンなんじゃないのか？　話に食いついてきたじゃないか」

　ネクタイを外しながら横目で睨む智紀に、笑顔を取り繕い否定する。

「ううん、そんなんじゃないよ。復帰して早々にいろんなことに手を出すんだなぁって思っただけ。こう見えても一応、出版社勤務だから。芸能情報もキャッチしておかなきゃね」

　我ながら苦しい言い訳をしたと思う。

　そんな私の言葉を鵜う呑のみにするほど、智紀も単純じゃない。さらに不審げな視線を向けてくる彼の気をそらすため、テーブルに置いてあったリモコンを手に取った。

「海里の話ばかりしてないで、せっかくだから一緒にテレビでも見ようよ」

「なんだよ、それ。テレビって……」

　テレビ局の副社長の割には、私の提案に不満げだ。

　だけど、その智紀を無視して適当にテレビをつけると、なんと本人が映っていてビックリしてしまった。

　画面には【セレブ著名人のプライベートを暴露！】というテロップが出ている。

「智紀がいる！」

　思わず声を上げると、隣の彼は少し恥ずかしそうに目を泳がせた。

「チャンネル、変えないか……？」

「なんで？　智紀がテレビに出るのって珍しいじゃない。私、見たい！」

　経済系の雑誌にちょくちょく出ているのは知っていたけど、テレビで見たことはほとんどない。だいぶ前に、真面目なトーク番組で見ただけだ。

　こういうバラエティ番組に出ることもあるんだ……。

　他には、引退した有名スポーツ選手や今話題のベンチャー企業の社長がいて、かなり華やかな雰囲気になっていた。

「すごいじゃない、智紀。こんな有名な人たちと出てるなんて。それにしても、なんでお兄ちゃんが出てないんだろ」

　口を尖らせると、智紀は呆れ顔を向けた。

「また『お兄ちゃん』か。祐也はこういう番組苦手だから。それより、テレビなんて消そう」

　無理やりリモコンを取ろうとする彼に抵抗するべく、私はそれを抱え込む。

　どうしてそんなに嫌がるのだろう。

　そう思っていたら、ちょうど司会者が智紀の名前を口にした。

《それにしても、嶋谷副社長は本当にイケメンだね。今まで、どんな人と付き合ってきたの？》

　その質問に、耳が一気にテレビに集中する。

　なんて答えるのか緊張しながら待っていると、智紀は私からなんとかリモコンを奪おうと腕を掴んできた。だけど、体を曲げて抱え込んでいる私から奪うのは難しいらしく、その間にも番組は進んでいく。

　すると、テレビから智紀の声が聞こえてきた。

《それは、いろいろと……。でも、かわいい子が多かったですよ》

　そう答えるのと同時に、番組内は《うらやましい》だの《有名人？》だのと盛り上がっている。

「かわいい子が〝多かった〟？」

　思わず呟いてしまう。

　そんな私の言葉を聞いて、智紀はテレビ本体の電源を切りに走った。

「最初からこうすればよかったんだ。せっかくゆっくりできるんだから、テレビなんてやめよう」

　ホッとしたようにため息をひとつついた智紀は、私の隣に戻ってきた。

　だけど、私はさっきの彼のテレビでの発言が気になって仕方ない。

『かわいい子が多かった』

　今まで付き合った人が里奈さんだけでなくても納得できる。私には苦手に映っていても、他の女性から見れば智紀は付き合いたい人だったのだろうから……。

　だけど、分かってはいても『多い』にはショックを受けた。その上、そこに『かわいい』までついていれば、なおさらヘコんでしまう。

「おーい、由香。なにをそんなに落ち込んでるんだよ」

　うつむいた私の背中を智紀は優しくつついている。

「別に……落ち込んでなんかないわよ。ただ……」

「ただ？」

　私の顔を覗き込む智紀は、口角を上げて優しく微笑んだ。

「かわいい子が好きなの？って思って……」

　おずおず口にすると、智紀は小さく吹き出した。

「なんだよ、そんなことが気になったのか？」

「笑わないでよ。だったら私のどこを好きになったのかなって思っちゃったの。やっぱり社長令嬢だから？」

　つい卑屈な発言をしてしまい、思わず視線をそらしてしまう。

　すると彼の両手が私の頬を包み込んだ。

「由香の気持ちは？　オレ、お前の気持ちをちゃんと聞いてないんだよな。プロポーズの返事はまだ待つ。だけどせめて、どう思ってるかだけでも教えてくれないか？」

　見上げると、真剣な眼差しでまっすぐに私を見る智紀がいた。

　当たり前のようにふたりで一緒にいることを未だに不思議に感じることもあるけど、同棲を始めたころより確実に私の気持ちは変わっている。それは自覚しているけれど、口に出すのは照れくさくもあり、簡単にはできなかった。

　口ごもっていると、智紀がフッと微笑んだ。

「オレが由香を意識し始めたのは、お前が高校生の時だったな」

「高校生!?　そんなに前からなの？」

　ふと明かされた智紀の気持ちに、ひたすら戸惑う。

「由香ってさ、オレの周りにいる女に比べて、自分の立場を鼻にかけたりしないだろ？　むしろおとなしくて謙虚で。そういうところにイライラしてたんだ」

「イライラ？」

　およそ好きとは結びつかないことを言われ、軽くショックを受ける。

　じゃあ、どこを好きになったというのだろう。

「そう、イライラ。なんでもう少し自分に自信を持たないかなとか、その卑屈なところは直せないのかなとか。そう思いながら見てたら、違う意味で意識し始めてさ。オレがそれを変えてあげることができないかなって」

「私を変える……？」

「ああ。お前にとっては迷惑な話かもしれないけどさ、変わりたくないとも思ってないように見えてさ」

　彼の鋭さに感心すると同時に、自分の気持ちをなにもかも見透かされているようで気恥ずかしい。

「……智紀の言う通りよ。元々そんな華美な家庭じゃなかったし、私自身の性格もあるんだと思う。だけど変わってみたいと思ったことがあるのも事実だし、それがうまくできなかったのも本当で……」

　ポロポロと言葉がこぼれてくる。

　智紀に私の話を聞いてほしい。私をずっと見てくれていて、こうやって気持ちを伝えようとしてくれる彼になら話せる。

「私ね、本気で好きになって付き合った人がいるの。もう数年前の話。だけど彼から、地味な私と並ぶと恥ずかしいとか、社長令嬢と付き合っても得することがなかったと言われて……。それが今でもトラウマなの」

　兄にすら話せなかったことだからか、話し終えた私の心は少しスッキリしていた。

　同時に、海里との切ない思い出をずっと抱え込んでいたのだと自覚する。

　本当は誰かに聞いてほしかった……というより、分かってくれる人に聞いてほしかったのかもしれない。

「由香にもそんな男がいたんだ。全然知らなかったから、驚いたな」

　少し引きつった笑顔の智紀を見て、早くも後悔が押し寄せる。

　つい感情のままに話してしまったけど、彼には反応に困る内容だったかもしれない。

「ごめんね、変なこと言っちゃった。やっぱり忘れて」

　笑いながらごまかすと、智紀は急に真面目な顔つきに変わった。

「変なことじゃないだろ？　そりゃあ元カレの話はショックだったけど、由香がそんな辛い経験をしてたのがビックリだったよ」

「……智紀も同じように思わない？」

　華やかな人たちを見慣れている智紀に、私はどう映るのだろうと考えてしまう。

　だけど彼は、ゆっくりと首を横に振った。

「思わない。オレは由香の見た目に惹かれたわけじゃない。地味だろうが派手だろうが関係ないよ」

「社長令嬢って立場は……？」

　恐る恐る問いかけると、智紀はさらに首を振った。

「それこそ、ますます関係ないだろ？　政略結婚は、由香を自分のほうに向かせたくて取ったオレのズルイ手段だ。お前の立場が欲しいんじゃない。由香自身が欲しいんだ」

　智紀の力強い口調に、胸がだんだん高鳴ってくる。

「私自身……？」

「そう。由香はオレの前だとあまり笑わなかっただろ？　もっと笑わせたいとずっと思ってた。周りにはオレに媚こびを売る女ばかりで、由香だけは違って見えたから」

　私にそんな気持ちを抱いてくれていることを純粋に嬉しく思う。

「智紀……。ありがとう」

　不覚にもじわりと涙が浮かんできたのを智紀は見逃さなかった。

「なかなか気持ちを切り替えるのも難しいとは思うけど、オレを信じてほしい。元カレとは違うから」

「うん」

　まさか私を受け止めてくれるのが智紀だなんて、およそ一カ月前には想像もできなかった。そして、私の心の変化も……。

「人を好きになることが少し怖かったの。自分に自信もなかったし……。でも、そんな私を智紀は受け止めてくれる。だから……」

「だから？」

　期待が入り混じった笑顔で、智紀は私を覗き込んできた。

　恥ずかしいけれど、自分の気持ちに素直になれたら、いつもの毎日も違ってくるのかもしれない……。

　小さく深呼吸をひとつして、ドキドキする気持ちを抑えながら言葉にした。

「智紀を好きになったの……」

　顔が熱くなってきて、彼を直視することができない。

　すると智紀は、そっと私を抱きしめた。

　智紀は柑橘系の匂いが好きらしく、身につけるコロンも同じ系統のもの。歩いているだけでもふわりと香るその匂いは、抱きしめられるとより強く感じられた。

「夢を見ているみたいだ……」

「夢だなんて、ちょっと大げさすぎるよ」

　胸に顔を埋めたまま言うと、智紀は抱きしめる腕の力を強めた。

「だって由香は、オレがずっと想っていた女性だったんだから。その由香から好きだって言われたら、夢を見ているみたいに感じるだろ？」

「でも……その割にはかわいい子とたくさん付き合ってきたんだよね？」

　テレビの中の言葉が忘れられず、つい言ってしまうと、智紀はその場にゆっくりと私を倒した。そして見下ろしながら、バツが悪そうに口を開いた。

「正直、由香を忘れるために付き合ってたようなもんだったから。最低だと思うだろ？」

「うん。ちょっと……」

　反応に困りつつも、胸がキュンと締めつけられる自分に呆れてしまう。そこまで誰かに想われたことなんて一度もなかったから。

　だけど私の返事は智紀を落ち込ませてしまったようで、私から離れるとソファに座り直して肩を落としている。

　その姿がいつもの彼とは違いすぎて、私も慌てて隣に座り直すと顔を覗き込んだ。

　すると智紀は、うなだれたまま私に視線を向けた。

「それくらい好きなんだよ、由香のことが。政略結婚も賭けみたいなものだった。もし由香に拒まれたら諦めるつもりだったんだけど……」

「そうだったの？」

　パーティーでのプロポーズにはどこか脅迫めいたものを感じたから、智紀がそんなふうに想ってくれていたなんて思いもよらなかった。

　だからか、彼の気持ちを知れば知るほど、そのギャップに気持ちがかき乱される。

「そうだよ。ようやく由香が心を開いてくれたのに、それを失うのは……嫌だな」

　自業自得なのかもしれないけど、と呟いた智紀をなぜだか愛おしく感じてしまった。その瞬間、自然と智紀の手に自分の手を重ねていた。

「由香？」

　智紀の戸惑いを感じながら、少しずつ体を近づける。一度彼の目を見つめると、ゆっくりと唇を重ねた。

　自分からキスをするなんて人生で初めてだ。まさかこんなに緊張するものだとは思わなくて、唇を重ねたまま動けない。

　きっとこの姿を客観的に見たら、情けないんだろうな。

　そう考えたら、衝動的な行動を後悔しなくもなかった。

　だけど私がキスをした数秒後、智紀がそれに応えてくれて、その気持ちはあっという間に吹き飛んだ。

「と、智紀……。苦しい……」

　息が止まるほどの激しいキスに、私の呼吸は乱れていく。

「由香からキスをされたんだ。オレの理性なんて、もうなくなったよ」

　舌を絡ませながら、智紀はその場に私を押し倒す。そしてじれったそうな手つきで、私の服を脱がせた。

「智紀、ここでするの……？」

　ソファの上というのが抵抗あるけど、智紀はまるで気にする様子もなく私の唇を塞いだ。

　私の体に伸びてくる手の動きに、こっちの理性も飛んでいく。自然と彼の体に手を回し、甘い声を漏らす。

　少しでもいいから自分を変えたい。彼に釣り合う女性になりたい。

　智紀を好きな気持ちに素直になれたら、自然とそう思えた。

　そんな自分が少し好きになった。




「なるほどな。久しぶりに由香から呼び出されて、なにかあったのかと心配したら、まさか美容院を紹介してくれって……」

　休み明け、終業後に兄を近くのカフェへ呼び出して事情を説明すると、苦笑いをされてしまった。

「ごめんね、お兄ちゃん。忙しいだろうとは思ったんだけど、教えてもらえたらなって……。今夜は智紀は遅いから、美容院に行くにはいいチャンスなの」

　両手を顔の前で合わせて小さくなる私に、兄は「やれやれ」とため息をついている。

　行きつけの店を持たず浮気ばかりしていた私には、信頼できる美容院がない。せっかく一大決心をしてイメチェンを図ろうとしているのだから、美容院選びは失敗したくなかった。

　その点、兄なら涼子さんのツテもあり、いい店を知っているはずだ。

　そんな期待を込めて、聞いてみた。

「由香の気持ちは分かるけど、大事なのは見た目じゃないと思うけどな」

「それは分かってるの。だけど、まずは見た目からイメチェンをしたくて……。自分を変えるキッカケが欲しいから」

　もちろん、智紀の望みがそれじゃないことは承知している。だけど私自身は、それが少しずつでも自信を持てるキッカケになる気がしていた。

　すると、兄は少し宙を見上げて考えてから、名刺ケースを取り出した。

「由香がそこまで言うなら協力するよ。確か名刺があったはずだ……。これこれ。この人を訪ねたらいい」

　そう言って差し出してくれた名刺には、【ＭＡＲＩＮＥマリン代表 篠しの塚づか佐さ江え】と印刷されていた。

「マリン!?　あの有名な美容院だよね？」

　確か、予約が一年待ちと聞いたことがある超人気サロンだ。

　その代表の名刺を興奮気味に見つめていると、兄のクスクス笑う声が聞こえてきた。

「やっぱり知ってたか。彼女は涼子の担当でもあるんだ。オレからの紹介って言えば切ってくれるから」

「ほ、本当……？　だけど代表なんて、きっと売れっ子の方なんでしょ？　突然訪ねて大丈夫かな」

　いくら兄の紹介とはいえ、無茶な気がする。

　だけど、兄は小さく頷くとニッと微笑んだ。

「大丈夫。由香は印籠をふたつ持っているのと同じだから」

「印籠？」

　兄のその言葉の意味は、サロンへ着いて実感した。

　白い装飾の都会的で洗練されたその店は予想通り混雑していて、予約なしでは切ってもらえない雰囲気だ。

　だけど名刺を差し出して名前を告げた途端、奥から佐江さんが出てきた。

「いつかは来ると思ってたのよ。初めまして由香ちゃん」

　髪を後ろでアップにして、白色のＴシャツとモスグリーンのサブリナパンツを履いている彼女は目の大きな美人だ。

「智紀との婚約おめでとう。さあ、こっちへ来て」

　奥の座席へと案内してくれた佐江さんは、笑顔で鏡越しに私を見た。

「あの、突然来てお邪魔じゃなかったですか？」

　私が来店したことにまるで驚かない佐江さんが不思議だ。

　おずおずと聞くと、彼女はケラケラ笑った。

「全然。今日はちょうど、さっきまで別の仕事で出てたから予約は入れてないの。由香ちゃんラッキーだったわよ。さすが祐也の妹で智紀のフィアンセだけあるわね」

「ありがとうございます……。ところで佐江さんは、兄たちと親しいんですか？」

「ええ。私たち三人は親友同士なの。男女を越えた貴重な関係。だから、ふたりから由香ちゃんの話は聞いてたわよ」

「私の……ですか？」

「そうよ。祐也にとっては溺愛する妹で、智紀にとっては切ない恋の相手」

「切ない……？」

　キョトンとする私に、彼女は茶目っけたっぷりの笑顔を向けた。

「うん。ずっと聞いてたから。親友の妹を好きだって話。だから、ふたりの婚約発表を聞いて驚いちゃった。いわゆる政略結婚ってやつなんでしょ？　でも今ふたりが愛し合えてるなら、キッカケはなんでもいいわよね」

「あ、愛し合ってる!?」

　サラリとすごいことを言われて、思わず声がうわずった。

　確かに智紀のことは好きだけど、『愛し合ってる』だなんて恥ずかしすぎて簡単には頷けない。

「だって左手薬指に指輪してるじゃない。嫌なら、外してるでしょ？」

「そ、そうですね……」

　照れくささで肩をすくめていると、佐江さんが私の髪をすくい上げた。

「緩く巻こうか？　色も栗色っぽくして……由香ちゃんの場合は、前髪は眉毛より上ね」

　鏡に写る彼女は、さっきまでの穏やかな雰囲気とは一変して、真剣な眼差しをしている。

　その切り替えに圧倒されつつ、途端に不安が覗く。

「前髪が眉毛より上って大丈夫ですか？　かなり顔立ちが目立つ気がして、自分に似合うか自信がないんですけど……」

　しかも緩く巻いてカラーも入れるだなんて、今までの私とは正反対だ。

「似合うと思うよ？　由香ちゃんはかなりキレイな顔をしているし、前髪は短いほうが絶対にいいって。それに、全体的に明るく軽い感じにしたほうが華やかでいいよ」

　華やかさなんて、一番苦手な分野なんだけど……。

　ますます気が弱くなる私に、佐江さんは思い出し笑いをした。

「昼間は智紀に呼び出されたし、ふたり揃って同じ日にイメチェンなんて、本当に仲がいいのね」

「え？　イメチェンって、まさか智紀も髪を切ったんですか？」

　驚く私に、佐江さんはキョトンとした。

「あれ、聞いてないの？　突然呼びつけられたのよ。ヘアスタイル変えたかったらしいわ」

　佐江さんを簡単に呼びつけられることにも驚きつつ、急なイメチェンにもビックリしてしまった。

　だけど、どういう心境の変化なんだろう。

　そんなことを思っている間にも、私のイメチェンは着々と進んでいった。




　二時間半という時間を費やし、佐江さんが満足げな笑みを浮かべて私の肩を叩いた。

「でき上がり！　すごくかわいくなったでしょう？　きっと智紀も惚ほれ直すわよ」

「これが、私……？」

　そこに映る私は、今までのどこかおとなしげなイメージとは違い、明るく華やかな雰囲気に変わっている。前髪も短くなったことで、かえってバランスがよくなっているから不思議だ。緩やかな巻き髪も、顔立ちを柔らかく見せていた。

「由香ちゃんって美人だわ。ここからテレビ局まですぐだから、顔を出してみたら？　どうせ智紀はまだ仕事でしょ」

「はい……。そうしてみます」

　ヘアスタイルが変わった智紀を見てみたい。それに佐江さんにも私の話をしてくれていたのは、かなり嬉しかった。

　おかげで私の心はときめいてしまい、彼に会いたいと純粋に思っている。

　ただ、私の変貌ぶりにどう反応するのか、それを考えると緊張してしまうのも本音だった。

「本当にありがとうございました」

　ヘアスタイルだけでなく心も軽くなった感じがして、佐江さんに頭を下げるとサロンを出る。

　外まで見送りに出てくれた彼女は、最後にニッと微笑んだ。

「親友の私が言うのもおかしいけど、智紀ってば、かなりかっこよくなってるわよ。楽しみにしててね」

「そうなんですか？」

　どんなふうになったのか、本当に楽しみだ。

「うん。きっと智紀も由香ちゃんのかわいさにビックリするわよ。じゃあ、また来てね」

「はい、ありがとうございました」

　気持ちがはやり、自然と足が速くなる。

　ヘアスタイルを変えただけなのに、こんなに心が浮き立つとは思わなかった。

　海里の時は我流のイメチェンで完全に失敗したけど、今回は違う。佐江さんの魔法にかかって、自分が少し変わったみたいだ。

　知らなかった自分を感じられて、ドキドキと胸が高鳴っていた。










海里との再会




「由香！」

　テレビ局に入ることにはだいぶ慣れてきて、すんなりと中へ入ると、タイミングよく智紀が駆け寄ってきた。

「智紀、どうしてここに……？」

　そう言いつつも、彼のヘアスタイルに目が釘くぎ付づけになる。

　トレードマークのライオンのたてがみヘアはなくなり、サイドは少し耳にかかるくらいに短くなっていて、前髪も眉毛にかかる程度に軽く流している。襟足もすっかり切られていて首筋が見えていた。

　髪色も黒に変わっていて、今までの派手な印象から、すっかり落ち着いた大人の雰囲気を醸し出している。

　いったい、どういう風の吹き回しなんだろう。

　あまりの変わりぶりにア然としてしまうけど、佐江さんの言う通り、かなりかっこよくなっている。

　こんな雰囲気も似合うんだと思ったら、智紀に惚れ惚れしてしまった。

　そんな彼は、私のイメチェンにどう反応してくれるだろう。

　期待たっぷりに言葉を待っていると、智紀は険しい表情を向けた。

「なんで、ここに来たんだ？　遊ぶ場所じゃないんだ。気安く来るんじゃない」

「え？」

　予想もしていなかった厳しい言葉をすぐには受け入れられず、呆然としてしまった。

「まったく、さっき佐江から連絡が来た時には驚いたよ。あいつになにを言われたか知らないけど、口車に乗せられるんじゃない」

　智紀は大きくため息をつくと、私の背中に手を回した。

「外でタクシーを拾うから、早く帰れ」

　どうしてそんなに冷たい言い方をするんだろう。ヘアスタイルが変わったことに気づかないはずがないし、智紀なら私のイメチェンが大きな意味を持つことくらい分かってくれると思っていたのに……。

　それを、まるで話題に触れないどころか、頭ごなしに『帰れ』と言われて、かなり傷ついてしまった。

　今までここに大した意味なく私を連れてきたのは智紀のほうじゃない。

　そんな恨み言を心の中で呟きつつ、彼に反抗もできないまま局を出ようとした時だった。

「智紀！　急いでよ。撮影が押してるのよ」

　里奈さんの声がして反射的に振り向く。

　すると彼女は私の姿を見て、目を丸くした。

「由香さん!?　かなり印象変わりましたね。驚きました。似合うじゃないですか」

　智紀の前だからか、私に宣戦布告をした勢いは消えている。むしろ人懐っこい、感じのいい人に変わっていて呆れる。

　それにしても智紀より先に彼女に褒められるなんて、少しも嬉しくない。

「悪い、里奈。由香をタクシーに乗せたらすぐ行くから、先に戻ってて」

　なぜだか智紀は焦った口調で、里奈さんに言った。

　まさか私が彼女と顔を合わせることを嫌がっている？

　智紀の元カノを前に、そんなことまで考えてしまった。

「ええー、由香さん帰るの？　せっかくだから見学してもらえばいいじゃない。あ、そうだ！　穴が開いたエキストラの人、由香さんに代役してもらったら？」

「それはダメだ。大体、由香は素人だろ？　いくらエキストラでも由香には務まらないよ」

　里奈さんが唐突に言ったことに、智紀の焦りがますますあからさまになる。

　話の中身はいまいち把握しきれないけれど、智紀の言い方はさっきから腹がたつ。なにがなんでも私をここから追い返したいみたい。

　そんな彼の姿に少し反発してみたくなった。

「エキストラって、ドラマの撮影でもしてるんですか？」

　不本意だけど里奈さんに話しかけると、彼女はゆっくりと頷いた。

「そうなんです。といっても、連ドラじゃなくて二時間もののスペシャルドラマ。今日は、後は海里と桜さんのシーンで終わりなんだけど、急きょエキストラの人が来れなくなって困ってたんですよ」

　突然出てきた元カレの名前に、私は一瞬固まる。

　まさか今日ここでドラマの撮影をしていたなんて思わなかった。ましてや桜さんも一緒だなんて、さらに驚きだ。

　だけど、ここはなんとしても智紀に過去を疑われないように平静を装わないといけない。

「ドラマの撮影なんですか……。バタバタしてるところに来たみたいで、すみません」

「そうなんだよ。だから由香、お前は帰ってほしいんだ」

　智紀はどうしても私に帰ってほしいみたいだし、私だって海里に会いたくない。それに、会ったところで彼が私に対してどんな反応を見せるのか、怖くもあった。

　ふたりを残すのは気がかりだけど、仕方ないからおとなしく帰ることに決めた。

「分かった、私帰るから」

　智紀にそう言うと、彼はホッとした表情を浮かべている。

　そんなに嬉しいのかと複雑な気持ちでいると、里奈さんがとっさに私の腕を掴んだ。

「待って。由香さんも行きましょうよ。せっかくかわいくしたのにもったいない」

「いえ、いいです。このまま帰りますから」

　手を振りほどこうにも、里奈さんは細い腕の割に力が強くて、それができない。

　どうしても彼女は私を撮影場所まで連れていきたいようで、それも謎だった。

「里奈、しつこいぞ。手を離せ」

　智紀は少し周りを気にするように、里奈さんを小声で制する。

「由香さんが来ちゃいけない理由はないでしょ？　副社長の婚約者が見学なら、みんな許してくれるって」

　さらに強引に引っぱる里奈さんに、私の足は一歩、また一歩と進まざるを得ない。本当は無理やりにでも帰りたいところだけど、周りの人たちがこちらを珍しげに見ていて、これ以上の抵抗はできない。

　彼らの服装や持ち物を見る限り、ここのスタッフなのは一目瞭然だ。そんな中、副社長の智紀に、局内で頻繁に顔を合わせているであろう里奈さん、そしてその彼女に手を引っぱられる私は自然と目立っている。

　ヘタに騒いで、智紀に迷惑をかけるわけにはいかなかった。

　里奈さんの頑なな態度に智紀も諦めたのか、がっくりうなだれた。

「分かったよ。だけど由香はオレの側で見学しろ。それから、エキストラの穴埋めは絶対にダメだ」

「あ、当たり前じゃない」

　彼の強い口調に、私は慌てて返事をする。

「由香さんも海里に会えばテンション上がるわよ。なにせ本当に華があるから」

　その言い方は、どこか嫌みっぽく、わざとらしい。

「は、はぁ……」

　苦笑いを返しながらエレベーターに乗り込む間際、チラッと智紀に目を向けた。

　相変わらず仏頂面で、機嫌の悪さがよく分かる。だけど髪を切ったことで、本当に以前よりもいい意味で男前になっていて、私の胸はドキドキしていた。

　ヘアスタイルひとつで印象は変わるものなんだなぁ。智紀も意外と知的な雰囲気を持っていたんだと初めて知った気がする。

　でも、なんで突然イメチェンをする気になったんだろう。理由が知りたい。……いやいや、そんなのんきなことを考えている場合じゃない。なにかの拍子に海里との過去を知られるかもしれないし……。そうなったら、黙っていたことを彼はどう思うだろう。

　そんなことを考えながら智紀を見つめると、彼もふとこちらを向いて目が合った。

　やっぱり苦い顔をしていたけど、優しく髪を撫でられて一瞬、海里が頭から消え去った。それよりも早くふたりきりになりたいと、思ってしまったから。




「お待たせしましたぁ。エキストラの穴埋めは、副社長のご婚約者様に決定でーす！」

　エレベーターを降り、十階奥のスタジオに入るとすぐに里奈さんが室内に響き渡る声で言った。

　真っ先に慌てた素振りを見せたのは智紀で、彼女にキツイ視線を向けた。

「さっき、それはしないと言ったろ？」

　声のトーンを抑えながらも、口調そのものは厳しい。

　だけど里奈さんは悪びれた様子もなく、智紀から目をそらしている。

　それにしても、海里はどこにいるのだろう。スタジオには、スタッフと桜さんしか見当たらない。

　緊張しながら辺りを見回していると、私に気づいた桜さんが小走りで駆けてきた。

「百瀬さん？　すごく素敵な雰囲気に変わってるじゃないですか！　もしかして、この撮影のためですか？」

　カジュアルなパンツルックの彼女は、屈託ない笑顔で私の手を取った。

「いえ、違います。それに、ここには勢いで来ちゃっただけで、なにをしているのかもよく分かっていませんし」

　引きつった笑みを彼女に向けて弁解していると、背後から懐かしい低い声が聞こえてきた。

「由香、久しぶり」

　その声に、心臓が跳ね上がりそうになる。ゆっくり振り向くと、海里が立っていた。

「か、海里……」

　雑誌で見るよりずっと垢抜けた感じの彼は、今朝までの智紀のヘアスタイルにとてもよく似ている。

　桜さんと同じくカジュアルスタイルで、胸にはシルバーのネックレスを着けているけど、そのチャームを見てさらに固まってしまった。

　なぜならそれは、私とのペアリングだったから。

　少し太めのプラチナの指輪で、真ん中にペリドットの四角形の宝石が組み込まれている。ペリドットは八月生まれの私の誕生石で、海里がオーダーして作ってくれたリングだった。

　まさかまだ持っているとは思わなくて、指輪から目を離せない。

　私のものはジュエリーボックスの奥にしまい込んだままだというのに……。

「あれ？　海里さんと百瀬さんって知り合いなんですか？」

　興味津々の桜さんに、海里はニコリとして答えた。

「ああ、オレが留学する前に友達だったんだよな。けっこう仲がよかったんだよ」

　ここで私たちが付き合っていたことを話すわけにはいかないから、『友達』という言葉も納得できる。だけど、中途半端に知り合いと名乗るくらいなら、他人の振りをしてくれてもいいのに。

　ヘタに知り合いだとバレて、智紀にどう思われたか……。大体、どうして今さら指輪を身につけているんだろう。

「すっかり感じが変わってるな。似合ってるじゃん。由香は改めて見ると美人なんだな」

　付き合っている頃には全然言ってくれなかったセリフを、久しぶりの再会で並べ立てられて戸惑いを覚える。

　海里は一歩私に近づいて、私の手を優しく取った。そして、半歩後ろにいる智紀に目を向けた。

「嶋谷副社長、由香さんを借りていいですか？　撮影がかなり押してるし、彼女ならエキストラの穴埋めができると思うんですが」

「えっ、いや私は……」

　里奈さんも言っていたけど、エキストラとはなにをするんだろう。

　すると、私の横に智紀が並んだ。

「由香には無理だよ。彼女は演技の経験がない。それより手を離してくれるかな？」

　努めて冷静に、私から見たら怖いくらいの愛想笑いを浮かべて智紀は言う。

　そんな智紀の言葉を、海里は余裕の笑みで無視している。それどころか、責任者と思われる中年のオジサマに向かって言った。

「いいですよね？　オレと桜ちゃんの後ろを歩くだけですよ？　演技ってほどのものじゃないから」

　まさか撮影に参加するってこと!?　いくら後ろを歩くだけとはいえ、本来はどこかの劇団や芸能事務所の人がするはずだったんでしょ？　それに私、こういう脚光を浴びるようなことは苦手だし……。それは海里も知っているはず。

　それなのにアッサリと提案する海里に困ってしまった。

「いやぁ……でも嶋谷副社長が反対されている以上……」

　ハッキリしない物言いで、オジサマは困惑している。さすがに智紀の反対を押し切るまではできないみたいだ。

　チラリと智紀を見たオジサマから目をそらすと、海里はもう一度智紀に向き直った。

「ダメですか、副社長。彼女は引っ込み思案なところがありますが、こういう経験はプラスになると思いますよ」

　私の手を強く握り直した海里は、まっすぐ智紀を見つめている。

　そんな彼を、智紀は眉間にシワを寄せて見ていた。

「いいじゃない、智紀。後ろを歩くだけよ？　これっきりのことだし、なにより時間が押してる」

　それまで黙っていた里奈さんが、智紀の腕を掴んで言う。

　わざとかどうか分からないけど、彼に少しでも触れられることが嫌で仕方なかった。

　そう思うと、海里が私の手を握っているのも、きっと智紀には不快だろうと感じて、手を振りほどこうと試みる。

　だけど海里はますますその手に力を込めて、私の抵抗を封じた。すると……。

「分かった。不本意だが、今回限りってことで許そう。ただし、由香がやりたいと言えばだ。さっきから彼女の意見はまるで無視をして話を進めている」

　智紀は険しい顔のまま、誰に言うでもなく全体を見回しながら言った。

　それには、さっきまで強引だった里奈さんや海里も黙ってしまっている。

「どうする？　由香が嫌ならやる必要はない。こういうのが苦手なのは知ってる」

　智紀の優しい口調に、私は勇気をもらった気がする。

　本当はテレビになんて映りたくはない。それに、海里との再会も嬉しくない。

　今すぐにでも帰りたいくらいだ。でも、ここには私を受け止めてくれる智紀がいる。だから、大丈夫。せっかくイメチェンをして、自信のない自分を変えようと思ったんだもの。これもいいキッカケになるかもしれない。

「私、やってみる」

　そして私は、急きょエキストラで撮影に参加することになった。

　説明によると、メインである海里と桜さんがカフェで話をしているという設定らしく、スタジオ内にお店がセッティングされている。そのふたりが話す後ろの席に向かって歩くというのが、私の役目らしい。

「由香、これは外しときなよ」

　撮影の準備が完了したところで、海里が私の指輪に触れた。

「えっ？　でも、これは大事なものだから……」

　とっさに手を引っ込めると、彼は顔をしかめた。

「一応顔が映るから、由香だって分かる人もいる。その時にこの指輪をしていたら、すぐに副社長からもらったものだとか詮索されて、いろいろネットとかで書き込まれて面倒くさいと思うけどな。だから副社長に預かってもらいなよ」

　よく見ると、海里もネックレスを外していた。

「う、うん……」

　しぶしぶ指輪を取ると、腕組みをして険しい顔つきで立っている智紀のところへ向かう。

「指輪、預かってくれる？」

　恐る恐る差し出すと、智紀は無言で受け取った。

　撮影に参加するのを最後まで反対していたし、やっぱり気に入らないんだろうな。

　せっかくイメチェンをして少しずつでも変わろうと思っていたのに、こんな状況ではそれどころじゃない。

　仏頂面の智紀が気になりながらも、海里に促されて初めての撮影に挑む。

　桜さんが心なしか心配そうに私を見つめていたけど、愛想笑いでごまかし、言われた通りに歩いた。




「はーい。お疲れ様でしたー」

　撮影開始から一時間後、ようやく終了した。

　もっと簡単に終わると思っていたけど、歩き方ひとつにも監督のこだわりがあってＮＧ続きだった。

　慣れない撮影に疲れたことと、結局足を引っぱって時間を延ばしたことへの申し訳なさでイスに座り込む。

「百瀬さん、お疲れ様でした」

　桜さんが声をかけてくれる。

「お、お疲れ様でした。本当にすいません。かえって迷惑をかけちゃって……」

　やっぱり見た目を変えたところで、中身が伴っていないなら、全然意味がないということみたい……。

「そんなことは気にしないでください。副社長は反対していたし、百瀬さんだって初めてだったんですから。それなのに、こちらが無理を言ったんですよ」

　膝立ちで私に視線を合わせてくれる桜さんの気遣いに、涙が込み上げそうになる。

　何度もＮＧを出される度に、これみよがしにため息をついていた里奈さんとは大違いだ。それに智紀は途中からいなくなっているし、落ち込む私にとって桜さんの優しさは心にしみた。

「ありがとうございます。桜さんにそう言ってもらえてよかったです」

　小さく笑顔を浮かべると、桜さんは周囲を確認してから私に耳打ちをした。

「海里さんが着替えに行っている間に、百瀬さんはもう帰ったほうがいいですよ」

「え？　どういうことですか？」

　一応海里にも挨拶くらいはしておくべきだと思っていただけに、彼女の言葉はかなり引っかかった。

「私、海里推しでしたけど、今日でやめにします。百瀬さんの味方ですから」

　ニコッと口角を上げた桜さんは、立ち上がると同時に私の手を引っぱる。そして、その弾みで腰を上げた私の背中を軽く押した。

「さあ、早く。またお会いできたらいいですね」

「は、はい……」

　いったいどういうつもりなのか、さっぱり分からない。だけど、それを聞く余裕はなさそうだ。

　促されるままスタジオを出ると、タイミングよく智紀が歩いてくるところだった。

「智紀！」

　思わず駆け寄ると、彼はスタジオのほうに目を向けた後で私に視線を移す。

「お疲れ。さっき撮影が終わったって連絡が入ったから。オレも仕事が片づいたし、さっさと帰ろう」

「うん……」

　やっぱりまだ機嫌が悪いみたいで、撮影のこともイメチェンについても全然触れてくれない。それどころか、足早に私の先を歩いていってしまった。




　帰りは車だったおかげで、スタジオを出てから帰宅するまで時間はさほどかからなかった。だけど、その間もまったく会話はなく、智紀は自宅へ戻ると早々に就寝準備を始めた。

　せっかくキレイにアレンジしてもらったヘアスタイルも、お風呂に入って崩れてしまっている。ドライヤーで乾かしながら整えてみたものの、佐江さんがやってくれたほどにはならない。

　崩れた髪をドレッサーの鏡越しに見つめれば、じわりと涙が込み上げてくる。

　その時、寝支度を済ませた智紀が寝室に入ってきた。

「由香、お前なんで隠してたんだ？」

「えっ？」

　意味が分からない質問を唐突にされて、彼を見つめることしかできない。その上、責める口調で言われたことに、さらにショックを受けた。

　すると、そんな私の反応にイライラしたように智紀は近寄り、見下ろす。

「海里のことだよ。お前たち、付き合ってたんだろ？　あいつが留学するまで」

「な、なんで知ってるの……？」

　血の気が引くのを感じる。手が少し震えていた。

「ちょっと耳にしたから」

　冷たい言い方に圧倒されて口をつむぐと同時に、兄の言葉を思い出していた。

　きっと海里のことを知るうちに、私たちの過去も耳にしたのかもしれない。

　よく考えれば、海里がどこまでの人たちに私との付き合いを話していたかまでは知らない。誰かが噂話として口にしていたとしても不思議はなかった。

「そっか……」

「あいつに未練があるのか？」

　智紀は険しい表情を崩さず、静かに言った。

「あるわけないよ。そもそも海里なのよ？　私のことをさんざん言った人は。トラウマはあっても、未練はないよ」

　必死に弁解しながら立ち上がると、すがるように智紀を見上げた。

「本当か？　あいつが今日持っていたネックレス、お前とのペアリングなんだろ？」

「ちょっと……なんでそこまで……？」

　まるで海里との過去を身ぐるみ剥がされているみたいで、気分はよくない。だけど、彼を責める余裕がないくらい驚いてしまった。

「あいつ、由香と別れてから特定の女はいなかったらしいよ。だから、あの指輪は由香とのペアリングだと思った。大体、男が意味なくネックレスに指輪はつけない」

　そこまで言われて、返す言葉が見つからない。

　それにしても、海里が私と別れてから特定の女性を作っていないのは予想外だった。

「お前もまだ持ってるのか？　あいつとの指輪」

「それは……」

「返事に困るってことは持ってるんだな。なんで？」

　不機嫌さを露骨に出されて、私は完全に怖おじ気けづいてしまう。

「捨てるタイミングを失ってたから……」

　恐る恐る答えると、智紀はますます苛立ちを募らせたかのように眉間のシワを深くする。

　その姿に、本当に泣きそうだ。

「へえ、タイミングねぇ。本当は大事な思い出なんじゃないのか？　それに、お前ヘアスタイル変えただろ。それも、海里が帰国してきたからじゃないのか？」

「え……？」

　思いがけない言葉に、心が一瞬固まった。

　さすがにイメチェンには気づいていたみたいだけど、海里のためにしたと思われるなんて心外だ。

「もしかしたら再会するかもとか、そんなふうに考えてたんじゃないのか？」

　本気で言っているなら、こんな残酷なことはない。私にとっては、ヘアスタイルを変えるだけでも勇気がいることだったから。

　変わるのは怖いけれど、変わりたい。それが自分の本音だと気づいたのは、智紀のおかげなのに……。

　涙がポタリとこぼれ落ちて、視界が滲にじむ。しかし智紀の動揺した表情は見ることができた。

「ヒドイよ、智紀。私は、あなたにかわいいって褒めてもらいたかった。あなたのおかげで少しは前向きな自分になろうと思えたのに……。無駄だったってことよね？」

「…………」

　明らかに狼ろう狽ばいしている智紀は、言葉を失っているようだ。

「結局私はなにもしないほうがいいんだって、よく分かった」

　嫌みを言ったって仕方ないと分かっているのに、気持ちを止めることができない。

「由香……」

　智紀がそっと手を伸ばしてきたけれど、反射的に払ってしまう。

「智紀のひと言で、私はなんでもできる気がしたのに……。智紀を信じた私がバカだった！」

　決して言ってはいけないセリフを彼に突きつけて、衝動的にマンションを飛び出した。










元カレの策略




「由香！」

　感情のまま走っていると、背後から智紀の呼ぶ声がして、とっさに脇道に入る。

　運よくタクシーが通りかかり、飛び乗った。

　六十代くらいの男性運転手は、夜中にルームウエアで息を切らせている私の姿に異様さを感じたのか、切羽詰まった様子で声をかけてきた。

「どこに行く？　すぐに車を走らせるよ？」

　とっさに思いついたのは、兄がひとり暮らしをするマンションだった。




　車で走ること15分。兄のマンションへ着くと、最後まで心配をしていた運転手に会釈をして、インターホンを押す。

　兄のマンションはオートロック式だから、不在なら建物の中にすら入れない。

　不安を感じながら待っていると、意外とすぐに声が聞こえてきた。

「由香!?　どうしたんだよ、こんな夜中に」

　同時にオートロックが解除され、説明もそこそこに部屋へ向かった。

　兄の部屋は智紀の部屋と比べると、温かみのある色合いの家具やインテリアが多くてホッとする。

　クリーム色の革張りソファへ私を座らせると、兄は温かいお茶を持ってきてくれた。

「ほら、飲んで少し落ち着いたらいい。智紀には電話しておいたから。あいつ、かなり落ち込んでたぞ？」

　手渡されたお茶をひと口喉に流し込み、小さくため息をつく。

　今夜は涼子さんが来ていなかったのと、兄がまだ起きていてくれていたのとで助かった。

「智紀が悪いんだもん。お兄ちゃんだってヒドイと思うでしょ？」

　隣に座った兄は、小さく微笑んで頭を撫でてくれた。

　子供の頃から、私がベソをかくとそうしてくれる。そんな懐かしさとお茶の温かさで、少し心が落ち着いてきた。

「確かにヒドイよな。こんなにかわいくなってるのに。だけど、あいつは嫉妬で頭がいっぱいだったんだよ」

「嫉妬？」

「ああ、由香と海里のことを知ってしまって、あいつなりに苦しんだんだと思う。ただ、表現の仕方が子供っぽいけどな」

　だからって、あんな言い方をしなくてもいいのに……。苦しいのは、里奈さんとのことを知った私も同じよ。

「私、智紀に『かわいい』って言ってほしかった」

　ボソッとひとり言のように言うと、兄は嬉しそうに表情を緩めている。

「いつの間にか、そんなに仲よくなってたんだな。嬉しいよ。だけど大丈夫。明日の朝早くに智紀が迎えに来るって言ってたから。ちゃんと明日言ってもらえ」

「朝早く？　なんで？」

「だって、お前明日も仕事だろ？　ここじゃ着替えもない」

　そう言われて、バツが悪く肩をすくめた。

　本当に衝動的な行動で、智紀にも兄にも迷惑をかけたけど、あの時はあそこにいたくなかった。とてもひと晩、智紀と一緒に過ごせないと思ったから。

「落ち着いたら寝たほうがいい。寝室を使っていいから」

　兄が指差した方向には、焦げ茶色の扉がある。だけど私はゆっくりと首を横に振った。

「涼子さんも使う場所でしょ？　悪いから、私には使えない。ソファを貸して？　ここで寝るから」

　すると兄は穏やかな笑みを浮かべて、私の頬を優しく撫でた。

「ありがとう。こんな状況なのに、そんなふうに気を回してくれて嬉しいよ」

「ありがとうは、こっちのセリフよ。夜中に押しかけたのに、お兄ちゃんは嫌な顔ひとつしないんだね？」

　撫でられた頬に温かさを感じながら、ようやく笑顔を浮かべられた。

　やっぱり兄に会うと癒される。

「当たり前だろ？　妹に頼られて、嫌なわけないじゃないか」

「お兄ちゃん……。ありがとう」

　残りのお茶を飲み干すと、兄にかけ布団を借りてソファへ横になる。

　久しぶりに兄の側へ来てホッとしたからか、あっという間に眠りに落ちていた。




　夢を見ていた。それは、智紀と笑いながら手を繋いでどこかへ行くもの。うろ覚えではあるけれど、幸せな感覚だけはハッキリとあった。

「――香。由香、起きろ」

　夢の向こうから聞こえる兄の声。せっかく智紀の夢を見ているというのに、朝が訪れてしまったようだ。

　それでも半分夢の中なのと低血圧のせいで、私はまぶたを開けることができない。

「ダメだ。やっぱり寝起きは悪いな」

　兄のため息交じりの声に、私はほとんど無意識に応えていた。

「もうちょっと待って……。せっかく智紀の夢を見てるんだから……」

　それを最後に再び意識が飛んでいく。

　ただひとつ、夢か現実か分からないけれど、誰かが私を抱き上げた気がした。

　あれ？　愛おしく感じるこの香りは確か……。




　ジリリリとけたたましく鳴る目覚まし時計の音でハッと目を覚ます。

「もうお兄ちゃんてば、いつの間に目覚まし時計なんか……」

　どうにか時計に手を伸ばすと、ベルを止める。同時に、兄の部屋のソファで寝ていたはずが、智紀のベッドにいることに気づいた。

「あれ？　いつの間に……」

　状況を把握するまでに少しの時間が必要だったけれど、夢見心地で感じたあの香りは智紀のものだったと分かった。

「本当に迎えにきてくれたんだ……」

　隣に彼の姿はないから、もう出勤したに違いない。

　忙しい中でも迎えに来てくれた嬉しさを感じつつも、手間をかけさせたことへの罪悪感も込み上げる。

「今夜、謝らなくちゃ」

　ゆっくりとベッドから降りようとした時、左手薬指にはめられた指輪が目に入った。海里との撮影ではずしたままだったけれど、智紀がはめてくれたらしい。

　改めて左手をかざしてみると、ここに智紀の愛情が表れていると思えた。

　夢にまで見るほど私は結局、智紀が好きだということに改めて気づかされる。

「智紀……好き……」

　そっと指輪にキスをしてキッチンへ行くと、【おはよう】のメモと一緒に朝ご飯が用意されていた。

　いつもと変わらない優しさに、私はますます昨夜の行動を反省した。




「海里ってば、本当にカッコイイ！」

　昼の休憩中、社内でお弁当を食べていると、雑誌を広げていた竹内さんが急にそんなことを言い出し、思わずむせてしまった。

「ちょ、ちょっと竹内さん、海里のファンなんですか？」

　改めて海里の人気を思い知らされつつ、他の人には彼はどう映っているのかが気になって、聞かずにはいられなかった。

　お弁当ごと彼女の隣に移動すると、部屋にいた他のふたりの先輩たちも、興味津々に雑誌を覗き込んで感嘆の声を上げている。

「もちろん大ファンよ。華やかでイケメンなのに庶民的で……。それより、このネックレスってなにか意味があると思う？」

「え？」

　竹内さんが指差したのは海里のインタビュー記事。一ページ分、彼の全身写真が掲載されている。

　カメラ目線だからか、海里に見つめられている感じがして、彼の瞳からすぐに視線をずらした。そして、竹内さんが指摘する胸元を見て息をのむ。

　そこには、あのペアリングのネックレスが写っていたからだ。

「なーんか怪しいのよね。指輪がチャームって珍しくない？　もしかして恋人がいるとか!?」

　しかめっ面を向けられ、無意識に首を横に振っていた。

「さ、さあ……。仮にいたとしたら、マスコミに追いかけられていると思いますよ。スキャンダルの噂はないし、たぶん恋人なんていないですよ」

　私が動揺してどうするんだろうと心の中で突っ込みを入れながら、卵焼きを口に入れた。

「だといいんだけど……。ちょっと気になるよね？　昨夜テレビで見た時も、同じのつけてたのよ」

「えっ、そうなんですか!?」

　喉につかえそうになった卵焼きを、慌ててお茶で流し込む。

「あー、それなら私も見たわ」

　他の先輩も頷きながら、「かなり怪しいよね」と言っている。

　話を聞いている限りでは、バラエティ番組に出ていたらしい。

　ドラマの撮影では外していたけど、それ以外では海里はわざとネックレスを着けているの？　それでなくても帰国したばかりで余計に注目を浴びているのに、誰か特別な相手がいるのかと誤解されかねない指輪のネックレスを、どうして頻繁にしているのだろう。

　気にかかりつつも、ほとんど知られていない私たちの過去だけに、竹内さんの前でこれ以上話には乗れなかった。

　気を取り直し、残りのお弁当を食べ始めたところでスマホの着信音が鳴り始めた。

　みんなの視線が一気に私に向く。中でも反応したのは竹内さんで、私に体を近づけるとニヤニヤしている。

「副社長から？」

　目が三日月のような形になるほど不自然な笑顔を浮かべた竹内さんに、思わず脱力する。

「ハハ……。違いますよ。誰か知らない人からです」

　スマホを手に取り立ち上がると、部屋を出る間際で竹内さんの冷やかす声が聞こえてきた。

「またまた〜。ごゆっくり〜」

　そう言われても、本当に智紀からではなかった。しかも、表示されているのは番号のみ。要するに、アドレスに登録がない人からだ。

　誰からの電話か謎だけど、とりあえず出てみることにする。

「もしもし？」

　近くの非常用扉を開けて階段の踊り場で応答すると、思いもよらなかった人の声が聞こえた。

《よう、由香。昨日は、なんでさっさと帰ったんだよ？》

「海里……？　なんで番号を知ってるの？」

　予想外の電話に動揺を隠せない。

　彼と別れてすぐに番号を変えているのに、どうして分かったのだろう……。

《由香の番号くらい、ちょっと調べれば分かるから。それより、今夜会えないか？》

　なんの遠慮もない言葉に加えて、連絡先を勝手に調べられたことにもカチンとくる。動揺する気持ちはしぼみ、代わりにイライラが込み上げてきた。

「会えるわけないじゃない。大体、会う理由なんてないから」

　付き合っている頃に人をさんざん傷つけておいて、今さら会いたいと言われても信用できない。

　まったく受け入れるつもりのない私に、海里は挑発めいた口調で言った。

《幸せだよな、お前は。テレビ局の副社長と結婚するんだろ？　おまけに、実家の会社とは業務提携。ついでに祐也さんは人気モデルと交際中で。彼女、涼子さんだったよな？　オレもよく知ってる》

「なにが、言いたいの……？」

　突然出てきた兄と涼子さんの名前に、一気に身構える。

《祐也さん、どう思うかなぁ。自分の彼女が実は妹の婚約者を好きだって知ったら》

　ドクンと心臓が飛び跳ねそうになる。

「な、なに、バカなことを言ってるの？」

　なぜ海里がそのことを知っているのだろう。

　里奈さんも知っていたけれど、彼女は涼子さんとかなり接点がある。そんな彼女に比べて、海里は涼子さんを知っていたとしても仲がいいはずはない。だって、ずっとアメリカにいたのだし、涼子さんから海里の話を聞いたこともない。

　それなのに、かなりプライベートな内容を知っている上、私の連絡先までも簡単に掴んでしまうなんて……。

　海里に脅威を感じてしまう。

《バカなことだと思うなら、証拠を見せてやるよ。だから今夜出てこないか？　由香の対応によっては、それをマスコミに売るのはやめる》

「えっ？　なにをバカげたことを言ってるのよ。いったい、なにが目的なの？」

　スマホを持つ手がだんだんと恐怖で震えてくる。

　マスコミに売るだとか、本気で考えているのか。それに、証拠とはいったいどんなものだろう。

《時間は取らせないよ。副社長に不審がられたら困るからな。だから、由香もあいつには黙って出てこい。でないと、お前の婚約者も大事な〝お兄ちゃん〟も涼子さんも、みんなが不幸になるかもな》

　言葉を返せない私に、海里は一方的に時間と待ち合わせ場所を告げて電話を切った。




　その後はほとんど放心状態で、お弁当の残りは食べられなかった。

　幸い仕事は落ち着いていて、ルーティーンワークの請求書チェックのみで午後を終えられ、急いで帰り支度をする。

「お疲れ様、由香ちゃん。副社長とのデート、楽しんでねー」

　竹内さんは智紀と待ち合わせをしていると思ったらしい。彼女の冷やかしに苦笑いでごまかすと、オフィスを後にした。

　時刻は十八時半。海里との約束の時間である十九時には間に合いそうだ。

　まだオフィス街は人通りが多く、智紀や兄にばったり会わないかとヒヤヒヤする。

　海里が指定した場所は駅裏のカフェで、こじんまりとした隠れ家的な店だった。

　何度か訪れたことのある店だから、迷わずに約束の時間に到着できた。

　足早になったせいか、少し息を乱しながら重い木の扉を開けると、オレンジ色の明かりで照らされた薄暗い店内が見える。

　カップルらしき男女が五組ほどいる中で、端のテーブルに座っているキャップを被ったサングラス姿の男性が小さく手招きをした。

　それが海里だということは、確かめなくても分かる。一瞬にして緊張が走り、ゆっくりと彼の元へ向かった。

　ＢＧＭがうるさくて耳障りにすら感じるけど、だからこの場所を選んだのかと妙に納得する。これだけの音量でポップな洋楽が流れていると、普通の会話なら周りに聞こえないはずだ。

「由香、ちゃんと来てエライじゃないか」

　サングラスのせいで表情のすべてが分からないけど、ニヤッとした口元と口調で半ば私を見下しているのが分かる。

「そっちが脅すからでしょ？　で、証拠ってなに？　私、早く帰らないといけないの」

　とりあえず向かいに座ると、男性の店員がさっそくオーダーを聞きにくる。

　本当は、洋風の創作料理がなかなかおいしいから料理を堪能したいところだけど、海里を前になにも食べる気はしなくて、アイスコーヒーだけを頼んだ。

「これが証拠だ」

　そう言って彼が差し出したのは一枚の写真だった。そこには、涼子さんが智紀を抱きしめている姿が写っている。

　私が目撃した光景とは違っていて、同じようなことが他にもあったことに驚いてしまった。

「ビックリしたろ？　もう一枚、この後の写真がこれ」

「こ、これって……」

　さっきの写真は涼子さんが一方的に智紀を抱きしめていたけれど、これはふたりが抱きしめ合っているものだった。

「ショックだよなぁ？　副社長だって、まんざらじゃなさそうだもんな」

「そんなはずないわよ。なにか事情があるに決まってる」

　動揺を見せまいと、つい口調がキツくなる。

　涼子さんはともかく、智紀が彼女を好きだなんて信じられない。きっとなにか理由があるはず。

　だけど写真を見る限りは、ふたりが好き合っているように見えてもおかしくない。

「まあ由香がそう思うなら、それでいい。だけど、他人が見たらどう思うだろうな？」

　挑発的な彼の口調に、私は息をのんだ。

「なにが……言いたいの？」

　声が震えてしまい、動揺していることが簡単に伝わってしまいそうだ。

「これ、世に出されたくないだろ？」

　ニヤリと笑う海里を見て、こんな人だったかと疑いたくなる。

　確かに以前も冷たいところはあったけど、根っから悪い人ではなかったと思っていたのに……。

　再会した元カレが、記憶にある印象とかなり変わっていたことに、少しの寂しさを覚えた。

「当たり前でしょ。それにそんな写真を撮るなんて最低よ」

　ちょうどその時、注文したアイスコーヒーがやってきて、海里は写真をサッとカバンにしまった。

　それにしても、変装しているとはいえ、どうしてこんな普通の店を選んだのだろう。写真なら、自分のほうこそ撮られそうなのに……。

「なあ、由香」

　店員がさがったのを見計らったように海里は腕を伸ばし、私の手を握った。

「な、なんなの？　離して」

　緊張が高まるのを感じながら、彼を睨む。

「そんな怖い顔するなって。周りが見たら、変に思うかもしれないだろ？」

　確かに、ただでさえ海里の格好は不自然で、それだけでも目を引きそうだ。

　仕方なく睨みつけるのをやめて、ゆっくりと口を開いた。

「海里の目的はなんなの？　それをさっさと教えて。早く帰りたいから」

「嶋谷副社長に会いたいからか？　一緒に暮らしてるんだよな。いいよなぁ、なんでも思い通りになる人間は」

　手をいつまでも離さないまま、海里はわざとらしく言った。

　遠回しになにかを伝えたいようで、こっちもイライラしてくる。

「ハッキリ言って。なにが目的なの？」

「目的？　そんなの決まってるだろ。由香を嶋谷から取り返したいだけ」

「私を取り返したい？　バカなこと言わないでよ」

　自分からフッておいて『取り返したい』だなんて、どういうつもりなんだろう。なにが本心なのか、話せば話すほど分からなくなる。

「オレは、由香と別れて後悔してたというより、あっさり別れを受け入れられたことがショックだった」

「え……？　意味が分からない。どういうこと？」

　すると、握る手にギュッと力を込めた海里がまっすぐ私を見つめた。

「アメリカへ行くのはオレのワガママだから、由香を巻き込めなかった。だから別れを告げたんだけど、本心としては待っていてほしかったんだ」

「そ、そんなのメチャクチャだわ。私のことを散々バカにした発言をしていたくせに」

　そうよ、今でも思い出すと悔しさやら切なさやらで涙が浮かびそうになるというのに。なぜ今さらそんなことを言うのだろう。

「バカになんてしていない。確かに、だいぶ配慮に欠けたことを言っていたとは思う。だけどそれは由香の気持ちに甘えすぎていたからで、バカにしていたわけじゃないんだ」

「本気で言ってるの……？」

「本気だよ。だから、あの写真を見せた。本当はどこかへ売り込もうとか思っているわけじゃないんだ。ただ、由香の知らないところでふたりはなにをしていたかを知ってほしかったんだよ」

「でも、脅しには変わりないじゃない」

　すると彼は、フッと苦笑いをした。

「簡単に信じてもらおうとは思ってないよ。一応、この写真は〝人質〟に取っておくから、これからも会ってくれないか？」

　最後はニコリと笑った海里に、私はやっぱり彼を信用できなくて、頷けない。

　その時、タイミングがいいのか悪いのか、智紀から電話がかかってきた。

　とはいえ、ここで出ることはできない。仕方なくそのままやり過ごすと、バッグから財布を取り出し、アイスコーヒー代をテーブルに置いて立ち上がった。

「さようなら。私、もう海里とは会いたくない」

「今の電話、副社長からなんだろ？　早く帰りたいよなぁ。ああ、それからコーヒー代はいいよ」

　さっきまでの笑顔から一転して気だるそうな表情になった海里は、私にお金を返そうとする。

「いいわよ。数百円で借りを作らされたんじゃ、たまったもんじゃないから。それと、人の連絡先を勝手に探るのはやめて」

　それだけ言い放つと、足早に店を出た。

　智紀から私を取り返すだなんて海里は言ったけど、最後は脅しに変わっていって、とても純粋に未練があるとは思えない。私自身を取り返したいというよりは、智紀に嫌がらせをしたいんじゃないかとさえ思えてくる。

　大体、どこで撮ったのか知らないけど、智紀と涼子さんの写真を見せられて、私がいい気分になるわけがないことくらい分かるはず。ましてや、それがキッカケでもう一度海里を好きになるなんてありえない。

「とにかく、智紀に連絡しなくちゃ」

　電話を無視したままだし、海里のことは落ち着いてもう一度考えよう。

　店から離れた通りで足を止めると、智紀に電話をした。

　すると、彼はワンコールで出た。

《もしもし由香？　悪い、もしかして忙しかったか？》

「ううん、大丈夫。ちょっと寄り道してたから。智紀こそ仕事は終わったの？」

　ワンコールで出たということは、きっと私からの折り返しを待っていたはず。

　そう思うと、彼をなおさら愛おしく感じた。

《ああ、今日は早めに終われたんだ。まだ帰ってないなら、迎えに行こうか？》

「ううん。大丈夫。もう途中だから、このまま帰るわ」

　いつもなら迎えに来てもらうところだけど、今日は思わず断ってしまった。

　なにげない会話でもお互いどこかぎこちなくなるのは、やっぱり昨夜を引きずっているからだろう。

　とはいえ、結局は智紀と顔を合わせることに変わりはない。私はドキドキしながらマンションへ向かった。




　それから二十分後。鍵を開けて部屋へ入ると、すでに帰宅していた智紀が少し硬い笑顔で出迎えてくれた。まだスーツ姿で、きっと彼も帰ってきたばかりに違いない。

「おかえり、由香。一日ぶりだな」

「う、うん。ただいま……」

　昨日のことを早く謝らなくちゃ。

　そう思うのに、いざ智紀を前にすると恥ずかしさと緊張で『ごめんね』の言葉が出てこない。

「どうした？　ほら、靴脱げよ」

　智紀は玄関先でモジモジしている私に優しく声をかけてくれる。

「うん……」

　ゆっくり靴を脱ぐと、それを確認した智紀が先にリビングへ向かう。

　その後ろ姿を追いかけるようについていくと突然、智紀が立ち止まった。

「昨日は、本当にごめんな」

　振り向いた智紀は、申し訳なさそうに眉を下げている。

　そんな彼を見て、私も思いが溢れ出す。

「違うの。悪いのは、私。子どもっぽい拗すね方をして、本当にごめんなさい」

　思いきり頭を下げると、次の瞬間に優しく撫でられた感触がした。

「悪いのはオレだよ。由香の気持ちも考えずに、自分の感情をコントロールできなくてさ。本当はひと目見てかわいいと思ってたよ、ヘアスタイル」

　そう言われ、気恥ずかしさを感じながらも顔を上げる。

「もういいよ、智紀。気を遣わないで」

「気なんて遣ってない。本当だよ。ただ、以前のままでも充分よかったけど……」

「こういう雰囲気、あんまり好きじゃない？」

　思わず口を尖らせると、智紀は慌てて否定した。

「いや、そういう意味じゃないんだ。ただ……他の男が気づくだろ？　由香のかわいさを知ってるのは、オレだけでいい」

　ボソッと言った智紀の顔は心なしか赤い。

「やだ、智紀ってば……」

　そんなことを言われたら、こっちまで顔が赤くなってくる。

　同時に、私も素直にならないといけないと思う気持ちがより強くなっていく。

　軽く深呼吸をして、口を開いた。

「本当に本当にごめんなさい。それから、今朝はありがとう。智紀が連れて帰ってきてくれたんでしょ？」

　あの抱き上げられた感触と香りは、確かに智紀のものだ。

「ああ」

　彼は予想通り小さく頷いた。

「本当にありがとう。嬉しかった」

「そのセリフ、まんまオレのセリフだよ。夢にまで見てくれて嬉しかった」

　耳まで赤くなった智紀は、恥ずかしそうに視線をそらす。

　その姿に、私も一気に顔が熱くなっていくのが分かった。

「な、なんで、そんなことを知ってるの!?」

　両手を頬に当て、うつむきながら頭の中を整理する。

　まともに顔を合わせて会話をしたのは二十四時間ぶりで、夢の話なんてしていないよね……。

　すると、智紀が恥ずかしさを隠すようにぶっきらぼうに答えた。

「迎えに行った朝、祐也が起こそうとした時、そう言ってたじゃないか。覚えてないのか？」

「え、えっと……」

　思い出した。夢の途中で起こされそうになって、言った気がする。あの時、智紀にも聞かれてたんだ……。それなら、もう開き直るしかない。自分の気持ちにとことん素直になってみよう。海里のことなんて吹き飛ばせるくらいに。

「うん。夢を見てた。その時、気づいたの。智紀が側にいないことがこんなに寂しいものなんだって……」

　いつの間にこんなに好きになっていたんだろう。あんなに苦手な人だったのに、少し離れるだけでも寂しいと思ってしまう。

「由香、それならオレもだよ。お前を傷つけたことを心底後悔した。泣かせたかったわけじゃないのに……」

　その瞬間、ふわりと包み込むように抱きしめられた。智紀の胸の温かさに、どんどん癒されていく。

「ううん。私だって子どもじみてたもの。それと……智紀もヘアスタイル変えたよね？　佐江さんから聞いた」

　胸に顔を埋めながら言うと、急に体を離される。

「オレの話を佐江としたのか!?」

「うん、そうだよ」

　呆然とする智紀に、私はキョトンとしながら頷いた。

　なにをそんなに驚いてるのだろう。

「なにか言われなかったか……？」

　また顔を赤くした智紀は、バツが悪そうに私を見ている。

　そんな姿が少しおかしくて、言うつもりはなかったことを口にしてしまう。

「切ない恋の話。智紀、佐江さんにも私のことを話してくれてたのね」

　頬が緩む私とは違い、智紀は恥ずかしそうに両手で顔を覆った。

「ったく佐江は、余計なことを話すよな。それより、なんで行ったの？　予約なんて取れなかったろ？」

　観念したように私に顔を向けた智紀は、小さくため息をついている。

「あ、それはお兄ちゃんに紹介してもらったの。タイミングよく佐江さんがいてくれて……」

「また『お兄ちゃん』か。あのさ、由香」

　今度は深いため息をつき、私の腰に両手を回して引き寄せた。

　覗き込まれるように顔を近づけられて、ドキドキする。

「な、なに？」

　智紀はムッとした表情をしながらも、手は優しく私の背中を撫で始めた。

「これからは、どんな些細なことでもいいから祐也じゃなくてオレに相談してくれないか？」

「うん……」

　そう返事をしつつも意識が背中に向いてしまい、気もそぞろだ。

「約束だぞ。分かったか？」

　しつこく念を押す智紀に小さく頷いた瞬間、ふいに唇を塞がれた。

　離しては塞ぎ、また塞いでは離し……。そんなじらすようなキスに、どこかもどかしさを感じる。

「もっとキスして、智紀……」

　突然のキスに驚くどころか我慢ができなくて、彼の背中に手を回しながら呟いた。

「じゃあ、もっと顔を見せて」

　両手で頬を包み込み、智紀は私の顔を上げる。

　何度見ても、彼の顔はうっとりするほど均衡の取れた美しい顔立ちをしている。

「智紀もヘアスタイルを変えて、急に大人な雰囲気になったよね？　それまでは、とにかく華やかな感じだったけど……」

　すると智紀は、今日一番恥ずかしそうな顔をした。

「だって、かぶってるだろ？　由香の元カレと」

「海里とってこと？　そう言われれば……」

　思い起こせば、以前の智紀のヘアスタイルと似ていた。

「だから髪型を変えたってこと……？」

　まさかそれが理由でイメチェンしていたとは思わず、呆気に取られる。

　すると、智紀は口をへの字にして言った。

「思い出されたら嫌だろ？　オレを見ながら、あいつのことなんて思い出してほしくないんだよ」

「智紀ってば……。思い出すわけないじゃない」

　そう言いながらもチクッと胸が痛んだのは、さっきまで海里に会っていたからだ。

　不意打ちとはいえ手まで握られてしまって、罪悪感が込み上げる。

　だけど、あの写真のことは言えない。智紀のことは信じているから、涼子さんとの仲を疑ったりはしないけれど、話すことで彼に心配をかけさせたくなかった。

　だから例え罪悪感を感じていても、海里と会ったことは秘密にしておかなければ。

　もう一度彼の胸に顔を埋めると、私の背中を撫でていた手がブラのホックをいとも簡単に外した。

「と、智紀？」

　戸惑いながらチラッと見上げると、口角を少し上げた智紀が軽く唇を重ねた。

「『もっとキスして』って、由香が言っただろ？　だから、もっとキスしたい。唇以外にも……」

　そう言って私の服を手際よく脱がせた智紀は、私を軽く抱き上げると寝室へと向かった。

　優しくベッドへ寝かされる。

　髪型を変えたせいか、私を見下ろす彼の雰囲気が今まで以上に大人っぽく見えて、さらに男の色気を増しているように見えた。

「似合ってるね、智紀。どんなヘアスタイルでも、カッコイイ」

　素直に伝えると、智紀は照れくさそうに微笑んだ。

「ありがとう、由香。お前も誰より一番かわいいよ」

　それから智紀にキスをされ、私たちは甘い夢の世界へ落ちていった。










涼子の想い




　海里からの連絡は拍子抜けするほどまったくなく、カフェで会って以来、顔を合わせることもなかった。

　あれから半月ほど経ち、今まで私を悩ませていた問題なんてなかったんじゃないかと錯覚してしまいそうになる。

　そんな平穏な毎日を送っていた週末の夜、智紀がいつもより楽しそうに帰宅してきた。

「なあ、由香。急なんだけどさ、明日一泊旅行に行かないか？　といっても、近くの別荘なんだけど」

「別荘って智紀の所有の？　私は嬉しいけど、本当に急ね」

　だから機嫌がいいんだ。そういえば、ふたりで出かけるのはサカナ家以来だ。

「実は祐也に誘われてさ。涼子と四人で行かないかって。ちょうど、空いてるウチの別荘もあったし」

「お兄ちゃんから？　珍しい……。それに、智紀もお兄ちゃんが一緒で嫌じゃないんだ？」

　いつもなら『お兄ちゃん』というワードを出すだけでしかめっ面をするというのに。

　すると、彼は私の額に軽くキスをした。

「あいつに見せつけるには、絶好のチャンスだろ？　由香はオレのものだって、いい加減分からせないとな」

　キスをされた額を撫でながら、私は智紀に呆れた顔を向けた。

「見せつけるもなにも、相手は実のお兄ちゃんなのに。だけど、なんでまたこんなに急なんだろ」

　それに事情を知っている私としては、涼子さんが一緒というのは複雑だ。

「さあ？　それより、なかなかゆっくりできないんだから思いきり楽しもう」

「う、うん……。そうだね」

　智紀はまるで子どもみたいに楽しそうにしているけれど、私はそこまで浮かれられない。

　大体、あの兄に限って、意味もなく旅行に誘うわけがない。

　兄の本心が掴めないけれど、きっとなにかがあると考えたら、平穏な日々も今日で最後のような気がしてきた。




「よし！　忘れ物はないな？」

　トランクに荷物を詰め込むと、智紀は颯爽と運転席に乗り込む。

　私も彼に半歩遅れて、助手席に乗った。

「うん、大丈夫。それにしても、本当に楽しそうね」

　私はなにか裏があるんじゃないかと考えて、どこか気もそぞろだというのに。

「当たり前だろ。由香と休日を楽しめるんだ。なんだよ、まさかお前は楽しくない？」

　少しムッとした智紀に、慌てて否定した。

「ううん。そうじゃないよ。ただ、あんまり浮かれてるから」

「ったく、由香は時々そっけないんだよな。もっと素直に楽しめばいいのに」

　ブツブツ言いながら、智紀は車を走らせた。

　今日向かう場所は、智紀所有のブライベートビーチにあるログハウスらしい。

「プライベートビーチだなんて、すごいよね。お兄ちゃんでも自分所有の別荘はないわよ？　父のならあるけど」

　ため息交じりに呟くと、ハンドルを握る智紀が視線を一瞬私に向けた。

「そのうち、今日行く別荘は由香のものにもなるよ」

　そう言われて、返す言葉に詰まり、視線を窓の景色に移した。

　智紀から改めてされたプロポーズの返事をまだしていなかったと、今さらながらに気づく。

　里奈さんも宣戦布告をしてきた割にはなにもしてこないし、私が思うほど深刻なことはなにもないのかもしれない。それなら、彼からのプロポーズの返事を引き延ばしている意味はないのかも……。

　ただ、スッキリしない気持ちもあり、智紀へかける言葉はどうしても見つからなかった。

　それからはたわいもない会話だけをして、一時間後、車はプライベートビーチへ着いた。

「キ、キレイ……。想像以上よ、智紀」

　車を降りた私は、興奮気味に砂浜を歩く。

　海岸沿いの通りを脇道にそれたところにこのビーチはあり、さらさらとした白い砂浜と太陽が反射してキラキラと輝く海面が絵に描いたように美しかった。

　穏やかな波と透き通った海水に目を奪われる。

　こんなキレイな場所を、大人四人で独占できるなんてかなり贅沢だ。

「本当に素敵……」

　波打ち際で水平線を見渡していると、不意に智紀が後ろから抱きしめてきた。

「よかった、喜んでくれて。由香の楽しそうな顔を見られるのが一番嬉しい」

「と、智紀……」

　耳に彼の吐息がかかって、ここが外だということを忘れてしまいそうだ。

「お兄ちゃんたちが来るかもしれないから、離して……」

　こんな場所で理性を失うわけにはいかない。なんとか智紀に抵抗をみせたけれど、それは簡単に押さえられた。

「まだ来ないよ。それに、あいつらになら見られてもいいだろ？」

　私を自分のほうに振り向かせた智紀は、そのままキスをした。

「と、智紀ってば……。あっ……」

　だからって、舌を入れてくるほど激しいキスをしなくてもいいのに……。

　思わず甘い声が漏れてしまって恥ずかしい。

「なんだ。由香も気持ちいいと思ってるんじゃないか」

　唇を離した智紀は、指で私の唇をゆっくりなぞる。

「うん……。気持ちいい……。だから、こんなところでしないでよ。いつお兄ちゃんたちが来るかも分からないのに」

　少しボーッとする頭で彼を睨んでみるけれど、笑われてしまった。

「睨んだ顔もかわいいよ。だから、キスさせて」

「ちょっと……んっ」

　有無を言わせず、智紀は再び唇を塞いだ。

　いつになく大胆で積極的な智紀に、戸惑いつつも胸は高鳴る。

　何度かキスを交わした後、力が抜けた私はそのまま智紀の胸に顔を埋めた。

　そんな私の髪を彼は優しく撫でている。

「由香の巻き髪、実はオレの好みなんだ。かなりストライク」

「本当？　それならよかった。智紀の知的な髪型も私の好きなスタイルだよ」

　ギュッと強く抱きしめられて、私も智紀の背中に回した手に力を込める。

　お互いを想って同じ日にイメチェンをするなんて、かなり嬉しい。

　彼に恋する気持ちがどんどん大きくなっていくのを感じながら、柑橘系の香りがする胸の中でしばらく目を閉じていた時だった。

「本当に仲がいいんだな」

　兄の声がして、とっさに智紀から離れる。

「お兄ちゃんに涼子さん!?　いったい、いつからいたの？」

「なんだ。もうお前たち来たのか」

　恥ずかしさで顔を赤らめる私とは対照的に、智紀はまったく動揺していない。

　私は涼子さんの反応が気になって、彼女にチラッと視線を向けた。

　だけど涼子さんはニコニコと笑顔を浮かべ、兄に「ただでさえ暑いのに、ますます暑くなったわね」と言っている。

　海里から見せられた写真をいったいどう捉えたらいいんだろう。兄の前だからなんでもない振りをしているのか、涼子さんの気持ちがさっぱり分からない。

「開放的なビーチだろ？　祐也たちもふたりでゆっくりすればいいよ」

　智紀も涼子さんを意識する感じはまるでなく、むしろ笑い合っている。

　こんなふうに悶々と考えているのは、私だけなのかな……。

「それより智紀、今日はお招きありがとう。由香とのラブラブな時間を邪魔して悪いけど、さっそく本題に取りかからないか？」

　兄は茶目っけのある言い方をしているけれど、目は全然笑っていない。

「本題って？」

　誰に尋ねたわけでもなく聞くと、涼子さんが笑みを浮かべたまま答えてくれた。

「ふたりきりの会談よ」

「会談？」

　なんのことか意味が分からず聞き返すと、智紀が涼子さんに声をかけた。

「悪いけど涼子、由香に別荘を案内してやってくれる？　オレは祐也と行くから」

「オーケー。任せて」

　ふたりのやり取りをボーッと見るだけの私の頭を、智紀は優しくポンポンと叩くと、兄とふたりで別荘のほうへ歩いていった。

「さあ由香ちゃん、部屋を案内するわね」

　涼子さんはスポーツバッグを肩にかけ直すと、智紀たちと同じ方向へ私を促した。

「ありがとうございます。でも同じところに行くなら、智紀たちも一緒に行けばいいのに」

　不思議に思っていると、涼子さんが小さく首を横に振った。

「ふたりは、別荘の側にある話し合い専用の建物に行くのよ」

「なんですか、それ!?　まだ他にも建物があるんですか……」

　ここから見える限り、別荘は一般的な一戸建ての倍はある。プロヴァンス風の外観で、とてもオシャレな雰囲気だ。

「そうなのよ。別荘だけで六部屋もあるのに、他にも建物があるなんて贅沢よね」

　確かにそれは贅沢だ。同じ〝御曹司〟でも、智紀は別世界って感じがする。

「涼子さんはここに詳しいんですね。今までにも来たことがあるんですか？」

　まさか智紀とふたりきり……なんていうことはないよね？

　すると、涼子さんは慌てて弁解してきた。

「うん、祐也と来たことがあるのよ。智紀の好意でね。祐也と周りの目を気にせず行ける場所って、ここくらいしかないから」

　ちょっと恥ずかしそうに話す涼子さんに、私はどこか嬉しくなる。

「お兄ちゃんとなんですね……。そっか、ここならマスコミに追われることもないですもんね」

「そうなの。だから祐也もここが落ち着くみたいで。智紀と仕事の話をする時は、ここへ来ることもあるみたいよ」

　それは初耳だ。兄からも智紀からも聞いたことはない。

「今日も業務提携の話を煮詰めるのが目的。そこに私たちがお邪魔したわけ」

「だから、ふたりで会談なんですね。父はけっこう仕事を兄に任せている部分があるので……」

　今日の本来の目的が仕事絡みだなんて知らなかった。智紀はひと言もそんなことは言ってなかった。どうして話してくれなかったんだろう。

　急に感じる疎外感に、心の中がモヤモヤしてきた。

「よし！　じゃあ、別荘に行ってみようか？　由香ちゃんは、今夜は智紀専用の部屋だろうから」

「そんなものまであるんですか……」

「うん、おもしろいでしょ？　海を眺められる素敵な部屋よ」

　そう言って、涼子さんは軽やかな足取りで別荘へと歩き出す。

　お兄ちゃんと来たことがあるとはいえ、なんで智紀専用の部屋のことまで詳しく知っているんだろう。

　変な嫉妬心が頭をもたげながらも涼子さんについていくと、別荘の側には確かに小さな建物があった。同じプロヴァンス風の小さな平屋建てだ。

　どうやら、ここで会談が開かれているらしい。

　その建物を横目に立派な別荘のほうへ入ると、一番に螺旋階段が視界に飛び込んできた。

「本当に立派ですね。別荘って呼ぶには違和感あるかも……」

　思わず立ち止まった私に、涼子さんはクスッと笑った。

「私も初めて来た時に思ったの。それにしてもオシャレよね？　元々プロヴァンス風が好きなんだけど、この無垢床なんて特に好きなの」

　テンションの高い涼子さんから、本当にこの場所が好きな思いが伝わってくる。

　それは、単にここが好みにハマっているから？　それとも智紀を感じられる場所だから……？

　そんなことを考えていると、涼子さんに対して意地の悪い気持ちが込み上げてきた。

「そういえば、ここも柑橘系の匂いがしますね。涼子さんて、この匂い嫌いじゃなかったです？　兄から聞いたことがあります」

　それを言ってどうするんだろう。涼子さんのことは好きなのに、こんな気持ちを抱く自分が嫌だ。

　だけど、言わずにはいられなかった。

「うん……。好きじゃない。ちょっと切なくなるから……」

　寂しそうな笑顔を浮かべると、涼子さんは二階を指差した。

「行きましょ。智紀の部屋は一番奥なの」

　涼子さんは本当に智紀が好きなのだと、彼女の笑顔で分かった気がする。

　そして彼女は、それが報われない想いだということを理解しているみたいだ。

　意地の悪いことを言わなければよかったと、自己嫌悪に陥りながらついていく。

「ここよ。荷物を整理したら、下のリビングで待ち合わせね」

　黙ったままの私に、廊下右奥の部屋のドアの前で立ち止まった涼子さんはいつもの優しい笑顔を向けた。

「はい……」

　完全に落ち込んでしまい気の弱い返事しか返せない私の肩を、彼女は軽く叩いた。

「どうしちゃったのよ、由香ちゃん。元気がないと智紀が心配するよ？　今日は私たちにも楽しんでほしいと思って、祐也と智紀が企画してくれたんだから」

「お兄ちゃんたちが？」

「そうよ。本当は、仕事の話をするのにふたりだけで来るつもりだったみたいなの。でも、由香ちゃんはなかなか智紀とゆっくりできないてないでしょ？　それで誘ってくれたのよ。ちなみに私は〝ついで〟」

　クスクスと笑う涼子さんに、私の心は少し温かくなった。

「そんなふうに考えてくれてたんですね。知らなかった……。お兄ちゃんが誘ってくれたって聞いてたんで」

「そうなんだ？　元々は智紀が由香ちゃんになにかしてあげたいって、祐也に相談したのがキッカケみたいよ」

　涼子さんは満足げに言うと、兄との部屋へ向かった。

　その後ろ姿を見送り、私は緊張しながらドアを開けた。

「す、すごい……」

　部屋に入ると真っ先に目に飛び込んできたのは、キラキラと輝く海。バルコニーへ出られる窓はすでに開いていた。

　海風が爽やかに吹いてきて、カーテンを揺らしている。

　キングサイズのベッドにチェスト、そしてクローゼットと、基本的な家具の他に、ひとりがけソファが丸テーブルを挟んで、向かい合わせで置かれている。

「この景色のよさが智紀のお気に入りなのね」

　バルコニーに出て海を眺めていると、心が癒されていく感じがする。

「気持ちいい。私のことを考えて別荘に誘ってくれたなんて嬉しいよ……」

　なにかしてあげたいなんて、気を遣わなくてもいいのに。私には、智紀が側にいてくれる、それだけで充分なんだから……。

　ふと目を動かすと、体がスッポリ埋まりそうなほどの籐でできたイスに気づく。

　試しに座ってみると心地いい。陽の光と海風を肌に感じながら自然と目を閉じていると、いつの間にか眠りに落ちてしまっていた。




　智紀を知れば知るほど好きになる。恋する気持ちって、こんなに大きくなっていくものだったっけ……？

「智紀……好き」

　自然と呟くと、温かい手が私の手を包み込んだ。

「オレも好きだよ、由香」

「え……？」

　どうやら私は寝言を言っていたらしく、智紀の声で目を覚ました。

「私、いつの間にか寝てた？」

　海風の気持ちよさに、すっかり寝入っていたらしい。その証拠に、すでに陽が傾き始めている。

「ああ、寝てたみたいだな。涼子から聞いて来たんだよ。またオレの夢を見てくれてたの？」

　イスの側で膝立ちした智紀が、私の額を優しく撫でた。

　その仕草に胸をときめかせながら、小さく微笑む。

「うん。漠然とだけど……。智紀のことを考えてる夢だった」

『会談は終わったの？』と聞きたいところだけど、仕事の話はやめておこう。

　こうして目が覚めたら彼がいてくれることが純粋に嬉しい。

「そんなことを言われたら、このままずっと由香とふたりきりでいたいと思ってしまうよ」

　智紀は唇を重ねると、私をギュッと抱きしめた。

「それは、私だって同じよ……」

　もっとキスをしてほしい。抱きしめてほしい。

「だけど残念ながら、今から祐也たちと会わなければいけないんだ」

「また大事な話あるの？　もしかして仕事が忙しいとか？」

　まさか、そんなに忙しいのにここへ連れてきてくれたとしたら、あまりに申し訳なさすぎる。

「いや、違うよ。目の前の砂浜でバーベキュー。テンション上がるだろ？」

「えっ、バーベキュー!?　楽しみ！」

「よし、じゃあ行こうか」

　思わず起き上がるほど喜んだ私に、智紀は笑った。




　日没から始まったバーベキューは、思いのほか智紀が手際よく準備をしていて、惚れ惚れしてしまった。

　兄が得意なのは知っていたけど、智紀も上手だとは意外だ。

「これが食べ頃」

　テキパキと肉や野菜を取り分けてくれて、さらに惚れ直してしまう。

　すると、それに気づいた涼子さんがからかい気味に声をかけてきた。

「さっきから智紀に見とれてるよね？　逞たくましい姿に惚れ直しちゃった？」

「い、いえ。そんなんじゃないです」

　図星だけど、恥ずかしさを隠して否定する。

　それにしても、涼子さんはいつもと変わらず普通だ。私に「本当!?」と笑いながら言い残し、兄の側へ向かった。兄と仲よく話す姿を見ていると、智紀を好きかもしれないなんて想像もできないくらいだ。

　そんな彼女と、切ない表情で智紀を抱きしめる写真の彼女とが一致しなくて、私はどうしても戸惑いを隠せなかった。




　バーベキューが終わり、兄たちと廊下で別れて智紀とふたりで部屋へ入る。

「夜でも海が見えるのね」

　室内は常夜灯で薄暗いけど、バルコニーから眺められる海は砂浜の灯りで照らされて、意外なくらいによく見えた。

「由香に気に入ってもらえてよかった。夜でも海が見えるように設計してあるんだよ」

　感激して窓に近づいた私に、智紀は満足げに言った。

「そうなの？　だからなんだ……」

　さすが智紀のプライベートビーチだけある。

　ここには、里奈さんも来たことがあるのかな……。

　そんなことをふと考えてしまった時、智紀が私の腕を掴んで引き寄せた。

「やっとふたりきりだな。海もいいけど、オレを見てよ」

　キツく私を抱きしめた彼は、その後じれったそうにキスをした。

「愛してる……。由香」

「え……」

　初めて聞く『愛してる』の言葉に、思わず智紀を見上げた。

　驚きで絶句する私に、彼は目を細めて微笑んだ。

「そんなに驚くなよ。本当のことを言っただけだよ」

「驚いちゃうよ……。だって、『愛してる』だなんて言うから」

　もちろん、私だって今では智紀を愛している。だから私も同じように返したいのに心の引っかかりが邪魔をする。里奈さんや涼子さんのことを曖昧にしたまま、愛してるなんて言えない。この言葉を口にするということは、彼のプロポーズを受け入れることと同じだから。

「愛してるんだから、それを伝えるのは当たり前だろ？　由香、オレはずっとお前の側にいたいよ」

　智紀はそう言って私を抱き上げてベッドへ降ろすと、待ちきれないと言わんばかりに服を脱がせた。

　私の気持ちを聞こうとしなかった智紀は、きっと気づいているのだろう。私がまだ『愛してる』と返せないことを。だって彼は私が思う以上に勘が鋭くて、私をよく見ているもの。

　だから、余計に思ってしまった。

　この心のモヤモヤを早くなくして、智紀に迷いなく伝えたい。

『私もあなたを愛してる』って……。




「うーん……」

　ふと目を覚ますと、壁かけ時計が深夜の三時を告げている。

　智紀に抱かれた後、いつの間にか眠っていたらしい。

　隣に目をやると、一緒に眠っているはずの彼の姿がないことに気づいて、ゆっくりと起き上がった。

「智紀？」

　部屋についているバスルームにも、お手洗いにもいない。もちろんバルコニーにもその姿はなく、急に大きな不安が押し寄せた。

　まさか、涼子さんに会っているとか……？

　嫌な想像をしてしまい、服を羽織ると静かに部屋を出た。

　常夜灯に照らされた廊下を歩き、ゆっくり階段を降りていくと、ボソボソと人の声が聞こえてくる。

　それはリビングからで、私は忍び足で近づいた。

　ドアが少しだけ開いていて、灯りが漏れている。

　こちらの姿が見えないようにドアの横の壁に身を隠すように立つと、そっと中を覗く。

　そこには、ソファに向かい合って座る智紀と兄の姿があった。

　こんな夜中に仕事の話……？

　不審に思いながら息を殺して見つめていると、智紀が深いため息をつきながら写真を一枚、指に挟んで持ち上げた。

「この写真をどうするかなぁ。由香には絶対に見られるわけにはいかないし」

　突然、私の名前が出てきてビックリする。

　私に見せたくないって、いったいなんの写真だろう。

「そうだよな。まさか涼子とお前が抱き合ってる写真が出回ってるなんてな」

　兄が腕組みをし、苦い顔をした。

　まさか海里が見せてきた写真のこと？　それがどうして出回ってるわけ？　しかも、智紀も兄もそれを知っている……？

　なにがなんだかわけが分からなくて、頭が混乱してくる。

「涼子も後悔してたよ。軽々しい行動をしたって。まあ、オレとしては涼子を責めるつもりはない。あいつが智紀を好きなのは知っていたし」

　兄はため息をついて、ソファに体を沈める。

　ウソ……。お兄ちゃん、気づいてたの？

　まさか兄が涼子さんの気持ちを知っているとは思わなくて、ア然としてしまった。

「だけど由香に知られるのだけは避けないとな。智紀をすっかり信頼しているのに、こんな写真を見たら誤解する。涼子もようやくお前への気持ちを整理できたのに」

「確かに、週刊誌にでも取り上げられたらマズイよな。涼子は、オレがモデルとしての道を作ったから、その恩と男女の愛情とを勘違いしてたんだよ。オレたちは、いわゆる師匠と弟子みたいなもんだから」

　もう一度ため息をつくと、智紀は困ったように眉を下げた。

「オレもそう思うよ。だからこそ、涼子への気持ちは変わらなかったし、それに気づいてほしかった。だから、お前がきっぱりと涼子を拒んだことは感謝してる。だけど、その最後の〝さようなら〟を意味するハグが、こんな形で残るとはなぁ。頭が痛いよ」

「問題は、オレたちとライバル関係にあるマスコミがこれを入手してるってことだ。回収するには、これ以上のネタを提供するか、それとも金を積むか……」

　お金を積む!?

　過激な智紀の言葉に目を丸くする私と違って、兄はいたって冷静に「そうだな。最後はそれしかないか」と言っている。

　それにしても、いつの間に涼子さんと智紀の問題は解決していたんだろう。あの写真は、やっぱりふたりを疑うようなものではなかったみたいだ。

　そのことに、ひとまず安心する。

　だけど、またもや大きな問題が発生しまったってことだよね？

「それで智紀、出所はどこなんだ？」

「……海里だ。だから、いろんな意味で由香には知られたくないんだよな」

「海里!?　それは確かなのか？」

　ウソ!?　カフェで会った時は、人質に取っておくと言っていたじゃない！

　兄の叫び声と同じくらい、私も心の中で叫んだ。

　どこかへ売り込もうと思っているわけじゃないなんて言いながら、結局はマスコミに売っていたなんて……。ヒドイ！

　ショックと共に怒りが込み上げる。

「確かだよ。ちゃんと調べたから。由香も元カレの裏切りにはショックを受けるだろうから、彼女に知られることなくこれを葬り去りたいけど……。どうするかな」

　こんなくだらない話のために、夜中に智紀と兄が話し合っているなんて、忙しいふたりの体が心配になってくる。それと同時に、ますます海里への怒りは大きくなっていった。

　智紀や兄の手を煩わせることなく、この問題を解決できないかな……。

　それを考えていたら、海里にもう一度会うという結論に達していた。

　涼子さんだって、兄と前へ進もうとしているんだから。

　今日一日、彼女の態度を思い返して、それをハッキリと確信した。

　だからあの写真は、私がなんとかしてみせる……。










海里の脅迫




　別荘では思わぬ真実にたどり着いて、翌日は気もそぞろだった。

　だけど、それを智紀たちに勘づかれてはいけない。笑顔で兄たちと別れると、いつもの毎日に戻った。

　そして私は、決心したことをさっそく実行することに決めた。

　週明けの仕事が終わり、海里に電話をかける。

　するとタイミングよく時間に空きがあったらしく、彼を呼び出すことに成功した。

「よお。由香から連絡があったと思ったら、ホテルのレストランの個室か。厳重な警戒態勢だな」

　以前会った時と同じくキャップ姿だけど、サングラスはしていないから表情がよく分かる。

　海里はニヤッとした笑いを浮かべて、私の向かいに座った。

「ここは著名人御用達のお店だから。個室もすんなり取れるのよ。それより、単刀直入に言うわ。あの写真、ネガごと返して」

　まっすぐ彼を見つめ、真剣な口調で言った。

「ネガごと？　そんな要求が飲めるわけないだろ。大体、なにを考えてそんなことを言ってるんだ？」

　海里は眉間にシワを寄せて、表情を硬くする。

「智紀と涼子さんを守りたいから。海里があの写真をマスコミに売ったことくらい分かってるんだから」

　なんて卑劣なんだろう。付き合っていた頃はそんな人じゃなかったのに。

　すっかり人が変わった海里に寂しさすら感じるけど、今の私にとっては智紀のほうが何倍も大切だ。

「へぇ。さすが、もう情報をキャッチしたのか。どうせ嶋谷から聞いたんだろ？　権力のあるヤツは違うよな」

　まるで小バカにするような物言いが、余計に私の神経を逆撫でした。

「智紀に恨みでもあるの？」

　以前会った時には私に未練があるような振りをしていたけど、やっぱり違った。

　今日の彼の言い方でハッキリ分かった気がした。

「ちゃんと分かってるじゃないか。そうだよ。なにもかも手に入れようとする嶋谷がオレは大嫌いなんだ」

　そう言い捨てると、海里はおもむろにネックレスを外した。

　それは、あのペアリングが付いているものだ。

「覚えてるだろ？　オレたちのペアリング。別れをあっさり受け入れられて、オレは心の整理をしきれていなかった。それなのに、お前は何事もなかったように嶋谷と結婚するんだもんな。信じられないよ」

　なにを勝手なことばかりペラペラと言っているのだろう。

　こんな人を好きだったこと、そして言われたことをいつまでも引きずっていた自分がバカバカしくなる。

「何事もなかったように？　ふざけないでよ。私は、海里に言われたことをずっと気にしてた。地味だって言われたこと、社長令嬢と付き合っても得することはなかったって言われたこと、ずっと気にしてたのよ？」

　感情的にまくしたて、息が切れる。

　そんな私を海里はキョトンと見ていた。

「そんなこと言ったっけ？　全然覚えてないけどな。あ、まさかそれが原因で、オレの別れ話をすんなり受け入れた？」

　呆れて言葉が出てこず、ア然とする。

　あんなヒドイことを言ったのに、覚えていない……？　私は、それが心の傷になっていたのに。

「覚えていないなんて、信じられない……」

「終わったことだしさ、由香ももう気にするなよ。前にも言ったけど、それだって由香の気持ちに甘えすぎてついポロッと口から出ただけで、別に本気で言ったわけじゃないと思う。それより……」

　人のトラウマを簡単に流そうとする海里に、私の中で緊張の糸が切れた。

「あなたとはまるで感覚が違うみたいね。別れて正解だった。一緒にいたって、絶対に幸せになれないもの。さあ、早くネガを返して！　持ってるんでしょ？」

　最後のほうは、ほとんど叫び声になっていたと思う。それだけ、海里への怒りばかりが大きくなっていた。

　すると彼も目を鋭くさせ、表情を一変させた。

「あのな、由香。嶋谷は裏ではかなり卑ひ怯きょうなことをやってるんだ。オレの所属する事務所からめぼしいモデルを引き抜いて、事務所の存続を危うくさせているんだぞ？」

「だから？」

「だから、あいつは卑怯だって言いたいんだ。自分の権力を振りかざして、やりたい放題。おかげで、求心力を失ったこっちの事務所は大した仕事が取れずに、オレの復帰もいまいちなんだよ」

　だんだん感情を高ぶらせてきた海里は、あぶら汗をかいている。

　それにしても、こんなにカッコ悪い人だったっけ？　智紀のことを『権力を振りかざして』と言うけれど、モデルを引き抜いただけの話。最終的に移籍を決めるのはモデル自身で、それだけ智紀の事務所のほうが魅力的だったということだ。

「引き抜きなんて話、普通の会社でも起こりえる話よ？」

　かえって冷静になれた私は、そう彼に反論した。

「違うね。あいつは自分の権力を大きくしたいだけだ。だから、由香も奪う気でいる。百瀬家の権力も手に入れたいんだよ」

　さっきから、やたら権力という言葉が出てくるけど、どうしてそこまでこだわっているのだろう。

「それは海里の誤解よ。お兄ちゃんが言ってたもの。結婚しなくても業務提携できるレベルの話なんだって。だから私と智紀の結婚は、本当はそんなに影響のあるものじゃないのよ」

　だけど、彼は首を大きく横に振った。

「違うね。周りはそうは思わない。なあ、由香。嶋谷との結婚なんてやめろよ。大体、あのネガはオレは持っていない。写したのは、オレじゃないから」

「え？　じゃあ、誰なの？」

　海里以外にも、智紀を逆恨みしている人がいるってこと？

　思わずテーブル越しに身を乗り出す。

「それは言えるわけないだろ。とにかく、オレに言っても無駄だよ。売り込んだ相手先は百輪廻出版のライバル社だから、相当喜んでたよ。由香たちの結婚が破断になればいいって」

「そんな……。ヒドイ……」

「それだけ嶋谷も敵が多いんだってこと。だから由香も考え直したほうがいい」

　そう言って、彼は一枚の写真を私に見せた。

　それは、海里に呼び出された時の店での写真だった。ちょうど彼が私の手を握っている瞬間が写っている。

「これ……なんで？」

　ア然とする私に、海里は薄ら笑いを浮かべた。

「どうやら、あの店で撮られてたらしんだよ。この変装はオレの定番スタイルだから、充分、海里で通せる。そして、由香の姿もばっちり映ってる。この写真と涼子さんの写真。どっちに世間は食いつくかな？」

「な、なにを言ってるの……？」

　あの日、誰かに写真を撮られていただなんて……。海里に会うことに意識が集中して、他の客なんて注意していなかった。

「嶋谷には大きな権力があるんだから、女くらいは返してもらわないとな。由香は誤解してる。オレはお前が好きなんだ」

　そんなわけがない。本当に好きなら、こんなふうに私を傷つけるようなマネはしないはずだ。

　悔しさと腹立たしさ、そして悲しさで涙が込み上げる。

「どうする？　お前が嶋谷との婚約を破棄すれば、両方の写真もネガも渡すよ。週刊誌にも取り上げさせない。だけどこのまま結婚するなら、どっちかの写真を公表させるよ。嶋谷か由香の浮気、どちらかに見せかけてね」

　なんて卑怯なんだろう。こんな汚い手を使ってでも私たちの仲を引き裂きたいなんて……。

　言葉にならないくらいに腹がたつ。そして、こんな人を好きになった自分も恥ずかしい。

「婚約破棄なんてできるわけないじゃない。会社の提携話が白紙になれば父や兄が困るし、なにより私は智紀が好きなの。絶対にそんなことはしないわ」

　これ以上、この人の話を聞くのもバカバカしい。まともな会話が通じないなら、いっそ智紀に相談しようか……。

　そんなことを思いながら立ち上がると、海里は冷たい視線を向けた。

「後悔するよ。本人がいくら否定したことろで、世間はそうは思わない。まあオレは否定するつもりはないしね。好奇の目にさらされ続ければ、結局破談せざるを得ないと思うよ。だったら、なるべくイメージに傷がつかないように別れたほうがいい。今なら嶋谷に対して、理由づけはいくらでもできるだろ？」

　そんなことを言われ、怒りで言葉が出てこない。

　にらみつける私に、海里は続けた。

　やっぱりオレのほうが好きだと確信したとか……な？　世間には、条件面で最終的な折り合いがつかなかったとか言えるし。それに涼子さんの写真が出たら、嶋谷の浮気が発覚するだけじゃなく、祐也さんも破局することになるだろうな。かわいそうに」

　兄と涼子さんが破局……？

　ようやく前に進もうとしている涼子さんが傷つくのは嫌だ。それに、智紀だって浮気なんかするような人じゃない。そんな汚名を着せられるなんて、絶対に避けなければ……。

　固まる私に、海里はさらに追い討ちをかける。

「週刊誌だから、もう締め切りなんだよね。早く由香の気持ちを言ってくれないと、まずは涼子さんの写真を出してもらうよ？」

「やめて！　それだけは絶対にダメよ！」

「じゃあ、さっさと返事しろ。今なら、嶋谷も祐也さんも名誉だけは守られるんだ。業務提携が白紙になっても、〝敏腕副社長〟なんだからなんとかできるだろ？」

　本当にヒドイ……。なんて卑劣な脅しなんだろう。

　堪えきれなかった涙がひとつふたつと落ちていく。

「分かったわよ……。智紀には婚約破棄を申し出る。だから週刊誌には載せないで」

　涙で滲む目で睨みつけると、海里はなんの愛情も感じられない笑みを浮かべた。

「いい子だな、由香は。じゃあ写真は保留にする。きちんと婚約破棄を世間に公表したら、ネガは渡すよ」

「分かった……」

　それだけ答えて、足早に店を出た。

　海里がなぜそこまでするほど智紀に恨みがあるのか、まるで理解できない。でも写真を公表させるわけにはいかない。

　潰れそうになる気持ちをかろうじて奮い立たせ、マンションへと向かった。




　玄関を開けると、そこには仁王立ちで私を迎える智紀の姿があった。

「由香、もう二十三時だぞ？　どこへ行ってたんだよ。遅くなるならなるで、ちゃんと連絡くらいしろ」

　スーツ姿のところを見ると、彼も帰ってきたばかりらしい。

「ごめんなさい」

　心配をかけたことを申し訳ないと思いながらも、これから言おうとしていることのほうが何十倍も申し訳なくて、智紀をまともに見られなかった。

「ったく、そんなに落ち込むくらいなら連絡だけはしろ。分かったな？」

　小さくため息をついた智紀は私の腕を優しく掴み、引き寄せようとする。

　彼が私を抱きしめようとしたのが分かって、とっさにその手を振りほどいてしまった。

「やめて。私、智紀に大事な話があるの……」

　声が震える私を怪訝な様子で見た智紀は、「なに？」と少し強ばった口調で聞いてきた。

「まだプロポーズの返事をしてなかったでしょ？　それを伝えたくて。……本当にごめんなさい。私、智紀とは結婚できません」

　頭を下げたまま、それを上げられないでいる。智紀の反応を見るのが怖かった。

　数秒後、彼の声が耳に届く。

「なんで？」

「それは……他に好きな人ができたから」

　智紀の質問は当たり前に想定していたから、返事もあらかじめ決めていた。

　納得してくれるかは分からないけど、この答えが一番いいと思ったから。

「……好きな人って誰？　由香、顔を上げてくれないとちゃんと話ができないだろ？」

　そう言われてゆっくり顔を上げると、智紀の険しい表情が見えた。

「海里よ……。再会して、やっぱり彼が好きだと思ったの。実はふたりで会ったりもして、過去のことを謝ってもらえたから……」

　絶対に海里とヨリを戻すつもりはないけど、ここではそう言った。

「由香、なにかひとりで抱え込んでるんじゃないのか？　今言ったことは、全部ウソだろ？」

　その言葉に心底ドキッとする。

「なんでそう思うの……？」

「だって、由香がオレを好きじゃなかった頃の目を知ってるから。今の由香の目は、その時とは違う。オレを好きになってくれた時の目だよ」

　突然プロポーズを断ったのに、智紀は動揺するどころか冷静に私を見てくれている。

　そんな彼の愛と優しさに心が折れそうになるけど、写真が頭をチラついて、なんとか気を取り直す。

　智紀ですら写真の差し止め方が分からなくて、兄に相談していたくらいなのに。ここで海里の言うことを聞かなければ、来週発売の週刊誌に写真が載せらてしまう。

　私は唇を噛みしめ、首を横に振った。

「智紀の勘違いよ。今言ったことはすべて本当だから。ちゃんと世間にも公表してね。おじさまとおばさまには改めて謝罪に伺うわ」

　これが正しい選択なのか、ハッキリ言って分からない。だけど他になす術がない以上、海里の言う通りにしないといけなかった。

　まっすぐ彼を見据えていると、智紀は少し肩の力を抜いた。

「分かった。由香の言う通りにするよ。それがお前の幸せならそうする。じゃあ、それは外さないとな」

　意外なくらいにアッサリと受け入れた智紀は、さっそく私の薬指から指輪を外した。

「とりあえず今夜はいつも通りに過ごして。それから、ごめんな。オレのワガママで振り回して」

「そんな……智紀が謝ることじゃないよ」

　いたたまれず謝罪の言葉を口にすると、智紀は私の頭を優しく撫でた。

　だけど当然のことながら、その夜同じベッドには来なかった。

　リビングのソファで眠った彼は、次の朝いつものように早朝から出勤していった。

　その様子が分かったのは、ひと晩中眠れなかったから。私のことを最優先に考えて、破談を受け入れてくれた智紀の気持ちを想像すると、涙が止まらなかった。

　その朝は、もう朝食の準備はされていなかった。

　当たり前なのに、どうしてか涙が溢れる。こんなふうになって、改めて彼の存在の大きさを実感するなんて、皮肉以外の何者でもない。

　どうしてもっと早く智紀の優しさに気づけなかったんだろう。あんなに長く兄といて、私の側にもいた人だったのに……。

　ちゃんと気づけていれば、もっともっと早く彼を好きになっていたはず。そうすれば、こんな事態にならなかったかもしれないのに。

　だけど、そんな後悔をしてももう遅い……。




　その日の仕事終わりに兄から連絡が来た。

　兄のマンションへ来るように命じられ、ひと晩にして智紀の側を離れることになった。

「智紀から聞いたよ。今は詳しくは聞かない。事態がいろいろと複雑だから、当面はここにいてくれるか？　実家に戻られると、ややこしくなるから」

「う、うん……。ごめんね、お兄ちゃん」

　さすがに、普段は温和な兄も今日は口調がキツイ。

　荷物もいつの間にか移動されていて、その状況に涙が込み上げてきた。

「由香を責めてるんじゃないよ。人の気持ちをとやかく言う権利なんて誰にもないから。それは智紀もよく分かってる。だけど、お前たちのことは表向き政略結婚でもあったから、簡単にはいかないことだけは理解してほしい」

「うん。もちろんよ……」

　私の様子を察知して、フォローをしてくれた兄の優しさに感謝する。本来なら、もっと責められるべきことを私はしてしまったのだから。

「それから、しばらくはおとなしくするように。オレが指示するまでは、なにもするなよ」

　力なくソファに座る私に、兄は釘を刺すように言った。

　私は弱々しく頷くだけで精一杯だ。

　海里には、メールで婚約破棄をしたことを伝えた。

　声なんて聞きたくないからそうしたけど、返事が返ってこなくて、かなりヤキモキしている。

　とにかく写真が載らないことだけを祈っているから、次の月曜日が来るまでは落ち着けない。仕事も、そして兄のマンションで過ごす時間も、心ここにあらずの状態だった。




　そして、運命の月曜日。

　朝一番に週刊誌をチェックするためキオスクに走ると、写真が載っていなくてホッとした。

　これで、とりあえずは安心だ。ただ、破談をきちんと世間に公表してネガをもらうまで油断はできない。

　テレビ局では私たちの破局が噂されているらしいと、兄からは聞いている。でもそれだけでは、きっと海里は納得しないはず。

　それから数日が経ち、破談の公表はいつになるのかを兄に確認したほうがいいのかもと考えていた時、思いがけない人から連絡が来た。

　それは桜さんからで、連絡先を交換していたことも忘れていたから、かなり驚いてしまった。さらにビックリしたのは、切羽詰まった声で電話をかけてきた上に、呼び出されたことだ。それも、智紀のテレビ局に。

　とても行く気にはなれなかったけれど、彼女の尋常じゃない様子に断ることができなくて、仕事終わりに局に向かった。

「百瀬さん、ごめんなさい。お忙しいのにお呼びして……」

　桜さんの楽屋へ行くと、青ざめた彼女が私の側へ飛んできた。

　ラフなＴシャツに短パン姿で、ちょうど空き時間のようだ。

「いえ、私は大丈夫です。忙しいのは桜さんのほうですよ」

　彼女の慌てぶりに驚きつつ言うと、首を横に振られた。

「そんな場合じゃないですから。それより、嶋谷副社長と婚約破棄をしたって本当ですか？　私、信じられなくて……」

　どうやら噂はしっかり広まっているらしい。

　その質問に答えるのはかなり胸が痛むけど、苦笑いをしつつ左手を顔の高さまで上げた。

「見ての通りです。ただ、まだ世間にはきちんと公表していなくて……」

　だから、実は会社の人は誰も知らない。兄も、婚約破棄は会社の利益問題に繋がるから簡単には公表できないと言っていた。

　そう考えると、ここで噂になっているのは変だ。とはいえ、その理由を知ろうとする気力はない。

　左手薬指に指輪がないというだけで、こんなにも寂しいとは思わなかった。なにも気力が沸かず、会社と兄のマンションの往復だけで一週間以上過ごしていた。

　その上、智紀からの連絡はなく、兄からは絶対に余計なことをするなとも言われているから、嶋谷家のご両親にも実家の両親にも会えないままでいる。

「やっぱりそうなんですか……。あの、実は百瀬さんに言おうかどうか迷ったんですけど……」

　桜さんはうなだれたかと思うと、おずおずと顔を上げて言葉を続けた。

「私、里奈さんと海里さんの話をたまたま聞いちゃったんです。ふたりがこの局の空き部屋で、百瀬さんと副社長のことを話していて……。会話から、百瀬さんと海里さん、そして里奈さんと副社長が付き合っていたことを知ってしまいました。まさか、ふたりから脅されたりしていませんか？　あの時の会話から、百瀬さんたちをハメようとしているのが分かったので……」

「里奈さんと海里が？」

　まさか里奈さんの名前が出てくるとは思わず、動揺を隠せない。

　呆然とする私を桜さんは楽屋の黒色のソファに促すと、隣に座って真剣な眼差しを向けた。

「はい。里奈さんは私のスタイリストもしているので、服のことで相談したくて探していたんです。そうしたら海里さんと話をしているのが見えて……。でも会話がうまく聞き取れない上に途中で携帯が鳴って、慌てて逃げちゃったんです。とりあえずは逃げ切れたので、ふたりにはバレていないと思うんですけど」

「そうだったんですか……」

　つまり、里奈さんと海里が手を組んでいるってこと？　写真のネガは、他の人が持っていると海里は言っていた。それが里奈さんの可能性も充分あるんだ……。

「その後に婚約破棄の噂を耳にするしで、どうしても百瀬さんに会いたくなって……。そもそも、あのエキストラの撮影の時から、海里さんを変だと思ってたんですよ。妙に百瀬さんに馴れ馴れしくて、副社長に挑発的だったから」

　言われてみれば、あの日、桜さんは私を海里から遠ざけるような言動をしていた。

「スゴイのね、桜さん。あの時から怪しんでいたなんて……」

「言ったじゃないですか。私にとって百瀬さんは、お姫様みたいな存在なんです。副社長とのご婚約もとても嬉しかった。だから、今回のことはショックでした。その様子だと、やっぱり海里さんが関係しているんですよね？　副社長には相談されているんですか？」

「それは……」

　言葉に詰まる私に、桜さんは寂しそうな笑顔を向けた。

「されていないんですね。私が首を突っ込む問題じゃないと思います。だけど、ひとりで抱え込まないでください。百瀬さんになにが起こっているのか分かりませんが、私は副社長とお幸せになってほしいと願っています」

　彼女の気持ちは嬉しいのに、本当の事情を話せない私は「ありがとう」としか返事ができなかった。

　本当はもっと話したそうだったけど、スケジュールが詰まっている桜さんは忙しそうに準備に戻っていった。




　私は楽屋を出ると、心が整理しきれないまま、テレビ局の玄関までボーッとしながら歩いていた。

　もし里奈さんが写真を撮った人だったら……？

　仮にそうなら智紀だってショックなはず。かつて好きだった人の裏切りをなんとも思わないはずがない。

　彼が悲しむ姿を想像すれば、里奈さんが関わっていないでほしいと思ってしまう。

　だけど桜さんの話を聞く限りでは、かなり怪しい。いったい、どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　深いため息をついた時……。

「本当か!?」

　聞き慣れた声が聞こえてきて、思わず柱の陰に隠れてしまった。

　それは紛れもなく智紀の声で、チラリと柱から覗くと、スマホ片手に険しい顔で「すぐ行く」と言っている。仕事でトラブルでもあったのかもしれない。

　愚痴でもなんでも聞いてあげたいのに、声をかけることができないのが切ない。

　智紀の支えになりたいのに、それができない自分がもどかしい。

　テレビ局の外へと消えていく彼の後ろ姿を見て、胸が押しつぶされそうになる。

　好き……大好き……。

　智紀が好きなのに、どうして別れるという選択を取らないといけないの？

　彼と一緒にいたいという気持ちを、なぜ阻まれないといけないんだろう。










黒幕との直接対決




　あれから一週間以上が過ぎた。

　その間、不気味なくらいになにも変化がない。海里からの連絡もないし、週刊誌で報道される感じもなかった。

　智紀も、桜さんに会いに行った日に見かけて以来、その姿を見ることはない。

　それがどんなに切ないか、私は時間を追うごとに実感していた。

「由香、せっかくの休みなんだし、なにか食べに行こうか？　お前、少し痩せたろ？」

　部屋に閉じ込もってなにをするでもない私に、兄が心配そうに声をかけてきた。

「いい……。食欲ないし」

　智紀に会えないことがこんなに気力を失うことになるなんて、少し前の私が聞いたら驚くだろうな。

　だけど、それが事実なのだから仕方ない。仕事はなんとかやりこなしてきたけど、それ以外はまったくなにもする気が起きない。

「そうはいっても、最近まともに食べてないじゃないか」

　私の目の前に膝立ちした兄は、眉を寄せて険しい顔を向けた。

　心配させているのは分かっている。それを申し訳なく思うけれど、今の私には兄の言葉ですら耳を傾ける余裕はなくなっていた。

「本当に食べる気がないの。大切なものを失って、もうなにも気力が沸かないから」

　膝を抱えて顔を伏せる私に、兄は優しく頭を撫でた。

「やっぱり、なにか事情があって智紀のプロボーズを断ったんだな？　なあ、オレに話してみないか？」

　どうやら兄は薄々気づいていたみたいで、顔を上げると優しく微笑んでくれた。

　だけど、あの写真が原因だと知ったら兄も苦しむに違いない。それに、もう一枚の写真に関しては、軽々しく海里に会いに行った自分にも責任がある。ここで兄に泣きついたら、かえって大きな迷惑をかけるだけだ。

　そう思ったら、やっぱり話せそうになかった。

「話さない。それより、いつまでこんな状態が続くの？　いい加減、嶋谷社長にもお詫びをしなきゃ……」

　婚約破棄の話はきっと耳に入っているはずなのに、嶋谷社長からも奥様からもなにも言ってこない。それが余計にいたたまれなかった。

　すると兄は困ったように腕を組んで、しばらく考えていた。

「気になるのは当たり前だよな。オレも智紀と話をしている最中だから、もう少し待っていてほしいんだ」

　そう言われたら、これ以上はなにも言えない。

「うん……。分かった」

　それにしても、お兄ちゃんは智紀と普通に会っているんだ……。

　私も会いたい、声が聞きたい。智紀が側にいないことがこんなに辛いなんて思ってもみなかった。

　またしても切なさが込み上げる。

　自然と涙が溢れた私を、兄は優しく抱きしめてくれた。まるで子どもの頃のように、涙が止まるまでずっと……。

「由香、落ち着いたら、やっぱりなにか食べに行こう。家で塞ぎ込んでいたって、なにも変わらないよ」

　ようやく涙が止まった私に、兄は穏やかに語りかけた。

　こんなに心配ばかりかけて、これ以上ワガママを押し通すわけにもいかない。

　弱々しく頷くと、兄は嬉しそうに笑顔を浮かべる。

「久しぶりだな。由香とゆっくりデートできるのは」

　元気づけようとして言ってくれているのが分かって、なんとか小さく微笑んだ。




　兄が連れていってくれたのは、私も数回訪れたことのある人気のエスニックレストランだった。

　赤が基調のこの店は、独特なスパイスの香りが漂っていて、食欲を刺激する。

「このお店に来たのは久しぶりよ。ちょっと元気が出てきた」

　顔パスの兄のおかげで、静かな個室で過ごせるのはありがたい。騒がしい環境に身を置くには、まだ気持ちがついていかないから。

「オレは由香を守りたいと思ってる。それは智紀も同じだと思うよ。今、由香がなにかを話せないのを責めるつもりなんてない。むしろ、そんな由香を絶対に早く救いたいと思っているくらいだ」

「お兄ちゃん、なんで私が考えていることが分かるの……？」

　話せない事情があるのだと気づいてくれたこと、そして守りたいと言ってくれたこと、そこに智紀の名前も出してくれたこと、そのすべてが嬉しかった。

　堪えきれず涙ぐむ私に、兄は小さく笑った。

「何年、兄妹をやってると思ってんだよ。オレは充分、自分がシスコンだって自覚はあるから」

　つられて笑った私の頬を兄が優しくつつく。

　智紀と別れて初めて、少しだけ心が軽くなった気がする。




　夕方、マンションに戻ると、兄は急な仕事の呼び出しで行ってしまった。

　ひとりになる私をかなり心配していたけど、「大丈夫だから」となんとか笑顔で送り出した。

　それより、昼間の兄の言葉で引っかかることがある。

「『早く救いたい』って、まるで今お兄ちゃんがなにかを行動を起こそうとしているようにも思えるよね……」

　いろいろ考えてみれば、プロボーズの断りをすんなり受け入れた智紀にも、拍子抜けした部分もある。嶋谷社長や実家の父になかなか会えないのも不自然だし。

「なにか、あるのかな……」

　あの写真について、兄や智紀にはなにか掴んでいることがあるのかもしれない。

「それならいっそ、自分でも調べてみようかな……」

　余計なことをするなとは言われているけれど、ひとりで悶々とするから気が沈んでしまうんだろう。例えネガを取り戻せても、智紀とやり直せるわけじゃない。だけど、いつ写真が流出するか分からないプレッシャーからは解放されたかった。

　大好きな智紀を守るために、自分でできることはしよう。

「決めた！　まずは、桜さんに連絡してみよう」

　本当に会いたいのは里奈さんだけど、彼女への連絡手段がない。

　さっそく桜さんへ電話をかけてみる。

　きっと仕事だろうから、着信が残るだけでいい。そのつもりでかけると、運よく彼女が電話に出た。

《里奈さんの連絡先？　百瀬さん、本気で言ってるんですか？》

　里奈さんの連絡先を教えてほしいとお願いすると、桜さんが驚いたように声を上げた。

「ええ、本気です。どうしても里奈さんに確かめたいことがあるので」

《まさか私が余計なことを言ったからですか？　百瀬さん、なにかとんでもないことをしようとしてるんじゃないですよね？》

　警戒心をあらわにした桜さんは、彼女らしくない低い声を出している。

　できるだけ桜さんに心配させたくなくて、わざとクスクス笑った。

「違いますよ。本当にちょっと聞きたいことがあるだけです。でも軽々しく局には行けないので電話をかけたくて……」

　そう言うと、電話の向こうからため息が聞こえた。

《分かりました。里奈さんの仕事の携帯番号を伝えます。だけど百瀬さん、絶対に無茶はしないでくださいね》

「ありがとうございます。大丈夫ですよ。ご心配をかけるようなことはしませんから。お忙しいのにありがとうございました」

　最後まで心配した口調の桜さんに申し訳ないと思いつつ、電話を切る。

　次はいよいよ里奈さんだ。

　タイミングよく彼女ともすぐに電話が繋がり、会いたいことを伝えると、すんなりＯＫしてくれた。

《じゃあ、由香さん。仕事の合間にしか会えないので、テレビ局のほうへ来てくれますか？　部屋を伝えますから》

　拍子抜けするほど愛想のいい里奈さんに、私は戸惑いながらも返事をした。

「ありがとうございます。すぐに行きます」

　まさか、こんなに早く話が進むとは思わなかった。

　兄には友達に会うと置き手紙を残し、急いでマンションを出た。

　タクシーを拾いテレビ局に着くまでの間、よくよく考えを巡らせてみれば、里奈さんなら涼子さんの写真を撮るのは簡単にできそうな気がする。

　涼子さんのスタイリストをしているのだから、スケジュールも把握しているだろうし……。それに、涼子さんが智紀を好きなことも知っていたし、それをよく思っていない感じでもあった。

　だから、嫌がらせの意味で撮ったとも考えられるけど……。智紀の足を引っぱることにもなるのに、そんなことをするのかな。それに、海里と接触する理由も分からない。

「違ってほしいけど、桜さんが言ってた感じじゃ、きっと里奈さんも海里とグルなのかも……」

　心にモヤモヤしたものを抱えているうちに、タクシーはテレビ局へ着いた。

　最近、ここでの顔が広くなった私は、慣れない〝変装〟でやってきた。

　といっても、キャップを深く被り、髪をひとつに束ねただけ。目元が隠れるだけでも、私だとはすぐに気づかれないはずだから。身分証の提示で受付では私だと分かるけど、いちいち智紀に連絡なんてしないだろう。

　里奈さんに会う前に、智紀と出くわして、バレるわけにはいかない。

　相変わらず賑にぎやかな局内を足早に進み、里奈さんの待つ控え室にやってきた。

「百瀬です」

　ドアをノックすると、すぐに彼女が出迎えてくれた。

「どうぞ。で？　用事ってなに？」

　控え室の中に入ると、たくさんの服がラックにかけてあり、いかにもスタイリストの部屋といった感じだ。

　私たちの距離は一メートルほど。微妙な距離感で、お互いに警戒心いっぱいの目で見つめ合っている。

「単刀直入に聞きます。里奈さん、海里となにかしてますか？」

「抽象的すぎて意味が分からないんだけど。具体的になにが聞きたいの？」

　さっきの電話は周りに誰かいたのかと聞きたいくらいに、今の彼女の話し方にはトゲがある。

「聞いた人がいるんです。里奈さんと海里が話しているのを。ふたりで私や智紀のことを話してましたよね？」

　こんなふうに詰問するのは苦手で、ドキドキと心臓が飛び跳ねそうになる。

　自分を奮い立たせるために、自然と握りこぶしを作った。

「なんで由香さんがそんなことを聞くの？　海里と話しちゃいけないの？　それに、智紀やあなたについてなにを話してたって言うのよ」

　写真のことを伏せているからか、里奈さんにとっては意図不明な質問に聞こえているのかもしれない。

　でも、なにも分からないうちから手の内は見せられないし……。

　ここまで来たはいいけど、すでに里奈さんの勢いに負けていた。

「えっと……それは……」

　なんて言えばいいんだろう。どう話せばふたりがなにを話したのか聞きだせる？

　頭がすっかり混乱状態になった時、ふいにドアが開く音が聞こえて、青ざめる。

　誰か来た？

　そう思ったのは里奈さんも同じだったようで、眉間にシワを寄せてドアに視線を移した。その時……。

「どうして由香は無茶ばかりするかなー」

　呆れ気味に入ってきたのは智紀で、思わぬ人の登場に目を丸くした。

「智紀、なんでここに……？」

　声を震わせながら質問したのは里奈さんで、明らかにさっきまでの勢いはなくなっている。

「桜が教えてくれたんだよ。今夜、きっと由香が里奈に会いに行くって」

「桜さんが……？」

　かなり心配していたみたいだったし、わざわざ智紀に知らせてくれたんだ……。

　そんな彼女の優しさに心が温かくなると同時に、それを聞いてこうして来てくれた智紀を見て、ときめく気持ちを抑えられなくなる。ドキドキと高鳴る胸元に手を当て、彼から目を離せなかった。

「悪いけど、ドアの外から聞かせてもらったよ。ふたりの会話。といっても、里奈からなにも聞き出せてないのには、ちょっと笑えたけど」

　苦笑いで私を見た智紀に、ますます胸がキュンとする。

　久しぶりに会えただけでこんなにも嬉しくて、好きだと思う気持ちでいっぱいになるなんて……。

「智紀には関係のないことだから出ていって。大体、由香さんとは婚約破棄したんでしょ？」

　かなり焦りの色を見せる里奈さんに、智紀は厳しい視線を向けた。

「婚約破棄なんてしていないよ。そんな噂はたっているみたいだけどな。オレはプロポーズをいったん断られただけ」

　まるで怒りを抑えるような、ゆっくりとした口調だ。

「なにそれ。どういうこと？　だって由香さんは海里に婚約破棄したって……」

　そこまで言った里奈さんは、ハッとして両手で口を覆った。

「由香が海里になんだって？　教えろよ、里奈」

　詰め寄る智紀に、里奈さんはうろたえている。

　やっぱり海里と里奈さんはこのことで繋がっていたんだ。

　それを確信しても、ホッとするどころか、智紀の気持ちを考えると複雑だった。

「そ、それは……」

　言葉を失う里奈さんに、智紀はスーツの胸ポケットからひとつのネガを取り出した。

「これ、なんだ？」

「あっ！　それは私の……」

　話についていくのが精一杯の私を尻目に、智紀は厳しい表情を崩さないで里奈さんを見つめている。

「これは、里奈の持っている一眼レフのネガだよな？　それから、ついでにこれも」

　さらに取り出したのは封筒で、そこから彼が見せたものは例の写真だった。私が海里に手を握られているものもある。

「なんでこれを智紀が……？」

　愕がく然ぜんとする里奈さんに、智紀はニヤッと笑った。

「オレを甘く見てもらっては困るな。元々マスコミ関係の情報には強いのと、今回はさらに強力な助っ人がいたから」

「強力な助っ人……？」

　里奈さんは、智紀の言葉を繰り返しながら目を泳がせた。

「そう。由香を超溺愛している祐也。あいつのネットワークの広さは相当だ。なにせ大事な妹が絡んでいるから、かなり本気を出してくれたよ」

　智紀はフンと鼻を鳴らして里奈さんを見た。

　そんな彼の態度に、彼女はその場に座り込む。

「絶対に気づかれないと思ったのに。せめて智紀たちの正式な婚約破棄の発表までは大丈夫だと思ってたのに……」

　そのまま声を上げて泣き出した里奈さんの側に、智紀はしゃがみ込んだ。

「オレはこの件についてお前を許す気はない。だけど、こんなふうに追い詰めたことは自分の責任だと思ってる」

　智紀の言葉に、目を真っ赤にした里奈さんが少し顔を上げた。

「里奈の気持ちを踏みにじったのはオレだ。由香への想いを隠して、お前を好きな振りをしていたんだ。恨まれて当然だ」

　すると、里奈さんは力なく首を横に振った。

「それは違うわ。智紀の気持ちを知っていて、告白をしたのは私だもの。智紀が一生懸命大事にしてくれようとしていたのは分かっていたのに。それなのに……」

　大粒の涙をこぼしながら、その後の言葉が続かない里奈さんを、私たちはしばらく見守っていた。

　気持ちが落ち着いてきたのか、涙を拭った里奈さんはもう一度、智紀を見つめた。

「ごめんなさい、智紀。仮にふたりの仲を引き裂けたとしても、私とあなたがやり直せるとは思っていなかったの。だけど、政略結婚という形で簡単に智紀を奪った由香さんが許せなかった……」

　智紀はしゃがみ込んだまま、絞り出すように話す彼女の言葉をただ黙って聞いていた。そして、少し経ってから口を開いた。

「由香がオレを奪ったんじゃない。オレが由香を奪ったんだよ。政略結婚なんて卑怯な手段を使ってね」

　穏やかな口調の智紀に、里奈さんは伏し目がちにして呟いた。

「海里が由香さんの元カレだっていう情報はキャッチしてたの。一応、顔は広いから。智紀もそのことを知ってるんだよね？」

　頷く彼に、里奈さんは続ける。

「海里ね、日本での復帰について最初は大々的に騒がれたけど、本当は思ったほど仕事がこないらしくて、かなり智紀を逆恨みしてたの。ほら、海里の事務所のモデルをけっこう引き抜いたじゃない？　あれで事務所の求心力が落ちて、自分の仕事も減ったと思っていたみたい。その事情も知って、私から持ちかけたのよ。涼子さんのことを」

　里奈さんから語られている話は真実だと思う。だって、あんなに思い詰めていた目が、別人のように穏やかになっていたから。

　それに気づいて、私は彼女の話に自然と聞き入っていた。

「涼子さんが智紀を好きなことはずっと前から知っていたし、由香さんとの婚約を知って涼子さんも焦り始めていたから。智紀に告白めいたことを言っていたのを偶然見て、これだと思ったの」

　それで、思い詰めた彼女が智紀に抱きついた瞬間、たまたま持ち歩いていた一眼レフのシャッターを切ったということだった。さらに、海里と私の密会写真は彼女が知り合いの記者に撮らせたとか。

　そこまで話して、里奈さんは私に視線を向けた。

「あの写真、海里から相当脅されたでしょ？　私が考えたのよ。きっとあなたなら、智紀や祐也さんのことを考えて、黙って受け入れるだろうって。そこまでは成功したのに、結局こうやって智紀が助けに来るのね。本当、ムカつくわ」

　言葉はキツイながらも弱々しい笑みを浮かべた彼女は、すべてを観念した様子で私を見た。

　そしてようやく里奈さんは立ち上がり、智紀も同じく立ち上がった。

「あんな写真、デマですって言えば、それで終わったかもよ？」

　確かに彼女の言う通りかもしれない。だけど……。

「一度、写真が出てしまえば、智紀も兄も涼子さんも傷つきます。それにイメージダウンは避けられないし。私は智紀が大好きなんです。だから、守りたかった」

　好きだから、自分の気持ちにウソをついた。すべては智紀を守りたかったから。

　私の話を、里奈さんも智紀も黙って聞いていた。

　そして、小さくため息をついた里奈さんが私に頭を下げた。

「ごめんなさい、由香さん。許してもらおうだなんて思っていません。私、好きな人を傷つけちゃった……。由香さんは智紀を守りたいと思っていたのに、私は彼を傷つける行為をしちゃった」

　彼女の足元に、ひと粒ふた粒と涙が落ちていく。

　鼻をすする音も聞こえ、私はいたたまれなくなった。

「顔を上げてください、里奈さん。好きな人を失う悲しみや絶望感は、私も少しは分かってるつもりです。その気持ちが違った方向に向かっただけですよね？」

　彼女に頭を下げてほしいわけじゃない。私はネガさえ手に入れられれば、それでいいから。

「本当に、ごめんなさい」

　しばらく里奈さんは顔を上げることができずに涙をこぼしていた。

「もう海里とは関わらないほうがいい。オレはちゃんとあいつとも話をするから」

　完全に里奈さんが落ち着いたところで智紀がそう言うと、彼女は小さく頷いた。

「私、覚悟してるから。智紀の事務所を解雇されても仕方ないって思ってる」

　それに対して彼はなにも返事をせず、今度は私に目を向けた。

「由香、一緒に来て」

「う、うん……」

　すっかり落ち込んだ里奈さんを残して、私たちは部屋を出る。

「ねえ、智紀。里奈さんをひとりにして大丈夫？」

　足早にエレベーターへ向かう智紀についていきながら声をかけると、いつになく硬い表情をしていた。

「大丈夫だよ。まだ仕事も残っているし、仲間と合流するはずだから」

「そっか……。それなら、安心」

　副社長室へ直行するエレベーターに乗ったところをみると、智紀は私をそこへ連れていくつもりらしい。

　それでなくても、こうやって助けに来てくれたことで仕事の手も止まっただろうに、一緒についていってもいいのかな。

「仕事が残ってるなら、私帰るよ？　また会いに来るから」

　彼の足手まといにはなりたくない。

　だけど智紀はなにも言わずにエレベーターを降りると、さらに足早に副社長室へ向かった。

　鍵を開けた智紀に続いて部屋へ入った瞬間、思いきり抱きしめられる。

「会いたかったよ、由香……」

　痛いくらいにキツく抱きしめられ、心の緊張が取れたのか、自然と涙が出てきた。

「私も会いたかった……。智紀が側にいないことが、こんなに寂しいことだなんて思わなかったよ……」

　彼の背中に手を回し、私も溢れる想いを伝えるように力を込めた。

「もう離さない。今度は、由香に言われても絶対に離さない」

「智紀……」

　大好きな彼のぬくもりを感じていると、穏やかな気持ちになっていく。

　人を好きになる意味を初めて知ったような気がする。

「祐也から言われなかったか？　余計なことはするなって」

　智紀が耳元で囁くその声にさえ、愛おしさを感じる。

「言われたよ。だけど、里奈さんに会いに行ったのは余計なことじゃないもん。ひとりでいたら智紀のことばかり考えて、鬱々としてたから……」

　すると、小さなため息が聞こえてきた。

「本当に無茶するよな。なにか事情があってオレのプロボーズを断っていたことくらい、最初から分かってたよ」

「そうだったの……？」

　思わず顔を上げると、智紀は口を尖らせている。

「ああ。あの時も言ったろ？　目が違うって。それから……由香も写真のことを知ってたのか？」

　心配そうな顔をする彼に、別荘で兄との会話を聞いたこと、涼子さんとのことも目撃したこと、そして海里に会ったことや桜さんのことを話した。

　すべてを聞き終えた智紀は、驚きで呆然としている。よほど予想外だったのか、私を抱きしめる手も離れていた。

「すべてを知ってたんだな……」

「うん。だけど私は智紀を信じていたし、お兄ちゃんも涼子さんも大好きなの。だから、とにかく写真だけは週刊誌に載らないようにって思って……」

　だから里奈さんに会いに来た。結局は、智紀に助けられてしまったけれど。

「でも、自分の力では無理だったみたい。智紀、助けに来てくれてありがとう」

　もし彼が来てくれなかったら、里奈さんに言い負かされていたと思う。

「なに言ってるんだよ。由香のことなら、いつだって当たり前に助けるから。それと、お礼を言うなら桜にもな。あいつ、今回のことでは一番の功労者かもしれない」

　そっと私の頬に手を触れると、智紀は優しい笑みを浮かべた。

「うん、そうね……。桜さんには、改めてお礼を言うわ。智紀、大好き……」

　智紀の胸にもう一度顔を埋め、目を閉じる。

　私の落ち着ける場所は智紀の側だと改めて感じる。

　もう二度とこのぬくもりを離さないようにしよう。

　そう決心した。

「オレも大好きだ。なあ由香。オレのところへ戻ってきてくれるだろ？」

「うん。私はもう智紀の側を離れないから……」




　ようやく帰ってこれた智紀のマンション。

　昨夜は兄のところへ帰り、ここへは今日戻ってきた。兄は朝、心底嬉しそうに見送ってくれ、『近いうちにきちんと話をしよう』と言ってくれた。

　マンションに到着した時には私の荷物はすでに揃っていて、その速さにかなり驚いた。

　でも思い返してみれば、智紀に突然プロボーズされた日も荷物はすでに運び込まれていたっけ。彼には私の知らないネットワークがたくさんありそうだ。

　それも、これから少しずつ知っていけたらいいな……。

「由香と一緒に過ごす夜は、本当に久しぶりだな」

「うん。本当に嬉しい……。だけど、智紀は大丈夫？」

　ベッドに座った私は、隣に腰を下ろした智紀に顔を向けた。

「大丈夫って？」

「里奈さんのこと……。ショックだったでしょ？」

　そう聞くと、智紀は小さく頷いた。

「里奈があんな手段に出たのも、あいつを好きだと思える前から付き合ったオレのせいだ。だから、本当にごめんな由香。誰より大事なお前を苦しめてしまった」

　彼の想いを聞けば聞くほど、胸はどんどん高鳴ってくる。

「ううん。それに私を助けてくれたじゃない。写真のネガまで手に入れて……。仕事も忙しいのに大変だったでしょ？」

「それで由香を取り戻せるなら、なんてことない。なあ、由香。もう一度、本当の気持ちを教えてくれないか？」

　真顔になった智紀は、私をまっすぐ見つめる。

　それがプロボーズの返事のことを言っているのだと、聞かなくても分かった。

「私は智紀の側にいたい。これからずっと……。その……奥さんとして……」

　最後は恥ずかしくてうつむいた私を、智紀はギュッと抱きしめた。その腕が少し震えている。

「ありがとう、由香。信じられないくらい嬉しいよ。幸せにする、絶対に。だから、いつまでもオレを信じていてほしい」

「うん……。私こそありがとう。ねえ智紀、震えてるね？」

「当たり前だろ。あんなに好きだった由香が、プロボーズを受け入れてくれたんだ。体も震えてくるよ」

　意外な一面に、愛おしさが増してくる。

「愛してる、智紀……。私、あなたのことを誤解したままじゃなくてよかった。ありのままの私をずっと受け止めてくれてたものね」

　この気持ちが少しでも伝わってくれたらいい。

　その想いで口にしたけど、智紀からは返事がない。彼の反応が気になって、そっと体を離した。

「智紀……？」

　見上げた彼の目は少し赤くなっていて、涙が浮かんでいた。

　初めて見る姿に、驚きで言葉を失う。

　そんな私に、智紀は唇を重ねた。

　優しく包み込むようなキスと柔らかく私の体を撫でる手に誘われるまま、自然と体がベッドに横になり、ゆっくり服を脱がされる。

　唇から首筋へ、そして胸元にたくさんのキスをしてくれた智紀は、もう一度唇に触れた。

「オレも、愛してるよ由香。言葉だけじゃ足りないくらい」

　愛する人がいて、その人からも愛される。本当の幸せって、そういうことなのかもしれない。

　智紀を好きになって、初めてそう思えた。

　もうこのぬくもりを離さない。私は智紀を愛しているから……。










智紀への疑惑




　左手の薬指に指輪がはめられ、すっかり元通りの生活に戻った……と言いたいところだけど、肝心な海里との決着はまだついていない。

「気づいてないはずはないけどな。由香にも全然連絡ないのか？」

　今日は、いつもより朝に余裕がある智紀と、朝食を一緒にしながら海里の話をしていた。

　里奈さんとのことがあって一週間。きっと彼女から聞いているだろうに、海里からの接触はない。

「うん……全然」

　ヨーグルトを口に入れ、思わずため息をついた。

「そっか。まあ、唯一あいつが持っている由香との写真は回収できてないけど、根回しをしてあるから今さら売れないさ」

　淡々と話す彼に目を向けてみたけれど、どういう根回しなのか、怖さのほうが勝って聞けない。お金で解決したのかなんなのか、私には想像もできなかった。

「それなら、なおさら黙ってるはずないのに。海里って、智紀を相当逆恨みしてたから」

「その気持ち、分からなくはないんだよな。由香、知ってたか？　あいつの家庭環境が複雑だったこと」

「え、家庭環境……？　ううん、聞いたことなかったし、そもそもご両親に会わせてもくれなかったから」

　それを悲しく思った時もあったと、過去の思い出が蘇る。

　やっぱり彼女になったからには、好きな人の両親には会ってみたいもの。

「会わせたくなかったんだろうな。あいつの両親は幼い頃に離婚してるんだ。それも、母親が男を作って出ていくってパターンで」

「そ、それって本当なの？」

　衝撃的な彼の過去に、動揺する自分がいる。

「ああ。しかも父親は育児なんてする気もなくて、ずっと施設で育ったらしいよ」

「そう……」

　知らなかった。そんな素振りはまったく見せなかったけど、海里は重い過去を背負っていたんだ……。

「その母親が海里の前に姿を現したのは、あいつがモデルになってから。金をせびりに来たみたいだな」

　それなら、私と付き合っている頃と重なる。あの頃、お母さんに会わせてくれなかった理由がようやく分かった。

「だけど、どうしてそんなことまで智紀が知ってるの？」

　反射的に嫌悪感を覚える。

　それに気づいたらしい彼は、慌てて弁解した。

「いや、たまたま耳に入ったんだ。このことを知っている人間は少ないよ。いや、今こんな話をしたのは、ただ、オレを逆恨みする気持ちも分かるってことを伝えたかっただけで……」

「それって、海里が施設育ちだから？　お金も地位もある智紀を自分とは正反対だから妬んでるって？　なんかすごく上から目線に感じるんだけど」

　詰め寄る私に、智紀は困った顔をした。

「そうじゃないよ。海里の生い立ちからして、素直になれない性格だったんだろうなとも思ったんだ。だから、由香があいつとの辛い過去を少しでもいいものに変えられたらいいなと思ったんだよ。本当に言いたかったのは、それだ」

「いいものって？」

　まだ嫌悪感を拭いきれない私は、少し硬い口調で聞いた。

「だから、由香を地味だと言ったことや、社長令嬢なのに得しなかったとか、そういう発言が実は冗談半分だったんじゃないかと思ったんだよ」

「そう……。そういうことね」

　しぶしぶ私が納得したところで、智紀は腕時計を確認して支度を急いだ。

「オレ、そろそろ行かなきゃ。今夜は遅くなるから、由香は先に寝てて」

「うん。いってらっしゃい」

　いつも通りに玄関で見送ると、智紀が顔を近づけてきた。

　それがキスだと分かって、反射的に避けてしまう。

　正直、海里の辛い生い立ちを聞いたショックで、彼のことで頭がいっぱいになってしまっている。とてもその気にはなれない。

　すると智紀はそれ以上強要することはなく、ぎこちない笑顔を浮かべて出ていった。

　さすがに、ちょっとひどい対応だったかも……。

　後悔先に立たずで、彼が出ていってから自己嫌悪に陥った。




　心に引っかかりを感じながら、いつも通りに出勤すると、始業前の束の間の時間、竹内さんが週刊誌を持ってやってきた。

「ねえ、見てよ。これ、海里の記事なんだけど、ちょっとショックじゃない？」

「え？」

　しかめっ面の彼女が見せてくれたのは、智紀と今朝話したばかりの海里の生い立ちを暴露する内容だった。

「これ……なんでこんな記事が？」

　呆然とする私に、竹内さんは声をひそめた。

「私、海里が施設育ちだったのはショックだけど、この記事って悪意あるよね？　海里は久しぶりの日本で俳優にも挑戦しようとしてるのに、こんなのただのイメージダウンじゃない。誰かが足を引っぱっているみたいで感じ悪い」

「確かに……」

　よくよく記事を読むと、施設育ちだから、芸能活動を休止している間にお金に未練を感じ始めた。そこで留学を切り上げて、芸能活動を再開したとまで書いてある。竹内さんの言うように、書き手の悪意を感じる。

　まるで海里を貶おとしめようとしているみたい……。

「本当に怖い世界よね」

　竹内さんは週刊誌を閉じると、ガックリと肩を落としながらデスクへ戻っていった。




　竹内さんは海里の過去に相当ショックを受けていたみたいだけど、私は記事の流出元が気になって仕方がなかった。

　そのせいで今日は一日中、仕事もあまり集中できなかった。実は私にはひとつの疑惑が芽生えてしまったのだ。

　智紀は今朝、海里の過去を知る人は少ないと言っていた。また、私と智紀が写った写真を売ることができないように根回しをした、とも。しかも、既に海里が売っていた写真も智紀はいつのまにか手に入れていた。

　もしかして根回しとは、私たちの記事を掲載させない代わりに海里の生い立ちについてのネタを提供した、とか……？

　そんなモヤモヤを抱えながらオフィスを出ると、ビルの玄関口で兄に声をかけられた。

「由香、タイミングよく会えてよかった。今帰りなんだろ？」

　ビジネスカバンを持つ兄は、いつもと変わらない笑顔を向けている。

　だけど私は笑顔を返せなかった。

「うん。お兄ちゃんは？　今から得意先回りとか？」

「いや、オレも帰り。今日は珍しく早く帰れるんだ。これから予定がないなら、少しお茶でもしないか？」

　お茶なんて気分には到底なれないけど、兄とゆっくりできるのもそうそうない。

「そうね、お茶でもしようかな」

　兄の誘いに頷いた。




　連れていかれたのは大手チェーンのコーヒーショップ。そこのカフェラテとクッキーを注文した私は、奥のソファ席へ座った。

　ブラックコーヒーを手にした兄は向かいに座ると、私にぎこちない笑顔を見せた。

「智紀とケンカでもした？」

「え？　なんで、そんなこと聞くの？」

　ギクリとして、食べかけのクッキーを落としそうになる。

「だって智紀の元気がなかったから。今日、仕事でテレビ局に行ったんだ。少しあいつと話す機会があったんだけど、由香の話を振ったらごまかされた。お前も元気ないし、なにかあったんだろ？」

　さすが私たちを知り尽くしてるだけあって、鋭い。

　その兄を前に私はうまくごまかせる自信がなく、正直に今朝の話をした。

　すると、話を聞き終えた兄は表情を硬くした。

「海里の記事はオレも見たよ。だけど、あれを売ったのは智紀じゃないと思うけどな」

「本当に？　ていうか、お兄ちゃんも真相は知らないんだ？」

「ああ、実は知らない。最終的に決着をつけたのは智紀で、それについては詳しく聞かなかったからな」

　ため息交じりに話すと、「海里の過去はオレも知らなかったし……」とブツブツ言っている。

「じゃあ、お兄ちゃんはなんで智紀じゃないって言いきるの？」

　そう言ってひと口カフェラテを飲んだ私に、兄は厳しい視線を向けた。

「由香は智紀を疑ってるのか？」

「えっ？　そ、それは……」

　いつになく怖い顔の兄を見て、『そうだ』とはとても言えない。

　普段は私に激甘な兄も、さすがに親友の智紀を疑われるのは気分が悪いらしい。

　すっかり怖気づいた私は、返事もできずに伏し目がちになる。

　智紀に次いで兄とも険悪な雰囲気になるなんて、今日は本当に散々だ。

　黙々とカフェラテを飲む私と同じく、兄も黙ってコーヒーを飲んでいる。

　この重い雰囲気を変えたくて、なにか話そうと思うけれど話題が見つからない。

　すると、ようやく兄から話しかけてくれた。

「あ、そうだ。今度、時間があった時に、涼子に会ってやってくれないか？　由香にどうしても謝りたいらしいから」

「涼子さんが？　そんな……気にしなくていいのに」

　人を好きになる気持ちを責める権利なんて誰にもない。それに、涼子さんは私から智紀を奪いたかったんじゃない。自分のやり切れない気持ちを整理したかったんだと思う。

　これは、吹っ切れた彼女を見て私なりに出した結論だ。

「由香なら、きっとそう言ってくれると思ってたんだけど、涼子の気が治まらないみたいだから」

　兄はコーヒーを飲み干すと、腕時計で時間を確認した。

「もうそろそろ帰るか」

　このぎこちない雰囲気に、兄も耐えられないのかもしれない。

「うん……」

　急いでクッキーを食べ、カフェラテを飲み干す。

　兄は早々に立ち上がると、ふたり分のトレーを片づけてくれた。

「お兄ちゃん、ありがとう。お茶までごちそうしてもらっちゃって」

　店を出たところで立ち止まる。お互い帰る方向が違うから、ここでお別れだ。

「いや、大したものじゃなくてごめんな。それより、送れなくて悪い。これから涼子と約束があるから」

「ううん。全然大丈夫。じゃあね、お兄ちゃん」

　今となっては、関係が安定している兄たちがうらやましい。

　厳しい表情を崩さない兄は、「じゃあ、またな」と言い残し足早に帰っていった。

「本当、最悪……」

　結局、兄の気分を害しただけでなく、智紀がネタを売ったかどうかもハッキリしないままだった。

　兄は違うと否定していたけど、正直なところ、その根拠はなさそうだ。

「帰るの嫌だな……」

　モヤモヤした心は晴れるどころか、ますます憂鬱になった。




　重い足取りで帰宅すると、ちょうど仕事帰りの智紀と玄関の前で一緒になった。

「由香も今帰ってきたのか？　遅かったんだな」

　今朝のことを思い出すとぎこちなくなるけど、それは彼も同じみたいで話し方が遠慮がちだ。

「お兄ちゃんと会ってたから……」

　玄関の鍵を開けた智紀が、私を先に中へ入れてくれた。

　靴を脱いでリビングへ向かうと、一足遅れで智紀もやってきた。

「そうか。オレも昼間に会ったよ」

「そう……」

　なにげない会話の中にも漂う重苦しい雰囲気が居心地悪い。

　だけど、ネタを売ったのが智紀かどうか確かめないと、普段通りに接することなんてできない。

　リビングで立ったままの彼に、小さく深呼吸をして向き直る。

「今日、週刊誌に海里の過去の話が記事になってたの。智紀、どうしてか知ってる？」

「え……？」

　明らかに困惑しているけれど、週刊誌の内容を知らないはずがない。だから、それについて驚いているわけではないと思う。きっと、私の気持ちを察してるからだ。

「そんなの、知るわけないだろ？　由香はなにが言いたいんだよ」

　狼狽する智紀は、やっぱり私が疑っていることに勘づいているようだ。

「だって、たまたまとはいえ海里の過去だって簡単に手に入れちゃったじゃない。それなら、記事の出どころだって分かるかなって思ったのよ」

　私は彼から『違う』とハッキリ否定されたいだけなんだと、今になって分かる。

　智紀のような立場の人には、理屈だけでは片づけられないこともあると理解しているつもり。だけど、いくら未練がない人とはいえ、一度は本当に好きになった人の過去を売ってほしくない。だから、『違う』と言って……。

「智紀がネタを売ったんじゃないよね？」

　すがる思いで彼を見つめると、深いため息をつかれた。

「オレを信じきるんじゃなくて、疑うんだ？」

「え？」

　一瞬、なにを言われたのか分からなくて、思わず聞き返した。

「最初から疑われてるんじゃ、なにを言っても無駄だと思う」

　冷ややかな目で私を見た智紀は、寝室ではなく仕事部屋として使っている書斎へ足早に入っていった。

「えっ!?　ちょ、ちょっと智紀……」

　まさか怒らせてしまった？

　それから智紀は、私の存在なんて目に入らないかのように着替えを済ませ、シャワーを浴びるとまた書斎へ籠った。

「智紀、ご飯は……？」

　嫌なドキドキを感じながら部屋のドアをノックすると、「いらない」とそっけない返事だけが返ってきた。

「そう……分かった」

　仕方なくキッチンへ行き、冷凍物で自分のご飯を済ませる。

　せっかく智紀とまた幸せな時間を過ごせると思っていたのに、私の軽々しい発言のせいで彼を傷つけてしまった。疑われて、智紀はきっと不愉快だったに違いない。

「どうしよう……」

　あんなに機嫌を悪くしたのだから、やはり智紀が売ったのではなかったんだ。いや、疑うこと自体が間違ってた。自分の愛する人を信じきることができなかったなんて、私、最低だよね……。

　謝りたいけど、今は相手にしてもらえなさそうだ。

　仲直りをするキッカケを掴めないまま、その夜私たちは別々の部屋で眠った。




　次の朝、どうしても智紀より早く起きていたくて低血圧の体を無理やり起こしたけれど、彼はもう出勤していた。

「いつもより早いじゃない……」

　ひと晩眠った後に顔を合わせれば、もしかしたら謝るキッカケが見つかるかもしれないと思ったのに……。

　クラクラする頭に手を当て、ため息交じりにダイニングチェアに座る。

「本当にどうしよう……」

　ようやくプロポーズの返事ができたというのに、このまま信頼関係が壊れてしまうの？

　だけど、今朝も朝ご飯の用意をしてくれていて、その優しさに胸が締めつけられた。

「やっぱり早く謝ろう」

　今夜は智紀が帰ってくるまで、起きて待っていよう。

　そう決めた瞬間、スマホにメールが届いた。

　朝早くから誰だろうと確認すると、それは海里からだった。

　緊張しながら内容を確認すると、【話がある。今夜会いたい】とシンプルな内容が書かれていた。

　ネガを智紀が手に入れたことも、里奈さんと私たちが話をしたことも知っているはず。それなのに、今まで音沙汰がなかったのが不思議なくらいだ。

　とうとう海里から連絡が来たと思うと怖さもあるけど、逃げるわけにはいかない。

　智紀が帰るまでには戻ってこれるだろうし……。写真の話を聞くチャンスだから海里に会いに行こう。

　そう思って返事を返す。

【私も話があるから、二十一時に会おう】

　そのメールに、海里はすぐ返信してきた。

【今夜も、由香の大好きな副社長のテレビ局で仕事があるんだ。第六スタジオに来てほしい】

　わざわざ『由香の大好きな副社長』と書いてくるあたり、メールに悪意を感じて腹がたつ。

　それにしても、指定場所がテレビ局なんて、智紀に会ったら大変だ。別の場所に変えてほしいところだけど、海里も仕事の合間なんだろうから仕方ない。

　とにかく今夜がヤマ場だと自分に言い聞かせ、智紀が作ってくれた朝ご飯を完食した。

　すべては今夜、ハッキリさせよう！




「第六スタジオってどこなんだろ」

　案内板を見ると、海里が指定してきたスタジオは六階にあり、かなりの規模の大きさみたいだ。

「ここだけ、ひとつしかスタジオがないのね」

　とにかく、早く行って話を済ませてしまおう。

　エレベーターに乗り込むと、六階を目指す。

　緊張と不安でドキドキするけど、心のモヤモヤを早く取り除いてしまいたかった。

　違うと思っていても、どこかで智紀を疑う気持ちを一〇〇％取り除けない。だけど海里と話せば、それもきっとなくなるはずだから……。










歪んだ愛情




　六階フロアはテレビ局とは思えないほど静かで、場所を間違えたんじゃないかと思ったくらいだった。

「誰もいないのかな……」

　海里に言われるままに来たけど、もしかしてやめたほうがよかったのかな。とはいえ、もう後戻りはできない。

　不安を感じつつも、とりあえずスタジオの鉄扉を開ける。

　扉は重く、両手でやっとの思いで押し開けると、すでに海里がいた。

　広くてなにもない殺風景な部屋は、空気がヒンヤリとして冷たい。中心にだけ電気がついていて、その下にシャツにチノパン姿の彼が立っていた。

　海里は私を見ると、小さな笑みを浮かべた。

「よお、由香。ちゃんと来てくれて嬉しいよ。それにしても、お前の婚約者はすごいな。ネガをやすやすと奪って」

「やっぱり知ってたのね。ねえ、海里。もうバカなことを考えるのはやめて」

「バカなこと？　最初からバカなことなんて考えてないけどな。あーあ、それにしても里奈のやつ、簡単に裏切るから萎えるよ」

　わざとらしいため息をつき、海里は私に少し近づいた。

「裏切るって……。最初から間違ってたことじゃない。里奈さんは、それに気づいただけよ」

「本当に由香はキレイ事が多いな。恵まれたヤツは覚悟が中途半端なんだよ」

　それは、私と自分の生い立ちを比べて言っているのかな？　きっと週刊誌の記事のことは知っているはず。もしかしたら、そのせいでますます自暴自棄になっているのかな……。

「見たんだろ？　今日の週刊誌。人の過去がカネになるんだから、世の中腐ってるよな」

　吐き捨てるように言った海里は、顔を歪ゆがめている。

「海里……。あの記事、今日まで週刊誌に載ることは知らなかったの？」

「当たり前だろ。これで、オレの周りに味方なんていないことを思い知らされたよ。それから嶋谷、あいつだけは絶対に許さない」

「ど、どうして智紀をそんなに憎むの？」

　まさか、あの記事を売ったのは智紀なの……？

　最悪のパターンを思い浮かべ、声が震えてくる。

「由香、読んだんだろ？　週刊誌の内容に間違いはない。オレは両親に捨てられて、施設で育った。おかげで、子どもの頃はイジメにもあった」

「そんな……」

　海里がイジメにあっていたなんて、まるで想像もできない。私が知っている海里は自信があって野心もあって、重い過去を背負っているようには見えなかったから。

「イジメたヤツらを、絶対に見返したい気持ちでいっぱいだった。でも、その術が分からなかった。そんなオレがモデルを目指すキッカケになったのは、今の社長に拾われたから。嶋谷のライバル事務所のな」

　智紀の名前を出す度、海里は眉間にシワを寄せて険しい表情を浮かべる。それほど智紀への憎しみが強いのが分かった。

　私はただ黙って聞くのが精一杯だ。

「高校生の頃、荒れかけてたオレをスカウトしてくれたんだ。人生をこれから始めてみないかってね」

「知らなかった……。私、付き合ってた頃、ちゃんと海里のことを知ろうとしていなかったんだね……」

　あの頃は確かに海里を好きだったのに、どうしてしっかり向き合おうとしなかったんだろう。

「オレとしては、それでよかったよ。話したい過去じゃなかったし、由香はプライバシーに首を突っ込みすぎない。それが居心地いいと思ってたしな」

　どこか遠くを見ながら、海里は続ける。

「モデルとして成功させてくれた社長に恩返しをしたくて、俳優の勉強もしようと思った。正直、一生モデルだけで通用するとは思ってなかったから。だから、由香と別れてまでアメリカへ行ったんだ」

「そうだったんだ……」

　ただの野心でアメリカへ行っていたと思っていた。海里がモデルになったこと、そして渡米したことには深い意味があったと、今さら知ってしまった。

　あの時の海里の思いに、なにも気づけなかった自分が恥ずかしい。

「ああ。だけどいざ帰国したら、テレビ業界……いやメディア界そのものが嶋谷の天下だもんな。頭にくるよ。おまけに、あの週刊誌の報道だ」

「確かにここは高視聴率のドラマをたくさん抱えてるし……」

「それだけ、嶋谷が経営する芸能事務所の俳優をたくさん使えるってわけだよ。ウチみたいな小さな事務所は、俳優の数も少ない。だからなかなか声がかからない上に、めぼしいモデルもあいつが引き抜いていく。汚いやり方だと思わないか？」

　そんなふうに言われれば、返す言葉が見つからない。

　智紀のやり方がそこまで汚いとも思えないけど、海里にとっては恩ある事務所の生き残りに関わることだから、ここで私が否定しても神経を逆撫でするだけかもしれない。

　智紀は毎日、朝早くから夜遅くまで仕事をしている。だからこそ結果も出ているのだと思う。だけど海里には、そんな考えは理解できないのかもしれない。彼には智紀が、なんの努力もせずに自分の思い通りに物事を進める権力者だと映っているみたいだから。

「オレは嶋谷の局で仕事はしたくない。だけどテレビに出演してギャラを稼がないと、ウチの事務所は本当に傾くんだ」

　そう言いながら、海里はじりじりと私に近づいてくる。

　その真顔が怖くて後ずさりをすると、壁際まで追い込まれた。

「ウチの事務所にダメージを与えたあげく、由香と結婚してファッション誌にまで手を広げようとしている。オレの原点すら、あいつは奪おうとするんだ。由香くらい取り返したっていいだろ？」

　これ以上私を逃がさないとでも言うように、海里は両手を壁についた。

「えっ？　海里、なにをするの？」

「ペアリングを捨てられなかったのは、お前を忘れられなかったからだよ。由香を傷つける言動をしたことは、本当にすまないと思ってる。だけど、今でも好きなんだ。由香、あいつと結婚なんてするなよ」

　海里が顔を近づけてくる。

　キスをしようとしているのが分かり、その体を必死で押し返す。

「やめてよ。大声を出すわよ」

　大きくなる恐怖心の中で精一杯の強がりを見せた私に、海里はニヤリと笑った。

「無駄だよ。ここは、音楽番組専用のスタジオなんだ。防音装置が抜群だと業界では有名な場所だ。由香の声なんて外には聞こえないさ」

「もしかして最初からそれを想定して、ここへ私を呼んだの？」

「ああ。本当に無防備だよな。だけど別にいいだろ？　付き合っていた頃はオレに抱かれてたじゃないか。あの頃を思い出してくれたらいいんだよ」

　絶句する私の両手首を掴むと、海里は私をその場へ座り込ませた。そして、強引に押し倒した。

「やだ！　やめてよ、海里！」

　思いのほか力強く掴まれて、抵抗しても海里はビクともしない。それどころか、片手で私の両手首を掴み直すと、もう片方の手で服を脱がし始めた。

「やめてってば！　私はもう海里を好きじゃないのよ！　本当にやめて！」

「なんでだよ！　なんで由香までオレを拒むんだ？　母さんといい、なんで誰もオレを愛してくれないんだよ！」

「お母さん……？」

　どうしてここでお母さんという言葉が出てくるの？

　ア然とする私に、智紀は憎しみを込めた口調で言った。

「そうだよ。あの記事のネタを売ったのが実の母親だなんて、笑えるだろ？　よほど生活に困ってたらしいんだ。自分勝手に生きてきたあげく、息子の過去を売るなんてな……」

　ウソ……。実のお母さんがネタを売った……？

　それがどれほど海里を傷つけたか、考えなくても分かる。

　切なさが込み上げた時、海里が私を抱きしめた。そのまま押し倒され、まったく抵抗できない。

「だから由香、お前だけはオレの側にいてくれないか？　オレは絶対に変わるから」

「海里……」

　すがるような彼の言葉に、胸が痛んで言葉が出ない。その時……。

「なにをやってるんだよ！　由香から離れろ！」

　勢いよくドアが開いて、智紀が入ってきた。

　智紀は険しい顔で力任せに海里を私から引き離すと、そのまま突き飛ばした。

「智紀……なんで分かったの？」

　手を引っぱられて立ち上がると、智紀が私を睨んで言った。

「警備員から連絡が来た。由香が来たけど、様子がおかしかったって」

　すると海里が起き上がり、智紀に鋭い視線を向けた。

「さすが副社長。よくこの場所が分かったな」

「由香がオレに黙ってまで会いにくる相手は、お前しかいないだろ。調べたら、お前がここの鍵を持っていってるのが分かったんだよ」

　ふたりとも険しい表情を崩さないままで、今にも殴り合いになりそうな雰囲気だ。

「さすがだな。あんたにかかれば、プライバシーもなにもないな。オレのことも事務所のことも調べ尽くして、ライバルを潰すつもりなんだろ？」

　挑発的な言葉を吐く海里の目は血走っていて、呼吸は荒い。

　だけど、智紀は動揺する様子はなかった。

「海里、お前は少し誤解している。確かにオレは業務の拡大を進めている。だけど、それはなにかを潰すことが前提じゃない」

「キレイ事でごまかすな。実際、オレの事務所からモデルを引き抜いてるじゃないか。おかげで事務所の収入は減っていくばかりなんだぞ？　後は潰れるしかないじゃないか」

「だから、それが誤解なんだよ。確かに、百輪廻出版のファッション誌での専属モデル契約を独占したいと思っている。だけど、前だって分かるだろ？　モデルを起用してもらう代わりに、事務所もスポンサーとして金を払ってるんだ」

「…………」

　智紀の言葉に、海里は口をつむいだ。

「それは小さな金額じゃない。お前が所属する事務所には、今それを支払える財務体力がないんだ。それじゃあモデルを抱えても、なかなか仕事が取れない。俳優たちを育てることもできない。だから、ウチが引き抜く代わりに、それに見合った金をお前の事務所に払ってたんだよ」

　そう言われて、海里はうなだれた。さっきまでの勢いなど、まるで感じないくらいだ。

「お前の事務所は、それでできた金で今いるタレントたちを育てるらしい。海里、お前には特に力を入れるつもりだと社長が言ってたぞ？」

「え……？」

　顔を上げた海里は、まっすぐに智紀を見た。

「だから、お前のことは引き抜かないでほしいと言われた。どんなことがあってもお前だけは育て抜きたいんだってさ。まあ、個人的な感情で言わせてもらえば、頼まれても引き抜きたくないけどな」

　すると、黙って聞いていた海里はその場に崩れ落ち、押し殺すように泣いた。

　荒れ始めた自分を拾ったのは社長だと言っていた。きっといろんな思い出が蘇って、感極まったに違いない。

　そんな海里の前にしゃがみ込むと、智紀はドスのきいた声で言った。

「ただし、由香になにかすればオレは徹底的にお前を潰す。いいな？」

　ほとんど脅しのような条件に、海里はなんの反応も示さない。

　その姿を見た私は、バッグから指輪を取り出した。それは海里とのペアリングで、今日返すつもりで持ってきていた。

「海里、これ返すね……」

　智紀の隣にしゃがみ込み、うつむく彼に指輪を差し出した。

「これは、オレたちの指輪……」

　ようやく顔を上げた海里の目は、真っ赤になっている。

「うん。私も持ってたの。海里と別れてから、心の整理がつくまで時間がかかったから。だけど、もう持っている意味はないし」

　さらに差し出すと、海里はその手を掴んだ。

「どうしてもやり直せないのか？　オレは変わる。約束するよ」

　必死の形相の海里に、私はゆっくり首を横に振った。

「海里はそのままでいいのよ。そこに私が合わなかっただけ。ありのままの自分を出せない関係なんて、一緒にいてもいつか息が詰まるわよ」

「そんなことはない。オレに努力が足りなかったんだ」

「ううん。違うってば。私が付き合っていた頃、海里の過去を聞こうともしなかったのは、しょせんそれだけの愛情だったってことよ。だから私は海里とやり直せない。ごめんね。これは返すから」

　ゆっくりと彼の手を離し、代わりにその手に指輪を置いた。

　もうなにも言う気になれないのか、指輪を見つめたまま海里は動かない。

「行こう、由香」

　智紀に促され、立ち上がる。そして、海里が気になりながらも部屋を出た。

「海里、大丈夫かな……。ひとりにして……」

　足早に歩く智紀に手を引かれながら、スタジオのほうを振り向く。

　鉄扉は固く閉じられ、海里が出てくる気配はない。

「大丈夫だよ。あいつはまだこれから仕事があるし。それに、あいつの事務所の社長に連絡しておいたから、迎えに来てくれるはずだ」

「社長が!?　いつの間にそんなことをしたの？」

　驚きで目を見開く私に、智紀はいたって真面目に答えた。

「ここへ来る前に。海里が考えつくことは想像できたから。今回の記事は、あいつの母親が売ったんだってな」

　お約束のように副社長室へ向かった智紀は、私を中へ入れると鍵を閉めた。

「そうみたいね……。智紀、疑って本当にごめんなさい」

「そんなに謝ることじゃないだろ？　疑われるオレに問題があるんだ」

　深く頭を下げる私に、彼は優しい口調で答えてくれた。

　予想外にすんなり許してもらえて、思わず顔を上げる。

「でも、夕べはあんなに怒ってたじゃない」

「怒ってた？　ああ、あれは由香にじゃなくて、記事を売ったヤツにだよ。それで、疑いを晴らすには張本人を突き止めるのが一番いいと思ったんだ」

「えっ、そうなの……？　じゃあ、書斎に籠ってたのは？」

「だから、どうやって突き止めようか考えてたんだ」

「そうだったんだ……」

　真相が分かった瞬間、力が抜ける。

　すっかり緊張の糸が切れた私を、智紀はゆっくり抱きしめた。

　こんなふうに抱きしめられると、やっぱり安心できるのは彼の胸の中だとしみじみ思う。私も智紀の背中に手を回し、逞しい体をギュッと抱きしめた。

「由香も誤解しないでほしんだけど、オレは単なる興味本位で他人の身辺を調べたりしない。そこに重要なビジネスが絡んでいたり、今回みたいに大事なものを守る時だけだ」

「うん……。私、かなり誤解してた部分があったかも。智紀のことを分かっていたつもりでいたのに、結局は疑ってしまった自分が情けないわ」

　うつむく私の頭を、彼は優しく撫でる。

「それは、本当にもういいよ。それに、由香はちゃんと海里を拒絶してくれたじゃないか。指輪だって持ってきてた。最初から、あいつを受け入れるつもりなんてなかったってことだろ？」

「うん。そうだよ。私はやっぱり智紀を好きだから……」

　顔を上げると、穏やかな笑みを浮かべる智紀の顔が近づいてきた。

「だけど、キスを避けられたのは相当ショックだったな。今、埋め合わせしてくれる？」

「う、うん。あの時も本当にごめんなさい。海里のことで頭がいっぱいで……」

「もういいよ。それより、黙って」

　そう言ったかと思うと、智紀は私の唇を塞いだ。

『埋め合わせ』の言葉通りに、彼のキスはいつもよりだいぶ強引だ。舌が強く絡まり、静かな副社長室にはいやらしいほどのキスの音が響いた。

「ん……、智紀……」

　私はいつの間にか甘い声を漏らしていた。

　痛いくらいに抱きしめられ、体がどんどん熱くなる。

　これ以上、ここで気持ちを高ぶらせるわけにはいかず、なんとか智紀の体を離した。

「仕事の途中なんでしょ？　これ以上は、ダメだよ……」

　呼吸が乱れているのは彼も同じで、肩で息をしながら恨めしく私を見た。

「分かった。ただ、ひとつ由香に罰を与える」

「罰？」

　なにを言うのだろうと思っていたら、子どものように拗ねた感じで私に命令した。

「オレを疑った罰。仕事が終わるまで、ここで待ってて」

　来客用ソファに私を座らせると、智紀は自分のデスクに戻った。

「ここで？　私はいいけど、気が散らない？」

「全然。むしろ海里にあんなことをされた後で、由香をひとりで帰せないだろ」

『罰』なんて言ったけど、本当は私を心配してのことだと分かり、ますます彼への想いが強くなる。それと同時に、海里に押し倒された光景を思い出し、慌てて弁解した。

「ねえ、智紀。私、海里にはなにもされてないから。あんな状況だったけど……その、キスとかされてないから」

　最後のほうは恥ずかしくなり、声が小さくなる。

　すると、智紀は目を細めて笑った。

「分かってるよ。さっきのキス、オレ以外の男の匂いなんてしなかったから」

「やだ……。なんか恥ずかしい言い方ね」

　顔が赤くなる私を見て、彼はますます笑っている。

「だけど、もしキスをされていたとしてもオレは気にしないよ。そんなことで由香への想いが変わることなんてない」

「智紀……」

　胸が熱くなり、嬉しさで頬が緩みそうだ。

　そんな私に穏やかな笑みを浮かべた智紀は、パソコンに向き直った。

　仕事が忙しいのに、私を助けに来てくれたんだ……。

　いつでもどんな時でも私を想って行動してくれる。その優しさは、きっと海里も持ってくれていたんだろうけど、私はそれに気づけなかった。

　それなのに、苦手に感じていた智紀のことはすんなり違う目で見ることができたのはなぜだろう。

　きっと最初から、私は智紀と運命で結ばれていたんじゃないかな。

　そんなふうに思えて、心の底から幸せを感じていた。




「よし！　終わった。ごめんな、由香。すっかり遅くなったよ」

　あれから二時間経ち、ようやく仕事が終わったらしい。

　両手を上げて伸びをする智紀は、申し訳なさそうな顔をした。

「引き止めておいて今さらだけど、退屈だったろ？　ごめんな」

「ううん。むしろ仕事姿が見れて嬉しかった。智紀ってば、あんなに英語がペラペラなのね？」

　興奮気味に言うと、帰り支度を済ませた智紀に肩を抱かれる。そして一緒に副社長室を出た。

「ああ。仕事柄、外国人と接することも多いからな。特に歌手なんかは」

　確かに歌番組やバラエティで、海外の有名歌手がゲストとして出演しているのを見たことがある。

「まさか、智紀が番組出演の調整をしてるの？」

　さらにテンションが上がる私に、智紀は少し呆れ気味に笑った。

「全部じゃないけどな。そういう時もあるんだよ」

「すごい……。新たな智紀の一面が発見できて、惚れ直しちゃった」

　すると、智紀はエレベーターに乗り込みながら、顔を赤らめている。

「そういうのは帰ってから言ってくれよ。ここじゃ、由香をゆっくり抱きしめることもできない」

「え？　やだ、なに言ってるのよ……」

　智紀が照れるから、こっちまで恥ずかしくなってくる。

　彼をまともに見られない間に、エレベーターは地下駐車場へ着いてしまった。

「……不器用なだけ、だったんだろうけどな」

「え？　急になんのこと？」

　ポツリと呟いた智紀に、反射的に聞き返す。

「海里だよ。由香を本当に好きだったことは間違いなかったと思う。実の母親に過去を売られて、かなり自暴自棄になったんだろうな」

「うん……。私もそう思う」

　車に乗りシートベルトを締めると、それを確認した智紀がアクセルを踏んだ。

「だからせめて愛する由香を取り戻したかった。男として、その気持ちは分からなくはないけど、こればかりは譲れないな」

「私だって、智紀じゃなきゃもうダメだよ……」

　どれくらい彼に伝わっているか分からないけど、できるだけ想いを言葉にして伝えていこう。そうすればきっと、私たちの気持ちはずっと重なり合っていける気がするから。




　軽快に走る車は、あっという間にマンションへ着いた。

　時刻は〇時を回っていたけれど、私たちは部屋へ入るなり、待ちきれなかったようにキツく抱きしめ合った。

「智紀……」

　ベッドへ横になる私の体を、智紀は愛おしそうに愛撫する。

　その度に、自分でも驚くくらいの甘い声が漏れた。

「由香、愛してる。どんなに言葉にしても足りないくらいだ」

　息を乱す私を、智紀は愛おしそうに見つめた。










本物の愛の誓い




　今年の十一月三日の祝日が大安吉日と知り、私と智紀の結婚式が正式に決まった。

　結納は、テレビ局とも縁の深いホテルで行われたのだけど、今まで感じたことのない緊張感で胃が痛くなったのを、あれから二週間経った今でもハッキリ思い出せる。

　智紀は余裕でこなしていったのだから、頼もしいと惚れ直す一方で少し自分が情けなかった。

　残暑が残る八月終わりの休日、リビングのソファに寝転がった私は、窓から吹いてくる風に少しの心地よさを感じていた。

「私も、もうちょっと度胸があったらなぁ……」

「度胸なら、充分あるじゃないか。ひとりで里奈に会いに行ってみたりさ」

　書斎にいたはずの智紀に、しっかり聞かれていたみたいだ。

　独り言のつもりだった私は、気恥ずかしさで座り直した。

「あの時は夢中だったから。結納の時なんて、緊張で胃が痛かったことが一番印象に残ったくらいよ」

　唇を尖らせる私の隣に、智紀は週刊誌を片手に座った。

「智紀なんて、全然緊張してなかったでしょ？」

「してない、してない。むしろワクワクしてたから」

「ワクワク？」

　余裕の笑みを見せる彼に、私は首をかしげた。

　けっこう厳かな雰囲気だったから、とてもワクワクなんてできなかったけど……。

　そんなことを考えていると、智紀は私の頬を両手で覆った。

　不意の行動にドキドキする。

「だって、これで由香が正式なオレの婚約者になったんだ。十一月には、堂々と『妻だ』って言える。ワクワクしないわけがないだろ？」

「智紀……。私との未来をそんなに楽しみに思ってくれてるの？」

　胸が痛いくらいにキュンとなりながら、今のこの幸せに心から感謝をする。

「当たり前だ。オレがどれだけ由香を想ってきたか、まだ分かっていないんだな」

　意地悪く言った智紀は、私に唇を重ねた。

　相変わらず強引なキスだけど、私の心を惹きつけて離さない。

　しばらくキスを続けていると、週刊誌が床に落ちる音がして我に返った。

　それは智紀も同じだったようで、「これを由香に見せようと思ってたんだった」と言いながら拾い上げている。

「まさか、なにか書いてあるの？」

　海里のことが蘇り、不安がよぎる。

　あれから彼は、事務所の社長とかなり精力的に仕事をがんばっていると、桜さんから聞いた。だから、変な記事であってほしくない。

　そういえば、桜さんは私と智紀の結婚発表にかなり興奮していたけれど、ここまでこぎ着けたのは彼女のおかげでもある。

　私に里奈さんの話をしてくれたこと、智紀に連絡してくれたこと、それらがなかったら、この幸せは手に入れられてないかもしれない。

　お礼を改めて言うと、彼女はかなり恐縮していたっけ。

「書かれてあるのは間違いないけど、心配するようなことじゃない。ただ、ビックリすると思うけど」

　ニヤリと笑みを浮かべた智紀が、私に週刊誌を開いて手渡した。

　まず目に飛びこんできたのは、二ページにわたって書かれた【イケメンツートップ御曹司の結婚！　あなたはショック？】という大きな見出し。

「イケメンツートップって……。私、このミーハーな感じがあまり好きじゃないけど」

　きっと智紀は、私たちの結婚が取り沙汰されて楽しいに違いない。

　だけど、どこか下世話な表現に私は顔をしかめた。

「そうか？　オレはおもしろいと思うけどな。それより由香、気づかないか？　この記事――」

　そう智紀が言ったところで、インターホンが鳴った。

「お兄ちゃんたちじゃない？」

　立ち上がりモニターを確認すると、兄と涼子さんの顔が見える。

　今日はふたりが来ることになっていた。

「ああ、もう約束の時間か。仕方ない。直接聞いたほうがいいもんな」

　週刊誌を閉じた智紀は、オートロックを解除した。

　そういえばあの週刊誌、来週発売のものだった。なんで、そんなものを持っているんだろう……。それに、直接聞くってなにを？

　智紀の言いたかった意味が分からないまま兄たちを出迎えると、ふたりとも正装をしていて驚いた。

　兄はダークグレーのスーツ、そして涼子さんはゆったりとしたクリーム色のワンピース姿だ。

「ねえ、智紀の部屋に来るだけなのに、ちょっと服装が固すぎない？」

　兄に言うと、苦笑いをされた。

「まあまあ、そこは今突っ込むなよ。それより、涼子はソファに座れ」

　智紀は涼子さんを、さっきまで私たちが座っていたソファへ促した。

　すると涼子さんは、ためらいがちに私を見た。

　結納前にも写真のことを謝られたけど、本当にもうなんとも思っていない。あの時涼子さんは、『智紀への感情は、ほとんど兄妹愛みたいなものだったって分かった』と言っていたから。

　智紀も師弟関係みたいなものだと言っていたし、ふたりの言葉に疑う余地はないことも分かっている。だから、まだ気を遣われる素振りを見せられて、私は彼女へ笑顔を向けた。

「涼子さん、もう気を遣わないでくださいね」

「ありがとう、由香ちゃん」

　それでもまだ、どこか顔色を窺っているようだ。

　いつもと様子が違うみたいだけど、いったいどうしたんだろう。

　そう思っていたら突然、兄が神妙な面持ちで、その場に正座をした。

「お兄ちゃん!?　なにをやってるの？」

　驚く私の横をスッと通り抜けたのは涼子さんで、同じく隣で正座をしている。

「涼子は無理するなよ。それに祐也も、ちょっと大げさじゃないか？」

　膝を曲げてしゃがみ込んだ智紀は、少し困った顔をしている。

「いや、大げさじゃないよ。由香、報告が遅くなって本当に申し訳ない。実はオレたち、結婚することになったんだ」

　兄も涼子さんも、額が床につくくらいに頭を下げた。

「ええー！　け、結婚!?」

　私の叫び声があまりに大きかったせいか、智紀はしかめっ面をしている。

　いつの間に、そんな話になっていたのだろう。

　呆気に取られていると、兄は頭を下げたまま説明してくれた。

「実は、涼子に子どもができたんだ」

「ウソ！　子どもって、お兄ちゃんの子ども？」

　勢いづいて膝立ちをした私は、兄の側へ近づいた。

　だけど、ふたりとも顔を上げてくれない。

「そうだよ。だから、早めに入籍するつもりなんだ。ただ、由香たちの結婚式より前にオレたちが式を挙げるわけにはいかない。だから、挙式は未定なんだけど……」

　涼子さんに赤ちゃんができたなんて……。

　それも兄の子と聞いて、感動する。興奮する気持ちを抑えながら、兄に声をかけた。

「ねえ、お兄ちゃんも涼子さんも顔を上げてよ。どうして私たちより前に結婚式をしちゃダメなの？」

　すると兄はようやく顔を上げ、涼子さんの肩を軽く叩く。

　やっと彼女も顔を上げたところで、兄は話を進めた。

「それは、ふたりの結婚はビジネス的に大きな意味を持つからなんだ。世間は政略結婚と受け取ってるだろ。そんな大事な式より前に、オレたちが挙げるわけにはいかないんだよ」

「そんな……。なんか納得いかない」

　チラリと智紀を見ると、仕方ないといった感じで頷いている。

「涼子さんはそれでいいの？　赤ちゃんが生まれたら、いつ結婚式が挙げられるかも分からないじゃない。涼子さんの花嫁姿、絶対にキレイなのに」

「うん、いいの。私は祐也と結婚できるなら、それでいい。それより由香ちゃん。重ね重ねごめんなさい。智紀を吹っ切るために取った行動が写真に撮られて、迷惑をかけたばかりなのに。またこんな……」

　肩を落とす涼子さんの手を思わず握る。

「謝らないで、涼子さん。なにも悪くないもの。もしかして今日は、そのためにここへ……？」

「ええ。来週の週刊誌に私たちの記事が載るって聞いて……。由香ちゃんに直接話す前に週刊誌で知られるのは嫌だったから、今日来たの」

　涼子さんの言葉に、リビングテーブルに置かれた週刊誌に目が向く。

　さっき智紀が言いたかったことは、このことだったんだ。

　そんな私の視線に気づいた彼が、説明をしてくれた。

「それがさ、本当はオレたちの記事だけだったっぽいんだ。でも、調べるうちに情報をキャッチしたんだろうな。祐也たちの記事も出るって分かったから……」

「相変わらず怖い世界ね。私も知らなかったことなのに、赤の他人がキャッチするんだから」

　あからさまに不快感を示すと、兄が智紀の話に付け加えた。

「真実だから握りつぶす必要はないし、いずれは発表するつもりだったから、掲載に異議を立てないでおこうと考えたんだ。ただ、由香には言ってなかったから」

「だから、急にここへ来たのね」

　そう言うと、兄は頷いた。

　だからふたりともかしこまった服装だったのだと、ようやく理解した。さらに、智紀が涼子さんを気遣っていた理由も納得できる。

「ありがとう。わざわざこうして来てくれて。そして、おめでとう。こんなにおめでたい話なのに、お兄ちゃんも涼子さんも暗すぎだよ」

　私は立ち上がると、まず涼子さんの手を取った。

「冷たい床で正座なんてしちゃいけないですよ。ほら、ソファに座って」

　促すと、涼子さんは申し訳なさそうに私を見ている。

「由香ちゃん、ありがとう。そして、本当にごめんね」

「もう！　さっきから、謝りすぎ。なんで謝ってばかりなの？　おめでたいことなのに」

　もはや涼子さんは、泣きそうなくらいに頼りない表情をしている。

「だって、由香ちゃんと智紀の結婚に横やりを入れたみたいで……」

　ため息をついた私は、涼子さんをソファに座らせた。

「とにかく座ってください。さっき涼子さんが言ってたじゃないですか。お兄ちゃんと結婚できればいいって。私もです。智紀と結婚できればいい。誰が先とか、関係ないですから」

　弱々しく頷いた涼子さんは、兄に目を向けた。

　それに応えるように、兄は私の側にきて笑顔を浮かべた。

「ありがとう、由香。いろいろと辛い思いや心配をさせてごめん」

「ううん、むしろお兄ちゃんには感謝してるのよ。政略結婚のおかげで本当の智紀を知ることができて、そして好きになれた。それが、今の私の幸せだから」

「由香……」

　はにかんだ笑顔を浮かべる兄は、私を優しく包み込むように抱きしめた。

　大好きな兄のぬくもりを感じながら胸に顔を埋めると、側から智紀の慌てる声が聞こえてきた。

「なに、やってるんだよ！　オレたちの前でおかしいだろ。離れろって！」

　兄から無理やり私を引き離した智紀は、そのまま抱きしめる。

　兄たちの前で、こっちのほうが恥ずかしい。なんとか体を押し返す。

　すると、涼子さんのクスクス笑う声がした。

「智紀ってば、そんなに嫌なの？」

　すると智紀は涼子さんに向かって、への字口をしていた。

「嫌だよ。涼子は嫌じゃないのか？」

「全然。私って、ひとりっ子じゃない？　だから、仲のいいふたりを見るのが楽しくて。今思えば、私にとって智紀がお兄ちゃんみたいな存在だったのかも」

　清々しい笑顔を見せる涼子さんに、私もホッとする。私だって、兄と涼子さんの仲のいい姿を見るのが好きだから。

「そうだよ、智紀。だから、お前と涼子が抱き合っていた写真は、今のオレと由香みたいなもんだったんだよな」

　智紀は兄の言葉に、しぶしぶ納得したように「そうだな」と呟いた。

　そんなふてくされ気味の彼に、私たちはクスクスと笑う。

　兄たちのことは両家の両親も知っているらしく、結局知らなかったのは私だけだったらしい。ふたりは、結婚式を邪魔してしまうのではないかと、そのことにかなりこだわっていて、どうやって私に話をするか考えていたとか。

　私が世間知らずなだけなのか、そんなことで悩む理由がやっぱりよく分からないけど、兄たちの心遣いは純粋に嬉しかった。

　夕飯まで一緒に過ごすと、兄たちは帰っていった。

「やれやれ、やっと帰ってくれたからホッとするな」

　お風呂上がりの智紀がソファに座り込んだ。

「そんな言い方をしなくてもいいじゃない。わざわざ来てくれたのに」

　すでに寝支度を整えた私は、彼の隣に座って唇を尖らせた。

「だって、嫌なんだよ。十一月三日からは、祐也には由香に指一本触れさせない」

　真剣な顔の智紀に、思わず笑ってしまう。

「そんなにお兄ちゃんとのことを怒ってるの？」

「怒ってるよ。オレもひとりっ子だけど、涼子みたいな気持ちにはなれないな」

　相手が実の兄なのに、ヤキモチを妬く彼を愛おしく思う。

　兄は智紀を『子どもっぽい』と言っていたけど、私にしてみれば、愛されている実感があって嬉しい。

「そうだ、あの週刊誌のイケメンツートップ御曹司って、そのまま智紀とお兄ちゃんのことだったのね」

「そうだよ。祐也はオレたちに後ろめたさがあったみたいだけど、ダブル結婚ってのも話題になっていいよな？」

　苦笑いだけを返すと、智紀は私の左手を取った。

　薬指には、彼から贈られた婚約指輪をはめている。結納後、仕事のない休日は必ず着けることにしていた。

「オレは海里を油断させるために、わざと局内で由香と別れたって噂を流した。だけど、あくまで噂だったから、世間的にはオレたちの政略結婚は順調に進んでると思われてる」

「うん……」

　確かに、週刊誌の記事もそんな書き方だった。華やかな存在の智紀と結婚できる私は、女性なら誰でもうらやみたくなるとも書かれていた。

「何度も言うようだけど、世間では政略結婚だと騒がれていても、オレはそういうつもりで結婚するんじゃないからな」

「うん……」

　分かっている。私との関係をどこまでも大事にしてくれようとした智紀は、容赦なく里奈さんに事務所の自主退職を促したらしい。

　里奈さんは解雇も覚悟していたらしいけど、少しでも履歴書に傷がつかないようにと、彼が配慮したみたいだった。

　そして、いつか夜に里奈さんと会う約束をしていたのは、彼女がやり直したいという話し合いを望んできたからだと、智紀から教えてもらった。

　だけど彼は復縁を完全に拒否したらしく、それも里奈さんを強硬な手段に駆り立てた一因だったのかもと言っていた。

　その彼女は一週間前に、フリースタイリストに転身した。事務所という後ろ盾のないこれからの道にも厳しいことはあるかもしれない。

　だけど私は、ああするしかなかった彼女の気持ちも分かる部分はあるから、がんばってほしいと心底思っている。

「私、分かってるよ。智紀がどれほど私を大事にしてくれているか」

　彼の手を握り返すと、そっと抱きしめられた。

「それから、どれほど由香を愛してるかをこれからも分かっていてほしい。オレは本当の愛で由香と結婚するから」

「うん……。私もよ。無理やり政略結婚を決められたからじゃない。智紀を好きだから……ううん、愛してるから結婚をするの」

　彼のぬくもりに体を預け、幸せを噛みしめる。

　きっとこの先、不安に思うことも、迷うことも、ケンカをすることもあるかもしれない。その時は今を思い出そう。自分にとって大事なものはなにか、幸せはなにかを見失わずにすむはずだから。

「由香、顔を上げて。キスしたい」

「うん……」

　重なる唇は、幸せの証し。

　愛してる、これから先もずっと。

　この想いを、ずっと受け止めていて……。





ＥＮＤ












あとがき




　皆様、初めまして。それともお久しぶりでしょうか？　本作を手に取っていただき、ありがとうございます。皆様の応援のおかげで、本作はベリーズ文庫二冊目となりました。本当にありがとうございます。今回のお話はどうでしたか？

　今回は舞台をテレビ局という華やかなイメージの場所にしてみました。副社長である智紀は、見た目とは裏腹にひとりの女性を密かに、そして一途に想う男性です。キレイな女性が周りにいても、自分にとって心に響く女性は、自分に自信のないちょっぴり地味な親友の妹です。

　由香は、自分と正反対の智紀に苦手意識があり、とても恋愛対象にはならない相手でした。でも、その彼が自分をずっと想っていたことを知り、そして〝政略結婚〟という強行手段を取られたことで、初めて恋愛対象として意識します。恋愛は、きっとこういう『思いがけないこと』もあるのではないかと思い、本作を書きました。

　自分が知らないところで、自分を想ってくれる人がいる。それってとても素敵なことですよね。それに気づかないことすら多いかもしれません。

　でも、その恋が実った時、今まで知らなった幸せを感じられるのではないかなと思います。智紀と由香は、これからもお互いを認め合って仲良くいられると信じています。本作を読んでいただけたことで、読者の皆様にも少しでも幸せな気持ちを感じていただけたら嬉しいです。




　最後に、いつも私と作品を支えてくださる担当の倉持様、より良い作品に仕上げるために多くのアドバイスをくださったヨダ様、そして本作を素敵に彩ってくださったイラストレーターの竹中様、デザイナーの金子様、本当にありがとうございました。そして、作品を支えてくださる読者の皆様、ひとりひとりにお礼を言いたいくらい感謝をしています。本当にありがとうございます。これからも皆様が胸キュンできる作品を書いていきますので応援してください。

　また、このような形で皆様に再会できる日を祈って。

　その時まで、失礼します。





花か音のん莉り亜あ
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